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  一九〇四年（明治三七年）


  



  キリストなきキリスト教


  



  キリストなきキリスト教とは、生けるキリストを説かざるキリスト教である。かかる教えには死せるキリストがあるけれども、死してよみがえり、天に昇り、そして今もなお信者のとりなしをするキリストをば説いていない。されば「信ずる者を救わんとの神の力」として見ることができない。キリストなきキリスト教は、活力なき理屈いっぺんの教えである。異端を説く者が人をしてなるほどと思わしめても、実際その人の魂を救うことができないのはこれがためである。


  



  聖書に帰れ


  



  今の信仰界は得手勝手なことを言っている。何を根拠として正しい信仰を得ようか。数年間「キリストに帰れ」との叫び声が激しかったが、今は「聖書に帰れ」と叫ぶようになっている。聖書にさえ帰るならば、信仰は使徒時代のごとき信仰になるのである。（十月十日）


  



  一九〇五年（明治三八年）


  



  大胆なる伝道


  



  「またわが口を開くとき、言葉を賜り、はばからずして福音の奥義を示し、またわが言うべきところのごとく、これをはばからずして言いうるよう、わがためにも祈るべし。われこの福音のために使者となりて鎖につながれたり」（エペソ六・一九、二〇）。


  伝道者は主に忠実なるごとく、主より与えられし光に対しても忠実であるはずです。すなわち、はばかりなく受けし恵みと光を人々に宣べ伝えなければなりません。悪魔は一致という美名のもとに、姑息の調和をなさしめ、ついには軟化せしめます。ああ、われらは悪魔の謀略に陥らぬよう注意しなければなりません。主イエスの御名があがめられるため、即座の悔い改めはもちろんのこと、聖潔も、主の再臨も、神癒でさえも大胆に宣伝すべきであります。


  現今諸教会の多くは、信者または未信者に対し、機嫌取りのようなことばかりを説いております。彼らは鎖につながれるよりは、鎖でつなごうとしております。真っ向から悔い改めを説かずに、腫れ物にでも触るようにそっとなでております。世間はかかる方法を知恵ある方法と申します。しかし神の前には臆病至極のことです。


  おお、大胆なる伝道者を要します。福音は昔より、ある者には愚かに、ある者にはつまずくものであります。馬鹿にせらるること、つまずかせることを気がねしては、とても大胆なる福音の証人となることはできません。神は御自身の名を汚すような、へたな御方ではありません。私どもは神の御声に忠実に従うときに、福音が最後の勝利を得るのが当然であります。


  



  集金と献金


  



  集金と献金とは同じようなものであるけれども、その内容においては大いに違っております。昔は十分の一を標準として所有物を神に献げたものであります。それは感謝の献げ物であります。これは信仰より献げるものであります。しかるに今は集金になりました。ゆえに義務の出金となり、規則に縛られて出すようになります。目下諸教会の仕方は、献金ではなく集金であります。これは生ける信仰がなくなった証拠であります。集めるのと献げるのとは、言葉から違っております。教会の自給も集金によらずして、献金によるようになれば、神の祝福のもとに全うせられるのであります。（三月一〇日）


  



  聖霊派のあだ名


  



  霊に満たされたる者は、昔から色々のあだ名をつけられました。使徒時代においては「酔っぱらい」（使徒三・一三）、「天下を乱す者」（同一七・六）、「疫病」（同二四・五）、「気ちがい」（同二六・二四）などと言われました。今でも病的だの、迷信だの、軽薄だの、感情的だの、無学だの、空騒ぎするなどと、色々の言葉をもって批評しております。しかしこれらが未信者より来たらずして、いわゆる信者より来たるとは実に奇怪であります。はなはだしきは、全き福音を信ずる信者は教会より出て行けよがしに仕向ける教会もあります。これは昔よりありがちのことで驚くほどのものでありませんが、今は聖徒が大いなる忍耐を要する時代であります。なんと言われようと、全き福音は早晩勝利を得ます。（三月二五日）


  



  信仰界の空き家


  



  マタイ一二・四三～四五


  信者の多くは恵みに欠乏しているため、諸々方々に空き家ができている。「空虚にして掃き清まり飾られ」ているところを見れば、実に立派であるけれども、悪魔の住み家となって、ついには地獄の差し押さえをこうむるようなことがある。さればすべてを捨てて全く献身をしても、聖霊が家移りして主人公とならないうちは油断ができぬものである。空虚となるのはよいが、満たされるために空虚となることを忘れてはならない。きよめられたことがあるという記憶のみをもって、実際聖霊に満たされていなければ、この空き家同様のものである。（七月一五日）


  



  「は」と「よ」


  



  宗教は理屈ばかりの冷たいものではなく、拝み仕えるという点に達して妙味のあるものである。信仰はなるほどと合点するのでなく信じたことによるのである。「神は」云々と論ずるのが宗教学者で、「神よ」と呼ぶのが宗教信者である。前者は罪人でも反対者でもできる。しかし後者は真に罪を悔い来る者のみにできるものである。神とキリストに対する信念は、三人称を離れて二人称をもって呼ぶようになれば、実体験となって現われくるものである。「神よ」「キリストよ」と呼ぶようになってこそ親しき交通に入るもので、われと彼との結びは愛によって固くなり、永遠の結びとなるものである。さればわが国においては、講壇の宗教よりも密室の宗教に多くの興味を感ずる人が多く起こるようにならなければならぬ。（八月一九日）


  



  信仰界の低気圧


  



  これは異端と迷信の変動である。日本の幼稚なるキリスト教会は、いくたびかそれがために撹乱せられた。これがために諸教会内に大洪水が起こり、歴々の伝道者および信者が懐疑の霧雨に閉じ込められ、異端邪説の泥沼に陥り、いまだに浮き上がらずにおるものがある。諸教会はこれがために種々様々の堤防を築き、防御策を講じたけれども、なおこの低気圧のためにせっかく握った救いまでも流失している者がある。これは空中の諸権をつかさどる悪魔（エペソ二・二）より来るものであるがゆえに、いかほど人間相手の防御をしてもだめである。キリストの再臨まではかかる低気圧は必ず襲い来たるべきはずのものである。しかし感謝すべきことは、聖書に低気圧のために害をこうむらなくともよい道が示されている。「すべてわれに来たり、わが言葉を聞きて行なう者をたとえて汝らに示さん。その人は家を建つるに土を深く掘りて礎を岩に上に置けるがごとし。大水のとき流れ、その家を打つとも動かすことあたわず。これ礎を岩の上に置けばなり」（ルカ六・四七、四八）。この岩はキリストである。勝利の主なるキリストを得ているならば、決して害をこうむることがない。信仰界にいかなる変動が起こっても決して動かぬ者は、きよめられキリストの霊に満たされたる者のみである。（八月二六日）


  



  ロトの妻を思う


  



  信者は滅ぼさるべきソドムとゴモラより救い出されても、ソドムとゴモラの思い、すなわち肉につける思いが心中にあるうちは、救いの中途であって、ロトの妻のごとく後ろをかえりみて、塩の柱となるおそれがある。この塩柱はいずれの教会にも幾本も突っ立っていて、出入りの人々の邪魔をしている。きよめられぬ信者ほど神の教会の障害物となるものはない。自分がきよめられずにいることは、他人の救いの邪魔になるとは、多くの人の気づかぬことであろう。しかしそれは事実である。どうしても自分が救いを求めた当初の目的と神の救いの目的と一致しなければならない。すなわち、きよめられて落ち着くところまで落ち着かなければ双方の満足にならないのである。きよめられてこそ救いの極意、贖いの頂上に達するものである。


  ロトの妻は腐敗せる教会の好標本である。彼女は聖霊に手を引かれても振り払って、汚れた世と調和するのである。かかる教会は主の再臨の時に携挙せられる花嫁の資格のないもので、世界未曽有の艱難時代を経過しなければならない。


  再臨の主が近づきたもうこの大切な場合に、俗化と異端の流行せる有名無実の教会と行動を共にしつつ、共に滅ぼさるべき運命に陥らぬよう注意しなければならない。


  「逃れて汝の命を救え。後ろを返り見るなかれ。くぼ地のうちにとどまるなかれ。山に逃れよ。しからずばなんじ滅ぼされん」。全くきよめられ、聖霊に満たされるには、すべての情実を排し、肉につけるすべての関係を脱して、一直線にきよめの山なるカルバリー山に駆けつけなければならぬ。（九月九日）


  



  迫害を歓迎す


  



  人々は文明の名に酔い油断をしておったから、神は悪魔に許して教会を迫害せしめたもうた。教会は世と和合せんと策を巡らしておった時に、神は嫉妬をもって教会を世より離したもうた。迫害は使徒時代や隣国の中国にのみあると思って、太平をむさぼっていた日本の信者は大いに目をさました。かかる時に麦と殻とはふるい分けられ、実を結ぶ枝と実を結ばぬ枝とは切り分けられるのである。蒸し暑い眠そうな天候が電光雷雨によって一掃せられるように、このたびの迫害（浅草伝道館破壊）は教会の教勢をひきしめるに相違ない。純キリスト教会の歴史は、殉教者の血をもって記されたものである。日本のキリスト教会も、その一ページを染めるものとすれば迫害は当然のことで、神に向かって大いに感謝すべきである。われらはこの際にむしろその遅きを嘆くほどである。（九月一六日）


  



  素人伝道


  



  キリストの証人は伝道師のみではない。キリストに救われたる者はみな証人である。今はキリストの弁護士よりも証人が必要である。世を教化するに、救われたる平民が何より力ある者である。天幕作りのアクラとプリスキラは素人伝道者の最も良き標本である（使徒一八章）。彼らは自分らの受けた聖霊のバブテスマをば当時有名な本職伝道者アポロにも告げた篤実な信者で、また自分の家に家庭集会を設け（ロマ一六・五）、また外国伝道にも力を尽くし（四節）、命を損なうまで主のために働いた人々であった。初代メソジストは素人伝道者より成り立ったと申してもよいほど、信徒の働きが盛んなるものであった。組合のように説教や訪問を伝道者にのみ一任しておくようでは、速やかなる教化はとてもおぼつかない。商売または仕事のかたわら、または余暇に、教会が不都合ならば人の家でもよし、大道でもよし、どこにおいても福音の証しをするならば、必ず救われる者がぞくぞく起こるに相違ない。服装はどうでもよい。労働者ならば仕事着のまま、商人ならば前掛けをかけたままでやるがよい。そこが味のあるところである。本職のようにすらすらと弁ぜられぬところが、証しになる点で結構なところである。中国内地宣教会の創立者ハドソン・テーラー氏が、「一二使徒の一人となるよりも、サマリヤの婦人になりたい」と言ったのはこの点である。素人でも本職でも伝道するに、神学校を卒業し、免状を持つ必要がない。救いの自覚を有し、エルサレムの二階で恵みを受けた人であれば、必ず成功ある働きをすることができる。素人伝道者は独立であるから報告の心配もなく、 免職になる心配もなく、世界を自分の教区にするのであるから、縄張り争いなどは少しもない。今や田は色づいて収穫時となっている。先輩や本職のみをあてにしておられない時である。何はともあれ、聖霊に満たされて一生懸命働くべきである。「かの女わがなししすべてのことを、彼われに告げしと証しせしことばによりて、その町のサマリヤ人多くイエスを信ぜり」（ヨハネ四・三九）。（一一月一八日）


  



  悪魔的キリスト教


  



  キリスト教外の宗教はいかに高尚でも、道徳観に正しくても、唯一の神を拝まぬようにするものであるから、説明するまでもない純粋の悪魔教である。悪魔は「善を借りて偽りを言い」（一テモテ四・二）「敬虔のかたちあれど実は敬虔の徳を捨つる者」（二テモテ三・五）で、人の心を神以外に向けさえすれば彼の勝利となるのである。彼はまたキリスト教の名のもとに、得意の毒をまいているがゆえに、大いに警戒しなければならぬ。たとえばニコライ宗（黙示録二・六、一五）のごときである。かのともがらは、生きている限りはどうしても罪を犯すべきはずのもの、罪の根よりはとても脱しえられぬものと説くのである。全ききよめを信ぜざる教会は、確かにこの宗派に属するものである。また「悪鬼を拝し、見ること、聞くこと、歩くことをえざる金銀、銅、石、木の偶像を拝する」（黙示録九・二〇）偶像教的キリスト教、すなわち天主教やギリシヤ教である。次は新神学である。「汝ら慎むべし。おそらくはキリストに従わず、人の伝えと世の小学に従い、空言なる理学をもて汝らの心を奪わん」（コロサイ二・八）。キリストの神性を認めず、人の知識にのみ重きをおく教会は、無論悪魔来のペテン教である。また「イエス・キリストの肉体となりて来たりたまえることを言い表わさざる」（二ヨハネ七）教え、すなわち主の再臨を説かざるキリスト教、または律法のみをやかましくとなえうるもの、信仰によらず世俗的のことをもって教会を盛んならしむること、権門富豪にこびて勢力を張らんとするもの、分かつ霊を働かして教会を撹乱するもの、集まりの不必要を説くものなどは、みな悪魔のわざとして聖書に記してあるものである。


  「愛する者よ、すべての霊を信ずるなかれ。その霊神よりいずるやいなを試むべし。多くの偽預言者いでて、世に入り」（一ヨハネ四・一）来たるからである。（一二月一六日）


  



  栄養不良の信者


  



  「汝らは時をふること久しければ、人の師となるべき者なるに、今また神の示したまえる教えのはしを教えられざるをえず」（へブル五・一二）。


  幾年たってもいっこう進歩しない信者は、何か故障があるにちがいない。イエスは「知恵もよわいもいやまさり、神と人とにますます愛せられたり」（ルカ二・五二）。内住の罪が成長の邪魔をするものであるから、きよめられさえすれば何の文句もなく、あたりまえで成長し、「ますます繁く実を結ぶ」のである。きよめられずに修養しても、きよめられたいとの願望のみが増加するのみで、少しも聖潔そのものに至るものではない。きよめられてこそ食するすべての霊の糧は、太る原料となるものである。


  



  人為的平和


  



  ああ、騒々しき千九百五年もやっと過ごした。戦争と戦争の噂を耳にせず、喜ばしく新年を迎えることができるのは実に主の恵みである。しかし油断ができない。人類の心から罪の根が取り去られず、外に悪魔がいざなわんとかまえているうちは、とても真の平和を見ることができない。双方の都合上造った平和は、双方の都合上また破るる時があるに相違ない。さればわれらは世界を平和ならしめんとて誰にも頼らない。むろん不信心の政府と政治家を当てにはしない。わが唯一の祈りは「主イエスよ、来たりたまえ」である。（一二月三〇日）


  



  一九〇六年（明治三九年）


  



  不親切なる伝道者


  



  現今の求道者の多数は、昔の時とは求道の精神において大いに違っている。彼らは心底から慰安を求めている。しかるに伝道者の多数はいまなお目がさめず、注文外れのことばかり宣べている。自分もよく合点しない不消化物を平気な顔で講壇から説いている。幾年も教会に通ったけれども、いまだに分からないと嘆いている人が多数である。かかるものは彼ら伝道者が毎日曜日かかげるところの説教題を見てもわかる。いまは聖霊に満たされた純福音宣伝者の立つべき時である。（二月三日）


  



  純教会


  



  世には教会と名のついた色々の団体がある。儀式一方のお寺風の教会、忠君愛国一点ばりの国家的教会、社会改良風俗矯正専門の世俗的教会、何でもよしというクラブ的教会、その他不消化物卸し売りの教会、または神学界のくず物売りのものもあり、寄席風のものもあり、いずれも五人ないし百人の聴衆相手に何かやっている。彼らはキリストのからだなる真教会であるかと思うならば失望するけれども、その中にはらまれている男の子、すなわち生まれてのち宝座のもとに上げられ、またキリストと共に鉄の杖をもて万国の民をつかさどらんとする純教会（黙示録一二章）を思えば、喜んで彼らの中にも証しすることができるのである。われらの理想とする教会は、キリストを中心とせる「しみなくしわなく、すべてかくのごときたぐいなく、聖にして傷なき栄えなる教会」である。（二月一〇日）


  



  一九一二年（大正一年）


  



  偶像に遠ざかれ


  



  「幼な子よ。汝ら自ら慎みて偶像に遠ざかれ」（一ヨハネ五・二一）。


  キリスト教は昔より偶像に対してはきわめて猛烈な攻撃態度を取って来たものである。偶像にささげた物を食わしめる女イゼベル（黙示録二・二〇）を容認する教会は、みな腐敗した教会である。純福音の信者なる者は、偶像を拝するか殺されるかという場合には、喜んで殺されることを願うものである。今や悪魔は諸種の名目のもとに偶像崇拝をなさしめんとしている。この際聖徒は非愛国者、または不忠の徒と言われてもかまわない、大胆に所信を貫くべきである。われらは言わんと欲することは胸中にあふれている。しかし保証金を納めていらぬ悲しさには、これ以上のことは言い得ない。実に残念である。願わくは聖霊の導きにより、偶像は何であるかを示されし兄弟姉妹は、「人に従うより神に従うはなすべきのことなり」（使徒五・二九）と堅く信仰に立って歩むべきである。


  



  迫害と繁殖


  



  キリスト信徒の中には天来の生命がある。この生命は困難にあえばあうほど発揮するところのものである。「イスラエルの人々は、苦しむるにしたがいて増しふえたれば、みなこれを恐れたり」（出エジプト一・一二）。かく神の祝福は迫害の時に、いよいよ現われるところのものである。教会歴史を見るに、すべて迫害時代においては、ますます信徒がふえるようになっている。ただ数においてはたくさんであるのみならず、火のごとき苦しみを受けた信者であるから、その質においても立派である。神は日本を教化するために、何かの方法によって信者を鍛練なしたもうことと信ずるものである。われらは主の栄光のために迫害を歓迎するものである。これにより有名無実の信者は淘汰され、日本国民の大多数はキリスト教の真価を認めるようになるものである。（八月二五日）


  



  人は人


  



  人は人、自分は自分である。愛の関係においてをや。あるいはまた徳を建てるなどのことにおいては、人はどうでもよいということは決して言われないが、主に従い十字架を負うことについては、人は人、自分は自分で、他人はどうでもこれに頓着せず、自分は忠実に主に仕えねばならない。あの人よりも自分が多くの重荷を負うている、この人よりも自分が苦しい立場にいるなどと、人との比較をとると、決心が鈍るか、さもなくば高慢に陥る。ペテロが主より将来十字架の死を受けて、神をあがめるようになることを聞くやいなや、そばにいたヨハネをかえりみて、「主よ、この人いかに」と言ったが、主は「なんじに何のかかわりあらんや。なんじはわれに従え」と仰せられた（ヨハネ二一・二二）。主に従うことは、主と自分との個人的関係である。神は十人十色、めいめいに応じて異なった仕方によって人を扱いたもうのである。人めいめい負うべき十字架を異にし、働きにおいてもその賜物を異にしている。われらは人に頓着せず、「日々おのが十字架」を負うて、忠実に働けばそれでよい。（九月一〇日）


  



  自殺は罪なり


  



  近ごろ信仰に入りしある人、汽車の中の人もしげきところで、記者に面会し、談話中問うて言う。

  　「自殺は罪ですね」

  　「そうです」

  　「それじゃ、あの人も罪人ですね」

  　「実にそうです」

  近ごろ堂々たるキリスト信者の中に、世間の反対を恐れて、乃木大将の死についていいかげんなことを言って調子を合わせている者があるが、嘆くべきことである。人々の感情が高まっている時に、何も反対説を言い立てて騒がす必要もないが、理非曲直は明白にしておくべきである。神のみことばより言えば、大西郷の内乱も、乃木大将の自殺もみな罪である。少しも行為そのものはほむべきものではない。「もし人神の宮をこぼたば、神彼をこぼたん。そは神の宮はきよきものなればなり。この宮はすなわちなんじらなり」（一コリント三・一七）。


  予が自殺に反対する理由は、殺すなかれとの戒めよりも、むしろこのみことばである。殺すなかれとは人殺しである。欧米人はこのみことばをあまり応用しすぎる。新渡戸博士は、聖書には自殺を禁じてないと言われたが、神の宮云々を見のがしたのであると思う。かく明白である以上は、大いに自殺に反対すべきである。ただに瞬間的自殺に反対するのみならず、漸次的自殺、すなわち不養生のため自分の体をだんだん弱めているようなことにも反対すべきである。よみがえりのあかつきにわかるだろうが、死亡者の大多数はこの漸次的自殺者である。ああ大いに注意すべきである。（一〇月一〇日）


  



  無教会か無教派か


  



  教会は教会、教派は教派である。教会と名のっている教派がある。しかし教派は教会ではない。教会は神のものである。教派は便宜上人間が立てたものである。教派は必ずしも悪動機より起こるものではない。その中には聖霊の指導のもとに起こったものもある。教派には幣害があることもある。その幣害があるために、無教派をとなえる人に対して、われらはことごとく反対しない。しかしそれが極端に走り、無教会主義をとなえ、伝道界の無政府主義をとなえる者には、われらは極力反対するものである。主は聖徒の孤立を許したまわない。相交わり、一つになることを命じたもうた。この交わりに入るには必ずしも何々教会ととなうる教派に属する必要あるとは言わない。ただ主の名によって相集まるところに、主を中心として集まるべきものである。この意味において、主があがめられる教会なれば、いかなる教会にてもよし、そこに出席すべきである。されば必要の場合には無教派を叫んでも、けっして無教会を口にすべきものではない。「教会は彼のからだにして、彼はそのはじめなり」（コロサイ一・一八）。


  



  横道の宗教


  



  シオンの大路を歩むわれらは、横道に入らぬよう注意すべきである。四、五世紀ごろにある神学者らが、針の先に天使が幾人とまりうるやを議論したとあるが、これは横道である。教会問題、安息日問題、対外国人問題、服装問題、その他直接救霊に関係なき問題につきて、力こぶを入れているのはそもそも本心を誤ったものである。「愚かなると無学なる弁論を避くべし」（二テモテ二・二三）とは、これを戒めたのである。もしわれらは主をあがめて聖書を熟読し、聖霊をあがめているならば、けっして横道に踏み込むものではない。（一一月一〇日）


  



  信仰の突飛的行動


  



  今はあまりに常識呼ばわりをするために、信仰一点ばりで通す人が少なくなったことは嘆くべきである。それは無常識のやり方である。一言いわれると、ちょっと遠慮する風がある。されば信仰界に斬新なことも起こらず、神の著しい栄光も現われず、きわめて平凡である。「信仰によりてアブラハムはその受け継ぐべき地に行けとの命をこうむり、これに従い、その行くところを知らずにいでたり」（へブル一一・八）。かかる行為は常識より論ずれば無謀である。しかし由来信仰なるものは、かかる突飛的のものである。すべての人を偽りとするも、神をまこととする無法のものである。信仰は無遠慮のもの、冒険的のもの、死にものぐるいのもの、超常識的のものと心得べきである。この筆法でいくならば、図抜けて偉い信仰家、学者も持てあますような熱心家、または「世は彼らをおくに堪えず」とあるごとき証人が起こるに相違ない。しかし注意すべきはかかる信仰の根拠である。いっぺんの感情やとっさの印象ではいけない。万来不易のみことばを土台としたものでなければならぬ。ああ、かかる盲信家がますます多く起こらんことを祈るものである。


  



  聖潔伝道の障害


  



  聖潔を宣伝する者に反対する側の方を見るならば、この障害となるものはたくさんである。その障害を除く前に、まず自分の側にある障害を除くことに努めなければならない。それにも種々あるが、一つは先方を裁くことである。「なんじなんぞその兄弟をさばきするや、なんぞその兄弟を軽んずるや」（ロマ一四・一〇）。たとい先方は恵みに浅くとも、眼下に見おろすべきものではない。静かに愛をもって伝道すべきである。これキリストのからだなる教会が成立せんがためである。聖潔の必要を知らしめるために、その中にある罪と汚れを指摘しなければならぬ。しかし破壊的態度でなく建設的態度をもってすべきである。とかく聖潔は恵みでなく律法になりたがるものである。われらの説くところの聖潔は、律法的傾向を持たぬように注意すべきである。この光によって進むならば、聖潔について勝利を得るようになるのである。（一二月一〇日）


  



  直訳的伝道法


  



  現今わが国に行なわれておる伝道法は、みな欧米の模倣である。日本的ととなえる人々のそれさえ西洋風である。さればなんとなくもの足らない心地がする。救霊事業が遅々としてふるわない原因は、伝道者自身が何を伝うべきかを知らぬ点でもあるが、いかに伝うべきかを知らぬためでもある。聖霊に満たされるならば、それでよいと言えばそれまでであるが、「知恵ある者は人を捕う」（蔵言一一・三〇）とあるから、知恵が必要である。この知恵がないために、いかに熱心に伝道しても、わが国民の実際生活に触れていないようである。説教のしぶり、教会の建築、集会の仕方など、すべて直訳的であって、いかにも難渋である。一口に言えば、多数の人は宗教らしいと見てとらぬのである。ありがたい神を信ずる宗旨であると思っていないのである。さればこの点につき、神の御指導のもとに、伝道法の大改革をなすべきである。主は近き将来において、新しき道を示したもうことと信ずるものである。


  



  魔術


  



  近来流行するところの催眠術、精神的治療、またはある腹式呼吸などは、聖書で固く禁じている魔術のたぐいである。これらは何も新しきものではない。昔のエジプトなどに盛んに行なわれたものである。悪魔をば「神の真似をする猿」と言うが、かの魔術師もキリストの奇跡ぐらいは自分らでもできるごとくに言いふらし、自分らを高めるか、キリストを低めるか、どの道にせキリストの先駆者のごときことをやっている。されば神は「なんじらのうらない師、なんじらの夢見る者、なんじらの法術士、なんじらの魔法士に聞くなかれ」（エレミヤ二七・九）と告げたもうた。また「魔術をなす者は……火と硫黄の燃ゆる池にてその報いを受くべし」（黙示録二一・八）とある。さればかかることは絶対に禁ずべきである。（一二月二五日）


  



  一九一三年（大正二年）


  



  今年の異端


  



  われらは預言者でないけれども、時の傾向またはしるしにより見るに、今年の悪魔はいかなる異端を流布して、神の民を惑わさんとするかが幾分かわかるのである。「御霊明らかに言う。のちに至らば、ある人信仰の道より離れて、人をまどわす霊と悪鬼の教えに心を寄せん」（一テモテ四・一）。


  その一つは無地獄説である。神は愛であるから決して人間を滅ぼさない。もし一時懲らしめても、愛の神であるから、ついに救うとか、消えてなくなり無感覚になるとか申すのである。また諸教会が一つになるという美名のもとに、悪魔は「善をかりて偽りを言い」、かくして清濁を合わせて一つとなし、キリスト教を不得要領のものとしてしまう。ユニテリアンが統一教会という名で現われたのは注意すべき点である。また他宗に対しては寛容であるべきをもってし、信者、伝道者を意気地のないものにするかもしれない。これらの異端邪説は、近来世界を通じて行なわれている。さればわれらはこれらを破るには、聖書と実体験に照らし、聖霊に満たされて証しすべきである。「愛する者よ、すべての霊を信ずるなかれ。その霊神よりいずるやいなを試むべし」（一ヨハネ四・一）。（一月七日）


  



  少数党の勝利


  



  「小さき群れよ、恐るるなかれ。なんじらの父は喜びて、国をなんじらに与えたまわん」（ルカ一二・三二）。


  当時における小さき群れは主の弟子らで、数においては実にわずかであった。しかし万軍の主は彼らの後ろ盾であったから、彼らによって福音は全世界に伝わるようになった。昔より今に至るまで、神の側に立つ少数党は、世の側に立つ多数党より勝利を得ている。カナンを探偵せし十二人中の十人は、信仰よりも物質的勢力を重んじ、統計的実力を重んぜしため、カナン征服不可能説をとなえ、ついにイスラエル人を砂漠に葬むらねばならぬことになった。しかし少数党なるカレブとヨシュアは断乎として神を信じ迫害を意としなかった。されば彼らは約束の地に入ることができた。また神のみを頼りとしたるギデオンの三百人は、十三万五千人のミデアン人を皆殺しにした。また神の人エリヤは偶像教の神官僧侶八百五十人と、祈りの力比べをしてこれに勝った。これらは日本に散在せる少数の純福音宣伝者にとりて大いなる鏡である。六千万の生霊にいかにして福音を伝うべきか。人数や金高より割り出すならば、実に心細きことである。しかし百二十人を用いて、一日に三千人を救いたまいし聖霊が共にいましたもうことを信ずるならば、最後の勝利はわれらのものであることを知ることができる。（一月一六日）


  



  悪魔の狡猾手段


  



  悪魔は過去六千年間人類をだますことのみ熱心にやって来たから、なかなか巧みである。われらは彼のはかりごとを熟知していなければ、思わざる不覚をとることがある。彼は未信者には未信者のごとく、信者には信者のごとくその詭計を用いるのである。彼は光の使いのごとく変ずるとはこのことである。目下われらは油断しあたわざる一事に遭遇している。すなわち彼は一種の美名のもとに、偶像を拝ませんと努めていることである。便宜上または統一上、どんなに都合がよくとも偶像を拝してはならぬ。よし祭られている者は英雄でも偉人でも、天下国家に功労ある人でも、神とし、または神らしく祭っているならば拝んではならない。「わが愛する者よ、偶像を拝するわざを避くべし」（一コリント一〇・一四）。偶像を拝するそのことだけのもので深い意味もないようであるけれども、おぼえず知らず悪鬼を拝していることに気付かねばならない。「われ言わん。異邦人のささぐるものは神にささぐるにあらず。悪鬼にささぐるなり」（同一〇・二〇）。偶像の後ろにいる魔物に気付くならば、いかなることであっても偶像より遠ざかるべきものである。この他の悪魔は種々の方法手段をもって神の民を惑わし、神を信ずる信仰を薄らがらせ、巧みに自分を拝ませているのである。教育事業だの、社会事業だの、政治運動だの、または何々の研究などという、直接救霊に関係のないことに力こぶを入れるキリスト教伝道者の多くが、俗化したり堕落したりするのは、みなこの悪魔の手段に陥るので、実に恐るべきことである。（一月三〇日）


  



  六千万人をいかんせん


  



  わが国民の大多数は、開教五十年後の今日においても、いまだ福音の恩沢に浴していない。これを思う時には寝ても寝つかれない。新教徒はわずかに一万人足らず、ひとりに六千人の未信者を相手にしなければならぬ勘定である。人口は一年に五十万もふえる。しかし一年間の受洗者はその百分の一にも満たない。全教会の信者がことごとくきよめられ満たされるまで、未信者伝道を控えようか。いないな、そんな迂遠なことをしているうちに、大多数は永遠に滅んでしまう。教育や矯風事業に従事して、間接に勢力を拡張し、次の時代の人を教化する根拠をつくろうか。いないな、主の再臨の間近き頃に、そんな呑気なことをしておられない。しからばいかにすべきか。「なんじらのひとりは千人を追うことをえん。そはなんじらの神エホバ、なんじらにのたまいしごとく、自らなんじらのために戦いたまえばなり」（ヨシュア二三・一〇）。秘密はそれである。伝道の精神に燃えたる各自は多数を恐れず、万軍の主によって手当たり次第伝道すべきである。されば近き将来においては、凱歌を奏することができると信ずるものである。


  



  腐敗せるキリスト者


  



  われらは今日に至るまで、絶えず教会内の異端と俗化と戦い、キリスト者の風儀についてきびしく論じ来たりしものである。それがために諸教会から撹乱者をもって目されておった。しかるにいよいよ悪風が伝播するので、その害毒を自覚せる者がポツポツ起こるようになった。その腐敗の一斑と言うならば、喫煙飲酒のごときは平気でやっている。はなはだしきに至っては、蓄妾している者があっても献金額が多いため、地位が高き人であるため、教会としてずいぶん下等なことをやっているところがある。たとえば婦人会の名で演芸会を開き、芸妓の手踊りなどをやる者あり、また牧師が年会に出る費用を得るため、講談師を招いて木戸銭を取ったりする者がある。これは他の教会のことであるから、いらざるせわをやくな、自分の教会さえよければよいではないかと言えばそれまでであるが、いやしくもキリストの花嫁なる全教会を思うならば、黙しておられぬのである。こんなことでは日本を救うどころか、自分らの救いさえおぼつかないのである。「彼らわがきよき名を汚せり。……われわがきよき名を惜しめり。……わが国々の民の中に汚されたるわが大いなる名、すなわちなんじらが彼らの中にありて汚したるところの者をきよくせん」（エゼキエル三六・二〇、二一、二三）。かかる聖潔が教会内に起こるよう祈るべきである。実に血と火の聖潔のリバイバルが起こらなければ、教会はますます腐敗するのみである。


  



  聖書風と西洋風


  



  キリスト教の伝播と共に、いらざる西洋風まで輸入して来た。これ大いに排斥すべきである。信者になると妻君の鼻息が強くなり、お手伝いまで権幕が恐ろしくなる傾向がある。信者の家においては、ルツ記は愛読されねばならぬ。「妻はすべてのこと夫に従うべし」（エペソ五・二四）との命令は、文字どおり実行されねばならぬ。「新しき婦人」などと呼ばれるこの時代であるから、信者なる姉妹らは聖書的婦人の真価を発揮し、嫁として、妻として、母として、神の栄光を現わすようにしなければならぬ。（三月一三日）


  



  いわゆる宗教運動


  



  近ごろ、さまざまの宗教運動なるものが起こり始めた。信者および教役者が、いちいちこれらに関係しているならば、忙殺されてしまうようである。これらは正しき動機よりきたり、正しき方法によって神をあがめることならば、われらは喜んで賛成するものである。しかし主の御目的なる救霊以外のことに走らぬよう心がくべきである。これらの運動中にてずいぶん乱暴なものがある。わが国の国情をも信者の実力をもわきまえず、大仕掛けの米国流でどしどしやらんとするようなこともある。遠来の宗教家の交わりの点において大いに歓迎せねばならぬ。しかしその説または方法に、いちいち従わねばならぬことはない。交通の便がよくなったから、観光がてら種々の人が来る。幾人でも来るがよい。けれどもわれらとしては、かの人々の宗教運動なるものには非常の警戒をしなければならぬ。誤解せられては困る。われわれは排外主義でないから。ただ憂うるところは、かかる運動によって世俗的となり、バベル塔式になり、白き墓主義になるからである。


  とかく日本人は創作的才能に乏しく、万事模倣的である。キリスト教界もまた直訳的でまねごとのみを行なっている。これではいけない。聖霊の御導きのもとに、人々を罪より救うことにのみに勢力を集中して、余事に関係せぬようにしなければならぬ。（四月一〇日）


  



  伝道不振の原因


  



  田は色づいて収穫時となっているけれども、伝道界は依然として不振の状態である。ある者はその原因を外部の圧迫冷淡に帰している。「今の世は悪し」。これは昔も今も変わらない。けっして現代の日本のみではない。かかる原因が除去せられるのを待っていては、何年たってもだめである。「この世とその欲とは過ぐるもの」（一ヨハネ二・一七）である。しかし今の世が終わりに至らぬうちに伝道せんとして苦心するのである。ある者はこの定住地のがんこ、または道徳の腐敗をもってその原因としているが、かかることはパウロが、「その町こぞりて偶像に仕うるを見て、いたく心を痛めたり」（使徒一七・一六）とあるごとく、伝道者の心を振起せしめはすれ、けっして不振の原因となるものではない。ある者は金の不足であるとしている。金がなければ不如意である。しかし不振の原因ではない。パウロは天幕を造りつつ盛んに伝道した。あれやこれやを言うけれど、みな枝葉で、不振の原因として認むべきものではない。要するにその原因は外部にあらずして、伝道者および信者にあると思う。信仰から言えば、世間の宗教や修養法以上のものをもっておらぬからである。されば社会を指導しえないで雷同し、先手を打たずに後手を打っているのである。霊性から言えば全ききよめを味わうておらぬから、世のいわゆる道徳家と甲乙のないような、むしろある点においては劣ってはいるから、世人は少しも注意しないのである。まれにあると思って見れば、従来他宗を熱心に信仰しておったものでなく、無信心者か、さもなくば珍しいものずきの青年である。このありさまでは確実の占領はおぼつかない。どうしても不振の原因は各自の心中にあるから、これを聖霊の火にて焼ききよめ、全き愛にて満たされなければならぬ。「幼な子よ。なんじらは神よりいで、また彼らに勝つことをえたり。そはなんじらのうちにおるものは、世のうちにおる者よりも大いなるによりてなり」（一ヨハネ四・四）。この御方が心中に宿っているならば、外部にいかなるものがあっても、勝利をえることができる。いまはリバイバルが各自の心中に起こらねばならぬ時である。


  



  大いに軍備を拡張すべし


  



  魂は日々に滅んでいる。神の子らは光のよろいをまとって奮起すべき時である。この聖戦に当たるところの伝道者となるに、二つの道がある。世の兵士のごとく徴集せられるものと、志願するものと二つである。主の方からわれに従えと仰せられることもあり、人の方からわれ従わんと申し出ることもある（ルカ九・五七、五九）。十字の軍に加わることは信者の光栄である。されば志ある者は却下せられることを念頭におかず、願い出るがよい。いまや東洋宣教会は大発展をなさんとて、大いにこの種の人を募集している。しかし断じて、雇い兵は採用しない。真の報酬は主の再臨の時にある。（五月一日）


  



  革命日


  



  ペンテコステの日は使徒らにとりて、大革命の時であった。彼らの古き人は死刑に処せられて、全然聖霊に占領せられた記念の日となった。その革命は「信仰をもてその心をきよめ」（使徒一五・九）とあるごとく、うわべでなく内部のものであった。「甘きぶどう酒に満たされたる者」（同二・一三）と人々に言われたごとく、彼らは天来の霊力に満たされたのである。この日には霊と肉との間に、はっきり線が引かれた。爾来主の民はみなこの革命にあわなければ、聖徒たるの資格がない者となったのである。ペンテコステの火のバプテスマのみが、信者を肉の思いからきよめるものである。この火を受けたものでなければ力がない。この革命の火を通った者でなければ、霊界にあって活動することができない。血と火の革命旗がひるがえるところにのみ、勝利を見ることができる。ああ、ペンテコステの革命、これはわが国の諸教会にとって実に必要なところのものである。（五月八日）


  



  根気強き伝道者


  



  植民事業は立ち回りの敏捷なフランス人には失敗で、ねばり気の強いイギリス人には成功である。伝道もかくのごとくで、才子肌の人よりも、呑気で根気強い者が成功するものである。あたかも魚釣りのごとくである。釣れないからとてあまりたびたび場所を変える者は、一尾も釣りえぬようなことがある。「風をうかがう者は種蒔くことをえず。雲を望む者は刈ることをえず」（伝道の書一一・四）。境遇や事情に頓着しすぎると、何をもなすことができない。「なんじあしたに種を蒔け。夕べにも手をやすむるなかれ」（同一一・六）。かくする人はついに勝利をえる人である。「なんじ道を宣べ伝うべし。時をうるも時をえざるも、励みてこれを努むべし」（二テモテ四・二）。


  



  牧師と教会員


  



  牧師は先達である。その羊をば緑の野、またいこいのみぎわに伴うべきである。牧師は幇間（たいこもち）ではない。お座敷持ちではない。権威と愛をもって、信者を導く大責任あるものである。金や情実のために動いてはならない。神に代わってそのみこころを伝える預言者であらねばならぬ。信者はよろしく左のみことばを服用すべきである。


  「なんじらを導く者に従いて服すべし。彼らはおのがことを神の前に訴うべき者なるがゆえに、なんじらのたましいのために守ることをすればなり。彼らを嘆かせず、喜びて守ることをなさしむべし。しからざればなんじらに益なし」（へブル一三・一七）。牧師と信者の間に愛のつなぎがないならば、とても円満に保てるものではない。（五月一五日）


  



  ふたたびくせ直しについて


  



  本紙三四九号に載せたくせ直しという記事につき、愛読者某氏より左の質問を送られたから、いちいち左に答弁するを喜ぶものである。かく本紙の論説を熱心に読まれる人があるのは、記者にとって大いなる励みとなるところのものである。


  一、飲食衣服に関するくせとは、衣食に対する好悪の念、すなわち好き嫌いを去れとのことですか。美味美服を求める等の意に解してよろしいでしょうか。


  救われ、またきよめられた者の唯一の目的は神の栄光を現わすのであるから、御言葉にあるごとく、「さればなんじら食らうにも飲むにも、何ごとを行なうにも、すべて神の栄えを現わすように行なうべし」（一コリント一〇・三一）との命令に従うべきである。また「衣食あらばこれをもて足れりとすべし」（一テモテ六・八）とある。少しにても自分をよく見てもらうとの心から着飾ること、また必要以外に飲食し、そのほか好き嫌いのはなはだしい人は、恵みに入らぬ人か、それとも恵みに浅い人である。ここに注意することは、われらは「さわるなかれ、ふるるなかれ」（コロサイ二・二一）との律法の下にないことである。要は神がご覧になっても恥ずかしくないなら、何を食べても何を着てもよいのである。


  二、遊戯に関するくせとは、一切の遊戯を捨てて、神以外に楽しみをとるなという意でしょうか。（謡曲のごときものはどうでしょうか）。


  遊戯も前述のように、必要以外になすべきものではない。体育のためならばある程度、道楽にならぬ範囲においてなすべきである。しかし常に聖霊をあがめていなければ、いつのまにかこれに耽るものであるから注意すべきである。謡曲のごときは多くは仏教に関することであるから、聖徒としては歌うべきものではない。「互いに詩と歌と霊に感じて作れる賦とをもって語り合い、また歌いてなんじらの心に主を賛美すべし」（エペソ五・一九）。謡曲の曲が悪いのでないから、その曲によって主を賛美する文句を作って歌うのがよいと思う。かつて記者は浪花節、または薩摩琵琶を着用してはどうかと言ったのはこの意味である。主をあがめぬ一切のものを捨てる覚悟をもっておるならば、間違いが起こらぬものである。


  三、同志中に新聞雑誌等、多種多読のくせがある者がある。信仰上さわりなきものでしょうか。


  大いに妨げとなるものである。乱読の結果、知らず知らず思想の混濁を来たし、挽回することのできない悲境に陥った者が幾人もある。「なんじら慎むべし。おそらくはキリストに従わず、人の伝えと世の小学に従い、空言なる理学をもってなんじらの心を奪わん」（コロサイ二・八）。これもやはり必要なるもののみにとめておくがよい。乱読の人は聖書を愛読すること、祈祷をすることを、おっくうに思う傾向がある。されば聖徒たる者は断じてなすべきものでない。ある人は日常の新聞さえも読まぬのは、これがためである。


  とかく神以外のものは何ごとにても、うっかりしていると偶像になる傾向があるから、大いに警戒しなければならぬ。されば極端に申すようであるが、諸芸諸知識に達し、飽食暖衣して地獄に行くよりは、無芸無能、貧乏で天国に入るほうがましである。この真意がわかる人は、救いの邪魔になるもの、恵みの成長の妨げとなる一切のものを排斥するのは当然である。（六月二十二日）


  



  一九一四年（大正三年）


  



  煙の宗教


  



  「われ上なる天に不思議を現わし、下なる地にしるしを現わさん。すなわち血あり、火あり、煙あるべし」（使徒行伝二・一九）。


  現代におけるキリスト教会の奇跡は、血によって現わされた新生のわざである。また火によって現わされた聖潔のバプテスマである。血と火のあるところには救わるる者、きよめらるる者が必ずある。血と火のない教会は生きておらぬものである。しかしこの末の日に要するものは煙の宗教である。火のあるところには必ず煙がある。これは宗教の天的示威運動である。聖書にはこれを「雲のバプテスマ」（一コリント一〇・二）と言っている。ストーブやかまどの下に燃えている火にはだれも驚かない。しかし一時に数千の人を騒がすものは火災の煙でないか。いまは煙が必要である。これは統一の煙である。イスラエル人はこの煙の中にみな集まった。すなわち雲の柱である。ばらばらになっている信者や教派も、この種の雲の柱があれば文句言わずに集まるに相違ない。この煙は何であるか。これは大リバイバルである。この煙は祈りの集団である。「香りの煙、聖徒の祈りにそいて天の使いの手より神の前に昇れり」（黙示録八・四）。祈りが満ちなければリバイバルは決して起こらない。これはまた神の力である。「神の栄えと力よりいずる煙宮に満ちたり」（同一五・八）。この煙はいまは恵みの煙、栄えの煙である。しかしこの恵みを軽視する者にとりてはやがて怒りの煙となりて現わるるのである。「いかなればなんじの牧の羊に御怒りの煙あがれるや」（詩篇七四・一）。さればこの怒りの煙あがらぬうちに多くの人々に神の道を宣べ伝えねばならぬ。主よ、栄えの煙を盛んになしたまえ。（一月一五日）


  



  証人の特色


  



  「聖霊なんじらに臨むによりてのち、なんじら力を受け……地の果てにまでわが証し人となるべし」（使徒行伝一・八）


  第一、証人は救われたる信者でなければならぬ。未信者や新生の実験なき者は証人となる権利を持っているものでない。第二、証人となるべしとの命令を直接神より受けたる者でなければならぬ。金のために証しする者は雇い人である。第三、証人は聖霊を受けておらねばならぬ。神学を学んでも、金があっても、地位が高くても、証しができるものでない。伝道は正直なるものである。聖霊に満たされておらなければ、その品性また行動において聖潔が現われていないなら、かえって証しを消すようなことになるのである。第四、証人は神の力を受けているものである。聖霊を受けている者は必ず大胆であり、人を説破し、ひきつくる力がなければならぬ。これは全き愛である。愛は力である。愛に敵するものはない。第五、証人の教区は全世界である。事情や人情に制限せられていては証人になれるものではない。自国だの、自分の教派だの、同族だのというものに自由を束縛せられては証しは思う存分できるものでない。第六、証人は殉教者である。この二つのものは同意である。証しするにいろいろの方法がある。しかし最善の道はいのちを捨て、証しすることである。いのちを賭して証しする者が起こるなれば、至るところにリバイバルが起こり、たましいは救われ、きよめらるるのである。前述の力は爆裂弾である。爆裂弾を投ずる者は、おのが身をそれがために砕く覚悟でやらねばならぬ。ああ、願うところは、この爆裂弾の爆発はいよいよ大いになり、天下騒然たるありさまとならんことである。（一一月十九日）


  



  一九一六年（大正五年）


  



  教役者の待遇


  



  教役者は公衆のしもべである。しかし彼らによりて救われたる信者は、これに対して敬意を払い、その乏しきところを補うべき責任がある。聖書には教役者を、「重んずべし」（一コリント一六・一八）、「尊ぶべし」（ピリピ二・二九）、「かえりみ……愛すべし」（一テサロニケ五・一三）、「思え……、服すべし」（へブル一三・七、一七）とある。かかる態度は教役者から信者に要求してもまずい。教役者はあくまで謙遜であらねばならぬ。しかし信者としては、御言葉の光によりてこの命令に服すべきである。近来はとにかく教役者を月給で雇うておくように思う者があり、何かと批評の的にする風があるのは嘆かわしいことである。教役者は月給の多少によりて動くような風があるから、その間に尊敬もなく親愛の情もなくなるようである。教役者としては、収入のいかんによらず、神を見上げて忠実に働くようになり、信者も教役者に対する態度を改むるなれば、教会はますます繁盛し、神の栄光が現わるることを信ずる。聖潔の教会はよろしくこの善例を示すべきである。（一月二七日）


  



  戦争と教勢


  



  戦争は悪魔のリバイバルである。このたびの戦争で得意になっている者はたくさんあるが、悪魔はそのチャンピオンである。陰府のみはいつもより繁盛していることだろうと思う。これがために打撃を受けている者もたくさんある。その一つは、キリスト教の宣教運動である。全世界の伝道地は少なからず打撃をこうむっている。米国などは、この戦争で莫大な金を儲けているから、米国に関係のある教会は、少しも悪影響を受けておらぬはずであるのに、実際は非常に損害を受けている。その理由はこれである。すなわち「地にては諸国の人悲しみ、海と波との鳴りとどろくによりてうろたえ、人々恐れつつ世界に来たらんとすることを待ち悩むべし」（ルカ二一・二五、二六）とあるごとく、なんとなく恐れているのである。ちょうど乳牛が近所に火事があったり、嵐でも吹いたりする時に恐るるため、普通より乳の出が少ないようなものである。人々はただ戦争、戦争で、朝から晩まで気を奪われ、その他のことに手がつかぬというありさまである。しかしわが国は幸いにして、戦争の渦中から遠ざかっているので、騒ぎが少ないから感謝である。この時こそ聖徒は総がかりで伝道すべきである。諸外国から来る軍資金は欠乏しているが、全能の神を見あげて戦うなれば、勝利をうることは遠き将来のことではない。今のこの時代に日本を教化することができると信ずるものである。私は主の御栄えのために、日本の聖徒に警告することはこれである。戦争のため外国から来る金が少なくなったために、教勢が衰えたとあっては大恥辱である。されば克己奮励して軍資金を神に献じ、いつよりも力を尽くして活動すべきである。（二月二四日）


  



  自給の精神


  



  自給の精神にも種々ある。外国人との関係を断ちたいため、あるいは自分の教会は自給しているぞといばりたいため、あるいは大会などに代表者を出して、発言権や投票権を得たいため、あるいはいかなる風波が起こっても伝道にさしつかえなく、また進んで他にも伝道せんがため自給する者がある。われらはこの最後の動機をもって最も穏当にして聖書的のものであると信ずるのである。動機が正しくなければ、よし自給教会となっても、かえって俗化するのみで、進歩が止まるようになるのである。自給は急ぐべきである。しかし肉の元気で無理にすれば、かえって重荷となるものである。自給教会という名はありながら、何年間も無収でいたり、はなはだしきは教会の維持が困難になって、会堂を抵当にして金を借りているものがある。これは無理自給の結果である。真の自給の精神は、愛魂心であるなれば、十一の献金は無造作に行なわれ、優にすべての費用を支払って他にも及ぼすことができるようになるのである。


  日本にある聖潔の諸教会は、年月がたたないから、自給教会は比較的少ないが、これがために大いに奮起し、信仰によりて自給教会となるよう（一日も早く）努むべきである。（三月九日）


  



  やかましい神社論


  



  この問題はずいぶん注目せられてきた。本紙は思いきり論じあたわざる理由を、読者諸兄姉は推知しおらるることと思う。神社は宗教であるやいなや。言うまでもなく宗教学の上から申せば宗教である。私は左のたとえをもって諸君に私の心情を吐露するものである。


  薬屋や医者の調剤所に単舎利別なる薬がある。それは薬を調合する時に用いるものであって、単に砂糖水である。それを知らないある書生は、医者の書生となり、初めのうちは単舎利別をもって、何か高価の薬でもあるかのように思っていたが、砂糖水であることがわかってから、ないしょで失敬するようになり、主人よりお目玉をちょうだいしたとのことである。単に名ばかり見ると、薬屋でなければ買われぬように思うけれども、その内容さえわかれば、砂糖屋で買うほうが早道である。


  元来宗教であるものを、何かの政策上宗教でないというのは変ではないか。砂糖水を単舎利別と言うのは、医者仲間の通用語で、それは一般に用いる語ではない。また砂糖を好まない人に向かって、それは単舎利別という薬であるから用いよと強いるのもおかしい。


  また下戸も上戸も、単舎利別を用いよと命令するのもおかしい。ちょうど砂糖も塩も政府の専売であるけれども必ずこれを用いよと命令しえざるようなものである。


  この際キリスト信者はあいまいな態度を取るべきでない。ダニエルのごとく、自己の信ずる神のみを拝むべきである。いかなる形式や権威を持って来るにせよ、すべての偶像またそれに類したものを排除すべきである。（三月二三日）


  



  聖徒の世間観


  



  聖書は今の世をば（六千年前、人間が罪を犯してエデンの園より追い出されて以来今日まで、また今後キリストが地上に再臨するまで）、悪しき世と申している。「キリストはわれらの父なる神の旨に従い、今の悪しき世よりわれらを救いいださんとて、われらの罪のためにおのが身を捨てたまえり」（ガラテヤ一・四）。信者が救い出さるるとは、もちろん罪より救い出さるるものであるが、同時に世からも救い出さるるのである。世が恋しいうちは救い出さるるものでない。「われなんじらを世より選びたり」（ヨハネ一五・一九）。新たに生まれた神の子になるは、世にあいそつかさるるのを待つまでもない、自分であいそをつかし、世と離縁せねばならぬ。「われらの国籍は天国にあり」（ピリピ三・二〇）とあるごとく、この罪の世から神の国に移るのが信者になることである。さればある意味においては、世間から非国民視されることを覚悟してかからねばならぬ。そんなことが恐ろしくては今後の勝利はおぼつかない。信者が途中で信仰をやめるのは、はじめ思いきって世と縁を断たないからである。この思いきりがどうしてできるか。聖書によりて、この世はやがて滅亡されるものであると信じなければならぬ。「来たらんとする怒り」（ルカ三・七）とはこれである。


  教会とはなんであるか。その原語の意味は、召し出されたるものということである。すなわち世から呼び出され、選び出されたる者の集合体である。されば教会は聖なるものでなければならぬ。エペソ五・二六、二七の教会は理想的のものである。キリストの大目的は、各国民各種族の中からひとりひとり選び出し、これを教会という新しき団体に属せしむるのである。されば厳密に聖徒を人種別にするなれば、教会という新種族、特別団体であるとするのが当然である。この教会が必要であって世の中に進入するが、世と混合すべき性質のものでない。俗化せる教会、または世と妥協せる教会は、全く教会としての資格あるものではない。


  全くきよめられたる聖徒とは、世を慕う心を全く根から取り去られたる人を言う。世にほめられたいという心が少しでもあるうちはきよめられておるのでない。かかる人はやはり俗物である。「このキリストによりてわれ世に向かえば、世は十字架につけられ、世のわれに向かうもまたしかり」（ガラテヤ六・一四）。世は聖徒にとりては死骸である。死骸を愛する馬鹿者もないはずである。しかし信者中にも往々あるが、あれは世離れがしないからである。


  しからば聖徒は社会に対してどうするか。この世を救うとか、社会を改良するとか途方もないことを言うものではない。聖書をどんなに探しても、この世を救う句など一句もない。


  「われも彼らを世につかわせり」（ヨハネ一七・一八）。かくつかわされたのは証しのためである。その結果によりて彼ら個人の魂が救われんがためである。むしろ「なんじらこのよこしまなる世より救いいだされよ」（使徒二・四〇）と警告のためにつかわされたのである。されば聖徒が世にあるは世のためにはならない。世にとりては害である。さればこそ迫害が起こる。「これによりて世なんじらを憎む」（ヨハネ一五・一九）。もし世に愛せられている聖徒があるなれば、それは変調子の者である。


  「世は彼らをおくに堪えず」（へブル一一・三八）。かくあるは当然である。


  聖徒が堕落するは、多くは世との関係である。「デマスこの世を愛し、われを捨て･･････行けり」（二テモテ四・一〇）。世を愛するとは、必ずしも世の楽しみとか財と限ったものでない。聖書と異なりたる世界観を有し、神の領分にまで足を入れ、現社会を改良して神の国にするなどと思う人は、とかく俗化するもので、これが世を愛することになるのである。おお、聖徒よ、世はつまらぬもの、頼みにならぬものと知り、ただひとりにても多く世人を盗み出して、天国に同伴することを努むべきである。（八月一〇日）


  



  治国平天下の宗教


  



  日本におけるキリスト教教役者の大多数の（いわゆる先輩）は、みなこの国のためにとか、この蒼生をいかんせん、などと考えたところから、宗教の必要を感じて教役者となったので、治国平天下はその題目で、またその動機である。このことを考うるときに、彼らは一種のインスピレーションを受くるのである。されば彼らをして血をわかしむるほどに感ぜしむるものは、国家問題とか民族問題とかである。されば反対者からキリスト教が国家に害あるものだなどと言われると、あたかも敵に中堅でも突かれたように感じて、やっきとなって弁護に努むるのである。あまりに見くびったような言い分であるが、かの人々が少しは活動しているのは、この愛国的熱情があるからである。冷静に聖書の立場から観察すれば、真にお気の毒と申すよりはほかにことばがないのである。「キリストの愛われらを励ませり」（二コリント五・一四）との句は引照するけれども、その愛をいっさいの罪人のために死にしところの愛とは見ずして、かの愛国的気分としてとっておるようである。むべなるかな、日本のキリスト教が俗臭をおびておることは。純キリスト教はかかることから超越して、この世の国も天下も罪の世であると観じ、キリストの血によりて、来たるべき新天地へはいるように人類を導くというところから割り出すのでなければ、とても純粋の伝道動機と申すことはできない。「聖霊なんじらに臨むによりてのち力を受け……わが証人となるべし」（使徒一・八）。この聖霊は天地正大の気でもなく、こう然の気でもなく、キリストの贖罪の血によれる天父が約束せる特種の霊である。


  明治の初代において伝道者となった人は、まちがっていても、この元気があるからいまでも奮闘している。しかし近来の青年伝道者は愛国的の風もなく、さればとて聖書的に満たされておるのでもないから、実にお粗末なものが多く、意気地のないものが多い。いまは日本霊界の危機である。大革新を要する時である。キリストの愛に感じて泣き、聖霊の感動によりて奮起する者が起こるべき時である。


  



  事業を聖別せよ


  



  すぐるころ記者が牧せる教会のある会員が、事業拡張のため若干の金を手にいれた。彼はその封を切らずにまず私のもとに持ち来たり、第一にこれを主にささげて祈りをなし、主より預りしもののごとくしてこれを善用することにした。私は彼の敬虔なる態度に感心した。すべての聖徒はみなかくあるべきである。しかるにある信者は、信仰は信仰、事業は事業と区別しているが、かかることは贖われし民のなすべきことでない。商人であるなれば、売買のかさなる時、農家であるなれば、種蒔き収穫の場合に、牧師を招きて祝福を乞い、また感謝の祈りをささぐべきである。これ事業を聖別する道である。このほか家を建てる時、長旅に出る時に、とくに主の恵みを求むることは当然なすべきことである。かくしてわれらの信仰は教会内のみあるべきでなく、教会の外に日常の生活に現わさるべきものである。「さればなんじら食らうにも飲むにも何事を行なうにも、すべて神の栄えを現わすように行なうべし」（一コリント一〇・三一）（八月二四日）


  



  諸問題を超越せよ


  



  キリスト教は国家問題だの神社問題だのという、この世の問題にひっからまっているべきものでない。それから超越したものである。国家に害があるとか、社会のためにならぬという者があっても、ハハーアン、そうかなア、と無頓着な態度でおるべきである。キリスト教の目的を露骨に言うならば、この罪の世を改良するとか改革するとかいうのでなく、個人としては天国に移住することで、キリストの御再臨の時まではなんと言われてもコツコツ個人のたましいの救いのために働くものである。さればこの世が恋しくなつかしい人は、とうてい神の子、天国の世継ぎとなれるものではない。いっさいの事物に目を閉じて神を望み、キリストが再来して樹立せるところの神の国のみを待ち望むべきである。そこに着眼せぬ宗教はみな俗臭ふんぷんたるものでお話にならない。（九月二一日）


  



  一九一七年（大正六年）


  



  他宗教への敬意


  



  キリスト教以外の宗教は、純キリスト教の立場から見るといかなるものであるか。「愛する者よ、すべての霊を信ずるなかれ。その霊神よりいずるやいなやを試むべし。多くのにせ預言者いでて世に入れり」（一ヨハネ四・一）。されば真理はただ一つで、他はみなにせものであると見るのが適当である。ある教会の監督は、キリスト教でも仏教でも儒教でもよい、これを信ずれば救わるる。つまりはその道の難易の差があるのみであると申している。かかる人はにせ預言者、にせキリストの霊がいかに巧みに働いているかを知らず、登る道は異なれど同じ高嶺に至るものであるとたかをくくっているのである。ゆえに彼らは寛容の徳と称して、神社仏閣に参拝したり、目的が同じであるからととなえて、他宗教に敬意を表し、しかして大いに雅量を示したつもりでいるのである。あにはからんや、彼らは悪魔の詭計に陥っている。他宗教に対して寛宏の態度を示しているうちに、自分の立場が軟化し堕落していることに気づかずにいることは、実に気の毒なことである。われらは同じキリスト教のうちでも悪魔来のものがあると信じている。まして他宗教をや。彼らは世の救済や、人の慰安を説いていても、ひっきょう、念仏でまた一種の狂言である。彼らの誠意なき所作事に敬意を表するは、あたかも義士の夜討ちの物語りを聞いて、ハレルヤを叫ぶようなものである。聖霊に導びかれつつ、仏壇神棚または神社仏閣を見よ。一種の魔気がそこにあることに気づくであろう。「われ言わん、異邦人のささぐるものは神にささぐるにあらず、悪鬼にささぐるなり。われなんじらが悪魔と交わるを好まず」（一コリント一〇・二〇）。されば宗教そのものよりも、うしろにひそんでわざをしている悪魔の存在に目をつけねばならぬ。もしこれがわかったならば、他宗教に対して敬意を払うどころか、全然これを排除することに力を尽くさねばならぬ。（二月八日）


  



  売神罪


  



  世には節操を売る者、信仰を売る者がある。エサウは一飯のために長子のわざを売り（創世記二五・三三）、ユダは金のために主を売った。いまも神を看板に生活している者がある。偶像信者がその神を売って生活していることは当然のことであった。余の言うところはキリスト教会にそれがあることである。神のみわざのために生活することはきよきことである。それは神を売ることではない。しかし神の名を乱用し、信仰を売りものにし、正直なる信者をだまして金を盗んでいる者を売神奴というのである。外国宣教師らのうちにかかる者がある。その宣教地の暗黒面のみを大げさに吹聴して、彼らの好奇心をそそり、金をまきあげんとしているのである。異教国が野蛮国のように、いわゆるキリスト教国に思わしむるのは宣教師が大いにあずかっているのである。彼らの仕打ちが悪いから異邦人の前に神の名が汚されている。世に神をえさにしたり、慈善を食いものにするほど罪なことはない。私はまたもっとも不快なことを見聞きしている。それは在米のある日本人の仕打ちである。彼らは学費などをえるため、自国のボロを外国人の前にさらけだして、自分らが信仰のため迫害せられ、本国にいることができなくて米国に来たなどと並べたて、単純な米国信者らをだまして金を取り上げる。はなはだしきはこれから本国に帰って伝道するからとて旅費をつのり、それを学費に使ったり、あるいは貯蓄している者がある。実に言語同断のことをしている者がある。あとでかの国の聖徒らはあざむかれたることを知り、日本人はみなそうであるかのごとく思い、日本に対する同情をなくしている者さえある。なんと嘆かわしいことではないか。彼らは神の名で詐欺をしているのみならず、自国の体面を汚している者である。日本人のうそつきは欧米人の心霊界でも名高くなっている。いったいなんぴとにせよ、大ぼら吹くのは罪である。「なんじら、ただしかりしかり、いないなと言え。これよりすぐるは悪よりいずるなり」（マタイ五・三七）。私は売国奴が国家から取り去らるるように、売神奴が教界から取り去られんことを祈るものである。（三月一日）


  



  戦後の宗教


  



  このたびの大戦争で各国民はことごとくめざめたと申してもよい。いずれもこうしておられぬことに気づいたと思う。各個人にうぬぼれがあるように、各国民にもうぬぼれがある。正義人道を笠に着たり、科学万能をふりまわしたり、忠君愛国をごじまんにしたり、金のあるのを誇ったり、いろいろの誇りがある。しかしこんどの戦争でこれらは必ずしも頼みになるものでないことがわかったと思う。そこで各自にとりて頼みになるものは、変わらせたまわざる神のみであると自然に悟るようになることと思う。「なんじらもろもろの王よ、さとかれ。地のさばきびとら教えを受けよ（詩篇二・一〇）。神は必ず各国民をさまし、神を信ずる心を起こさせたもうことを信ずる。戦争は悪魔の亡霊である。しかし神は今日までそれを機会となして栄光を現わしたもうたのである。


  昔、ドイツの蛮族どもがローマを征服したが、彼らは反対に福音に征服せられた。米国の南北戦争後、キリスト教は異数の発達をした。日本でも元亀、天正の殺伐時代に天主教が盛んに流行した。歴史は未来の予言者である。この戦後各国に必ずリバイバルが起こるに相違ない。わが国民もお国じまんでいばっておられまい。大覚醒をせなければならぬ時が来ておる。罪のために肉体もたましいも弱りつつある国民は、めざめずば滅亡するのみである。戦後の準備としては受けた傷をいやすことも急務であるが、たましいの覚醒は何よりも急務である。これにまっさきに着目する国民も個人も必ず進歩するに相違ない。これに着目するの遅速によりて優劣が定まるのである。（五月一七日）


  



  一九一八年（大正七年）


  



  キリスト教から出た仏教


  



  仏教を大別すれば、小乗仏教と大乗仏教の二つとなる。小乗は釈迦の説いたものであると言っているが、大乗非仏説は昔から言い伝えられたものである。仏説でないはずである。あれはもともとキリスト教から出たものである。本来の仏教は無神論である。大乗仏教になってから有神的になってきた。それもそのはずである。あれは使徒トマスが印度にキリスト教を伝えてからのちにできたものである。あの菩薩といわれた馬鳴でも竜樹でも、紀元一世紀後の人々である。しかもトマスが伝道した印度の西北に生まれた人である。大乗起信論も阿弥陀経も法華経も一世紀以後の作である。すなわちキリスト教が破竹の勢いをもって印度に伝わってから以後のものである。仏教家はあの人々もこれらの経文も一世紀少し前であると力説するけれども、欧州の学者はこれに同意しない。みなキリスト教が起こってから以後のものであると確信している。ことに仏教の真髄ともいうべき法華経のごときは、ことばこそ仏語であれ、その思想はキリスト教から脱化したるものであることが争うべからざる事実である。寂滅を説く初代仏教から生命や光明を説く法華経のごときものが生まれ出るものではない。紀元一世紀以後に、突然あんなものが飛び出したことについては、何かに刺激せられ、何かを注入せられたに違いない。これが新来のキリスト教であった。もちろんこれには仏教従来の臭味がある。また塵挨もかかっている。しかしこれを取り去り、これを洗って見れば、現われ出るものは初代キリスト教のおもかげである。ことに日本仏教は大乗仏教であるから、それを見ることができる。比較宗教学上類似の点がたくさんあることは、なんぴとしも承知している。われらは類似の点があるから起こりは同一であるとは言わない。大和民族とイスラエル人と歴史的に関係あるゆえをもって神道とユダヤ教と似ている意味において、キリスト教と仏教がよってきたるところが同じであるというものである。欧米にキリスト教の衣を着たる異教があるように、東洋には仏教の衣を着たるキリスト教がある。天主教にギリシャ、ローマに行なわれたる偶像教のにおいがついているように、日本のある仏教にはキリスト教が混入している。ことに僧の空海（弘法大師）らが唐に渡って当時流行しておった景教ととなえられたるキリスト教を研究して来てから、大いにキリスト教が日本の仏教に混じって、本家本元の印度にある仏教とは似ても似つかぬものになってしまった。またあの蓮華は本来仏教のものではない。あれはエジプトから来たもので、復生を表わしたものである。本来キリスト教のものであったものを、仏教が横取りしたのである。また阿弥陀とは、阿と弥と陀で無量寿であるといっているが、あれはスリヤ語のアミダであって、立つという意味であり、洗礼ということばである。アミダからアーメンなる語ができたのだ。されば阿弥陀とはアーメンの仏である。


  かく言うと、ある人はそれではキリスト教でなくとも、従来の仏教でもよいではないかというかもしれない。仏教はキリスト教の陰である。いつまで陰を追うたとて本物をつかめるものでない。本物はキリスト教である。仏教はにせ紙幣である。されば真紙幣と似ているはずである。にせとわかったら、これを捨て本札を取るべきである。キリスト教は真紙幣である。それでなくては天国まで適用しない。「われは律法と預言者を捨つるために来たれりと思うなかれ。われ来たりてこれを捨つるにあらず、成就せんためなり」（マタイ五・一七）。これはある意味において、他宗教にもあてはめることができる。真に救いを求めて仏教などを信仰している人は、キリスト教に改宗しなければとうてい本当の安心をうることができない。さればわれらは「このほか別に救いあることなし」（使徒四・一二）と絶叫するのである。（三月二一日）


  



  臭気のある信仰者


  



  「彼は、はや臭し」（ヨハネ一一・三九）


  臭いものは四日間墓中にいたラザロのみでない。信者中に臭い者はたくさんある。酒臭い信者、たばこ臭い信者、おしろい臭い信者、肉のにおいのする信者などがある。あれはみな復活の恵みにあずからないからである。「ゆえにわれらその死に合うバプテスマによりて、彼とともに葬むらるるは、キリスト父の栄えによりて死よりよみがえされしごとく、われらも新しきいのちに歩むべきためなり」（ロマ六・四）。新たに生まれていない信者を信者らしくふるまわしむるは、山猿を舞台に立たしむるようなものである。真に救われきよめられたる者には、こんな臭気があるべきではない。よし、もしなにかのにおいがあるとすれば「彼を知るのにおい」（二コリント二・一四）である。「救わるる者についても滅ぶる者についても、われら神のためにはキリストのこうばしきにおいなり」（一五節）。ホーリネスの教会には臭気のある信者は大禁物である。なんらかの方法をもって隔離するか、さもなくば全き悔い改めに導き、面目を一新したる信者となすべきである。（三月二八日）


  



  諸教会の弱点


  



  近ごろ、名士と会見した時にその人のいわく、諸教会では「東洋宣教会が成功するのは諸教会が説かざる聖潔だの再臨だのを説きだして、諸教会が説かざるのに乗じてその弱点につけ込み、諸教会の信者を盗むのである」と評していると。これは実に味わうべきことばである。諸教会が聖書を土台としておるなれば、純福音を説くべきはずではないか。説かずにいるのは自己を侮辱しているのである。しかるに、われらは説いたからとてわれらを目して弱点につけ込んだとはなにごとであるか。われらは宗教界の火事場泥棒ではない。正々堂々、昔ながらの聖書的キリスト教を真正面から説いておるのである。再臨や聖潔を説かずにいたのが自己の弱点であると気づいたならば、どしどし説けばよいではないか。新店の繁盛をねたむ固ろう商人のごとき気分はまことによろしくない。


  ここに一言弁解すべきは、他教会の信者を盗むという一事である。取る者よりも取られるほうがどうかしていると世間が見ておるだろうが、東洋宣教会員の大多数は、はえ抜きの者であることは、少しく内情を知っている者は熟知のことである。しかし男らしく言明しておく。今後われらは他教会の中に切り込んでいく。もしその教会が純福音に反対し、その信者を迫害するようなことがあれば、われらはなんらかの方法をもって、その人々を保護していく覚悟である。われらの究極の目的は、人々をしてキリストに結びつけしむることである。これがためには泥棒の名も甘受する。（一〇月三日）


  



  日本におけるキリスト再臨の信仰


  



  わが国において、再臨を説き始めたのは明治二十年ごろであるとおぼゆる。ブラックストン氏の「イエスは来たる」という本は、キリスト千年期前再臨説という名で出版せられたのはそのころである。訳者は本多監督の弟君で西館武雄という人で、それに尽力したる人はメソジスト教会の宣教師スワルツ氏であった。しかるにいま同派の中に、この真理を力説する人の少ないのは不思議である。日清戦争前後に、この教理を熱心に説いたのは、プレマス派の人々と、笹尾兄や河辺兄たちの「小さき群れ」ととなうる一団であった。そのころは多数の信者は、再臨の信仰をば潮笑の材料にしていたようであった。しかし外国宣教師の中で、ことに婦人宣教師の大多数は各派を通じて信仰し来たったものである。されば再臨の信仰は今日まで表だって広く高唱せられなかったけれども、各派を通じてこの信仰は根深く植えつけられていたのである。今度われわれは各地に集会を開いてみて、いよいよその事実なるを認むるのである。使徒信経を重んずるすべての教会は、これを信ずるのは当然のことである。これを個人の信仰にしているところもあり、その団体の信条の中に入れているものもある。東洋宣教会のごときすなわちそれである。


  この信仰を有している人はだいたい左のことにおいて一致している。

  　一、聖書をことごとく神のことばとして信じていること。これを信仰の土台としていること

  　二、キリストは神の子なること。聖霊をもちろん三位一体の一位として信ずること

  　三、キリストの花嫁なる純教会は、各国民、また各派を通じてあるところの神妙なる団体なること

  　四、キリストは自己の教会をば、やがて空中まで来たり携え上げたもうこと

  　五、現世はだんだん道徳的に悪くなっておると信ずること。人間の努力によりてこの世は根本的に平和になるとは信ぜざること

  　六、キリストの空中再臨後、この世は混沌たる状態に変わり、その時にせキリストが現われ、ついにキリストの地上再臨によりて彼は滅ぼされること

  　七、キリストの地上再臨によりて、全世界は改まりて千年王国となり、神政政治が実現し、そののち大審判があって新天新地に移ること


  同じ再臨信者でも、一から十まで一致しているわけではない。しかし右にあげたるところはその一致の要点である。（一一月一四日）


  



  一九一九年（大正八年）


  



  主の再臨


  



  主の再臨は十年内にあるような気がすると、ある兄弟が申された。われらはある一派のごとく再臨の時を定めて騒ぐものではない。しかし時の徴しによりて考え十年内にあるように思いおることは幸いである。かく考うることは益こそあれ、少しも害あるところのものではない。世はまた泰平になれて腰をおろすことであると思う。かかる時こそ聖徒の目ざむべき時である。再臨の時が切迫していると思うことによって、自己の聖潔を熱望するようになる。また熱心に福音を宣伝するようになるのは当然である。「いましばらくありて来たる者来たらん。必ず遅からじ」（へブル一〇・三七）。このしばらくとある時間をば暦数的に論ずるのと、心霊的に味わうのとは大いに違う。霊的に味わう者には今年中に来たりたもうでも、百年後に来たりたもうでも、信仰には少しも動揺が起こらない。主の来たることの遅速によりて信仰が上下するようでは、まことに主を待ち望む者ということができない。（一月二三日）


  



  再臨信者の色別


  



  わが国において主の再臨を信ずる者を大別すると、教役者に少なくて信徒に多い。信徒に多い理由は金を出して信仰しているのであるから、不得要領でおれない、なんでもことに未来観について徹底したいからである。教派別にして見るとおもしろい現象がある。組合に少ない。その理由は来たるべきキリストどころか、現在生きておられるキリストに対する信仰さえあやしいほど自由神学に毒を受けたからである。しかしものは極端から極端に行く。熱烈に再臨を信ずる者は組合に多くなりつつある。日基にはその神学の系統上多くなければならぬはずである。しかし力こぶを入るる者は少ない。再臨は信ずるけれどもあまり中心的真理であるなど力説すべきものではないと言っている風である。メソジストに至りては沙汰の限りである。彼らほど信仰の不透明なやからはあるまい。しかし婦人の外国宣教師中にはこれを信ずる者が多い。聖公会ではその信条としてこれを信じている。しかし信条として受けているのと、いのちとして信じているのには大いなる差がある。由来聖公会はきわめて包容的の団体であるからなんでもある。バプテストは信ぜねばならぬ教派である。しかしいまのところ教役者中にざん然と頭角を現わし、旗色を鮮明にしてこの福音を証している人を見受けない。まず公然と標榜して信じているものは、プレマス派と東洋宣教会である。かの第七日安息日教会のごときは、主の再臨を極力論じているようであるけれども、かの派の再臨観はわれらとは異なっている。注意すべきは内村氏の無教会派がこの信仰を力説するようになったことで、天下の再臨信者を決起せしむるに大関係のあるものである。


  大観すれば再臨の信仰の前にはカルビン派もない、アルミニアン派もない。みな一つの望みにおいて結合している。虹は七色あってうるわしい。しかし七色ある円形の器を急に回せば白色に見えるごとく、各派がその特色を発揮しつつ再臨の望みにおいて一つであれば、その特色が隠れて、ただ主の聖潔のみが見えるようになる。（一月三十日）


  



  千年王国の農業


  



  いまの世は罪のために呪われたる世である。されば軍人だの裁判官だの、医者だの、また伝道者などの変に処する役目が必要である。しかしキリストが再臨したもうて、この地上に天国を建てたもうなれば、かかる職業が不要になる。われらの伝道事業もその時までのことで、あとは放免となるわけである。しかし預言によれば農業がますます盛んになると思う。「その剣を打ち変えて鋤となし、その槍を打ち変えて鎌となし」（イザヤ二・四）とある。また、「ししは牛のごとくわらを食らい」（同一一・七）とある。鋤または鎌、またはわら（枯れ草ではない）とあるのを見れば、その時のことを想像することができる。もっともわれらは携挙せらるるなれば、復活の子であるから地上で農業をするようなことがない。これは地上の住民のすることである。それにしても、いまのうちに農業の知識を得ておくなれば、彼らを治むる時にたいそう都合がよいことと思う。この時代がかの時代に知識を伝うることは幸いである。聖徒はこの覚悟をもっていまの時代にありて努力すべきである。されば何かをなさんと思う時に、次の時代に何が必要であるかを知りて、無益なことをせぬよう心がくべきである。必ず農業のみとは言わない。（二月二七日）


  



  一九二〇年（大正九年）


  



  外国宣教の強化


  



  われらは外国宣教師を歓迎するものである。恵まれたる宣教師ならば、今後もたくさん来て伝道されんことを願うものである。在来の宣教師の多くは元来良き人々である。しかし良き人は必ずしも救われたる人々ではない。私は彼らのうちに、救いがなんであるかを知らざる人々のたくさんあることを見聞している。しかるに正規に学校を卒業したるゆえをもって、日本に来たり、いわゆる福音を説いている。しかして自分は救いの自覚だもなくして伝道している。実に気の毒なる人々である。その人々によって導かるる人々も気の毒なるものである。さればこれがために宣教師間にも、リバイバルの起こらんことを切に祈り求めている宣教師がある。これ実に当然なることである。「国々の民はわが汝らによりてわれの聖きことをその目の前に現わさんとき、わがエホバなるを知らん」（エゼキエル三六・二三）。あに宣教師のみならんや。すべての教役者はきよめられねばならぬ。（三月四日）


  



  外国におよぼす日本教界のリバイバル


  



  この会はいよいよ来たる二十六日より開かるることになった。もっか聖書学院の講堂に七百人を収容しうるよう取り広げ中である。人数はそれ以上であふるるほど来たることを信ずる。費用の二千円も主は必ず与えたもうことを信ずる。われらの要求はこの以外にある。


  第一、聖霊のバプテスマの標準は聖書的に高められねばならぬ。ありふれたホーリネスではだめである。なんでも聖書式で使徒的であらねばならぬ。問題は天来の火のうちにあっているかいなやでない。それが炎々と燃えているかである。どうしても天的に燃え上がらねばならぬ。「わ れ何をか望む。すでにこの火の燃えたらんことなり」（ルカ一二・四九）。


  第二、日本の各所に散っている各派純福音信者の一致である。聖潔を信ずる者は、主の再臨を信ずる者、きよめを握っている者となり、教理的にも一致し、また互いに各自のたまものを尊重し、今後は日本全国に手分けして働き、時間と労力を有効に費やさんとすることである。これにはまず霊的一致（組織一致よりも）を要する。


  第三、いまや不法の霊はもろもろの教会にばっこしている。この際、われら聖書的キリスト教を信ずる者は、種々の美名のもとに流布せられておる、いっさいの危険思想およびそれに類したる悪魔来の行動に対し、根本的に反対することを天下に宣明したく願っておる。われらは怪しげなるキリスト教を説く連中と同視せられては、福音のために迷惑しごくと思うものである。


  第四、七千万人の同胞の急速教化のためにいかにすべきか。その重任はわれらの上にあるから、祈りに祈って主の御旨を知り、それに向かって協力一致したいものである。


  このほかに各自それぞれ要求があることと思う。主は必ず「すべて願うところ、求めにしたがいてあたえ」（ヨハネ一五・七）たもうことを信ずる。ただ全般に通ずる希望としては、右の四つを心にとめていただきたい。さすれば祈祷に統一があり、同じ目的をもって祈ることができると思うのである。（三月一一日）


  



  リバイバルの教会


  



  リバイバルの発露はいのちである。さればいのちのあるところには必ずリバイバルが起こるべきである。過去二千年間のキリスト教会の歴史は、通じてリバイバルの歴史であった。そのことは黙示録二章と三章に詳しく記してある。全く堕落したサルデス教会時代においても、「なお数人いまだその衣を汚さざる者あり」（黙示録三・四）。これによりて教会が復興することができた。これ御名を惜しみたもう神のみわざである。されば神はその教会を顧みたもうやいなやは、リバイバルによりて知ることができると申してもよい。


  リバイバル教会は聖霊をあがむる教会である。「なんじらは神の宮にして、神の御霊なんじらのうちにいますことを知らざるか」（一コリント三・一六）。聖霊はこの教会の主座を占めておる。天主教は聖霊の代わりにマリヤをあがめて堕落した。俗化せる現代の教会は聖霊よりも人物 をあがめているから能力がなくなった。


  リバイバル教会は盛んに実る教会である。「男女とも信ずる者ますます多く主につきぬ」（使徒五・一四）。天来のいのち満ちみちているところには、必ず多くの実りがあるべきはずである。伝道的ならざる教会は、いかほど高遠なる真理を説いていても、いかほど設備がりっぱであっても死んでいる。眠っている。リバイバル教会はすべての点においていきいきしている。


  したがってリバイバル教会は繁殖力が盛んである。ようやく自分の教会を自給せしめたくらいで、幾年たっても分教会をもつくりえぬ教会は進歩の止まった教会である。「聖霊なんじらに臨むによりて地の果てにまでわが証人となるべし」（使徒一・八）。リバイバル教会は全世界的である。一教派または一国民の繁盛をもって満足しあたわざるものである。


  リバイバル教会はいつでも進歩的態度を取っておる。これはできあがった教会ではない。いつも前進を続けておる。「全き人すなわちキリストの満ち足れるほどとなるまでに至る」（エペソ四・一三）までやまない。主が再来なしたもうまでは落成式をあげぬ教会である。されば日々新たであらねばならぬ。


  要するにリバイバル教会は神の光といのちと能力と愛とに満たされておる教会である。その標準は聖書に示されてある。されば教会につける各自はその標準にのっとるよう努力すべきである。（七月二〇日）


  



  一九二二年（大正一一年）


  



  家庭の祭壇


  



  偶像信者の家庭には、神棚や仏壇がりっぱに設けられていて、彼らは朝夕これに礼拝をしている。キリスト信者の家庭には、もちろんかかるものはない。しかしその代わりに家拝があらねばならぬ。これは家族の祭壇である。この祭壇が設けられず、または崩れていては、その家はとても繁盛しない。ことに子供のある家ではなおさら必要である。「かついとけなきときより聖書を知ることを知ればなり」（二テモテ三・一五）とある。テモテは信仰に富める祖母ロイス、また母ユニケのもとに家拝を守り、聖書を学んだのである。子供たちが大きくなってさまざまの悪風に染んでから家拝を始めてこれを防ごうと思ってももはや遅い。これは彼らががんぜなき時から始めねばならないところのものである。日本の信者には、欧米にあるような母の祈りという、味わいの深いもののあることを知らない人が多い。これはこの教えが伝えられて日が浅いためもあるが、一大欠点は家拝が盛んでないからである。家拝を盛んにするために、左に心得べきことを数か条あげることにする。


  
    一、主人が朝早く起きること

    二、台所の整理を手早くすること

    三、聖書の友、日課表のごときものを買い、これにて輪読して、司会者は教訓となることを手短に語ること

    四、祈りはひとり代祷し、あるいは数名、あるいはひとりも残らず祈ること、それらのことは臨機の処置をとり、けっして形式に流れざること

    五、客あらば信者未信者を問わず、ともに列するようにすること

    六、祈りの問題を選びおき、祈祷の精神が常に新たになり、少しも単調無味にならざるよう心がくべきこと

    七、一家のうちに苦情起こらば、家拝の時に祈って解決するよう努むべきこと

    八、夜早く休み、寝所にはいる子供らのために、とくにそこにて彼らのために祈ること

    九、母は子供が東西をわきまえぬ幼少の時より、彼のために祈ること

    一〇、子供たちにみことばを暗唱せしめること

    一一、一家および夫婦間の秘事は、その性質により別に夫婦にて祈ること

    一二、時々牧師および恵まれたる信者を招きて、家拝をともにすること

  


  （二月一一日）


  



  他教会に信者を取られぬ法


  



  わが国にはキリスト教とともに、教派なるものがはいって来たために、したがって教派心なるものが漸次盛んになり、他派よりも自派を盛んにしようとする競争が、激しくなってきている。これは実にいやなことである。「われはパウロにつき、われはアポロにつくという者のあるは、これなんじら肉につけるならずや」（一コリント三・四）。そうするところの反動として、「われはキリストに属す」（一・一二）と言って、無教派を標傍する教派が起こる。その結果として信者を取ったの、取られたのと聞くもいまわしきことが起きる。


  ウェスレーの言えるごとく、「世界はわが教区なり」。窮屈なる縄ばりを設けることは、福音の進歩を妨げるものである。どうせ、われわれはヨーロッパでは、天主教の縄ばり内で伝道し、アジアでは仏教の縄ばり内で活動するのである。日本のある教役者の決議のごとく、他宗に対して敬意を払っていては手も足も出しうるものではない。予はここで切言したいことは、いかにせば他教会の羊を盗めるかというぶっそうなことではなく、いかにせば他教会に信者を取られぬかということである。その前に心得ておくことは、ずいぶんなさけない話であるが、取られそうな信者は取らしておくがよいという消極的のことである。たとえばいつも不平ばかり言って、苦情を持ちあげる信者がある。羊泥棒はいつも教会内のかかる者に目をつけて、巧みに取り入るのである。かかる人は盗まれるとかえって教会の平和のためによい。かかる人が他教会に行って、それでりっぱな信者になるなら、天国のためにむしろ経済であると感謝すべきである。また他教会の建物や会衆の数や、牧師の説教ぶりや何かにほれたり、うらやましがったりする者は、どうせカルバリー山までのおともができぬやからであるから、のしなり水引きなりつけてくれてやるがよい。これを会員なるがゆえに、義理や人情の綱でひっぱっていても、あまり手数がかかるのみで利益になるものではない。


  次に取られぬようにするための積極的態度はこれである。まず信者をして新生の経験に、はっきり入れしめることである。悔い改めも徹底的でなく、新生も不透明である人に、強烈な光をもって臨むと、極端だの、強過ぎるのと苦情を持ち出すものである。隠れた罪に探りの手が触れるから、騒ぎ出すのである。明白なる救いの経験を持っているならば、怪し気な福音に耳を傾けるものではない。また進んでは全ききよめの経験を握って、全き愛の生涯にはいっておるならば、多少意見の衝突があっても、愛によって一致して行けるのである。「これみな一つにならんためなり」（ヨハネ一七・二一）。このことは一七節にあるごとく、きよめられるので起こるものである。聖潔のないところに一致があるものではない。


  いったい信者を逃がすということは、多く牧師の責任である。牧師が「まことのことばを正しくわかち教え」（二テモテ一・一五）ておれば、真の信者なれば逃げて行くものではない。自分の生まれた教会であるからといって、豆がらばかり食わせられるところに、いつまでもがまんしておれるものではない。これを防ぐには教役者が、「キリストの福音の満ちたる恵みをもって」（ロマ一五・二九）おればよい。しかるに信者が退会したり、他教会に転ずる理由の多くは信仰ではなく事務上や感情上のことであるようである。人には了解の相違、または感情の行き違いということがあるものである。その場合に、双方がもし真に主の血潮の中におり、聖霊をあがめておる人であるならば、互いに主の前にへりくだり、祈って解決ができるはずである。もしそれが限りなきいのちの問題でもなく、信仰の問題でもないならば、負けてもゆずってもよいではないか。真に神の救いを味わい、聖潔を実験しておるならば、万事円満に解決せられるはずである。


  要するに神が自分にゆだねたまえる羊を完全に養って行くには、自己も恵まれ、自己の教会も恵みに満ちあふれておるならば、羊はいつまでもそこにおるのである。それでも逃げるならば逃がすがよい。もし自分と自分の教会よりも、もっと恵みに満ちた教会があって、そこに信者が行かんとするならば、「彼は必ず盛んになり、われは必ず衰うべし」（ヨハネ三・三〇）と言ったヨハネのように、広い心をもっておるがよい。もし教派心に捕われ、しっとを起こすならば、自分のたましいまでも滅びるようなことになる。これ実に慎むべきことである。（三月二日）


  



  教会の変形児


  



  「肉によりて生まるる者は肉なり。霊によりて生まるる者は霊なり」（ヨハネ三・六）


  まことのキリスト信者は、聖霊によって新生した者である。生まれ素性がよいとか、修養が積んでいるとかいうこと、まったく違ったものである。教会なるものはかかる新生者からなりたっておるべきものである。もちろんその中には「肉につける者のごとく、またキリストにおる幼な子」（一コリント三・一）のごとき者もあると思う。しかし肉につける者はきよめられるという第二の恵みを受けるならば、聖徒として恥ずかしからぬ者となる。また幼な子ならば断然成長すれば、「よしあしをわきまえうるおとな」（へブル五・一四）となるのである。しかるにここにまったく違った変形見の教会内にあることを見る。彼らは合いの子でもなく、隠し子でもなく、実は奇形児である。彼らは霊によって新生した者として、取り扱うことができないやっかい者である。彼らは社会問題や、労働問題や、国家問題などの関係で、教会に加入したやからである。悔い改めもなく、キリストの贖いも信ぜずに会員となったのであるからまったくなってはいない。いまのキリスト教会の先輩なる者の多くは、治国平天下の方便としてキリスト教を信じたもので、現今多くの青年が思想問題や何かで、教会に出入りするのと格別の差異がないのである。多くの伝道者はいまなお懲りずに、かかる肉的の問題をえさにして、人をひきつけんとしておるのにあきれざるをえない。かかる変形児が教会内にばっこしておるうちは、教会は健全なる発達をするものではない。とても「全き人、すなわち円満なるキリストの身丈のはかりにまで達せしめ」（エペソ四・一三）ることができるものではない。彼らは改良せらるべき者ではなく、改造せらるべき者である。さればどれほど全ききよめを説いて聞かせても、聖潔に対する飢え渇きもなく、主の再臨の望みを説いて聞かせても、対岸の火災視している風である。そもそもかかる人々をキリスト信者として取り扱うのがまちがいである。よろしく根本的に悔い改めて新生すべきことを勧めるべきである。（三月二三日）


  



  聖潔派の危険なる傾向


  



  日本にあるホーリネス人は各派を通じてたくさんあるが、まじめに聖潔を信じ、力を尽くしてきよき歩みを続けていることはなんぴとも認めていることである。何か心霊的の集会でもあるとすれば、きよめ派の人々は多少関係している。彼らは確かに日本の教界における潜勢力である。しかし彼らは文化運動だの、社会運動のようなものに関係しないのが普通になっている。これはお互いが別に申し合わしたためでなく、その信仰の種類上かかることには興味をもたぬのである。これがために社会と没交渉のように思われ、ひとりよがりの宗教を信じているように思われている。きよめ派の人々にはここに打ち込まれる点がある。さればとて調子をおとして、俗化せる教会と行動をともにするというわけにはいかないのである。意地で無理にしないのではない。「この世にならうなかれ」（ロマ一二・二）との命令を守るからである。そこにきよめ派の長所もあるが短所もあることを知っておかねばならぬ。きよめ派は伝道的ではない。あまり奥妙なる真理や、高い恵みの経験を高調するために、知らず知らずのうちに一種遁世的になる傾向がある。これは例外であるだろうが、きよめ派の伝道者の中には、未信者に対する伝道説教のへたなことを高言している者もある。「神聖霊をもて印したもうは、その買い受けし者を救い、かつおのれの栄えを現わさんためなり」（エペソ一四・一）。きよめられることは、一つは奉仕のためである。社会奉仕のためではない。神に奉仕するのである。神への奉仕は救霊のために祈り、伝道することである。「われらは常に祈ることと、道を伝うることを努むべし」（使徒六・四）。これが聖徒の奉仕である。しかるに数人相集まり、聖書研究を一種の娯楽となし、また人里離れたところにて、俗離れのしたる修養会を開いて得意がっていることは愉快に相違ないが、かくすれば宗教は一種の道楽となってしまう。もちろん大いに活躍する前には大いに祈り学ばねばならぬ。「神なる父の前にきよくして汚れなく仕うることは、みなし子とやもめをその悩みの中に見舞い、また自ら守りて世に汚れざる、これなり」（ヤコブ一・二七）。ただ自分さえきよければよいとすましておるのは宗教生活の本質ではない。近ごろのきよめ派はこの幣に陥っておりはせぬかと思われるふしがたくさんあるようである。きよめなどを信ずる人は、とかく神秘的になるふうがある。神秘的になるといっさいのものから超越しているために、天のみを眺めて溝に落ちた天文学者のようなふうがある。もしとくに恵まれているきよめ派が伝道的にならぬならば、宝の持ち腐れで何の役にもたたぬ無用の長物、いわゆる聖書虫、ガラス箱入りのでくのホーリネス人になってしまう。かのクレッチャーが福音的神秘を叫んだのはこれがためである。もし滅ぶたましいに対する熱情があるならば、もっともっと未信者間にきり込むべきではないか。ちっぽけな修養会や聖別会を開いて、恵まれたのきよめられたの、教えられたのと楽しんでいるようでは、日本のきよめ派もおしまいだ。「われを信ずる者は聖書にしるししごとく、その腹より生ける水川のごとくに流れいずべし」（ヨハネ七・三八）。流れいでないで、たまってばかりおればそれはため池だ。生ける水は流れ出なければ死に水になる。きよめ派の活路は伝道的になるよりほかにはない。きよめ派はいまのうちに覚醒しなければ、平素祈っている日本のリバイバルはとても起こらない。まずきよめ派自身がリバイブせられなければならぬ。これがために従来の修養会の場所を変える必要がある。修養会のたびごとに伝道会を開いて、来会者総がかりで救霊の任に当たることである。アメリカなどにあるコンベンション（大会）はみなそのようにしている。未信者が修養会に来るとめんどうだ、と思う従来の謬見を打破すべきである。これがために未信者が来たりえるようなところに会を開くべきである。また修養会という名がよろしくない。今後はこの語を用いずに聖書式に聖会とすべきである。「われ彼らを世につかわせり」（ヨハネ一七・一八）。きよめ派は世のまん中にあることを忘れてはならない。きよめ派の人は社交をもって世人をとらうべきではない。どこまでも伝道の一本槍で進み、「信仰によりて国々を服」（へブル一一・三三）せしめるまで奮闘すべきである。寝ても起きても、伝道することを忘れてはならない。（四月二七日）


  



  理想のホーリネス伝道者


  



  われらはホーリネスを宣伝すべく選ばれた者である。さればありふれた伝道者と種々の点で異なるところがなければならぬ。ホーリネス人は二十世紀のナザレ人、また末世の清教徒である。されば全然世離れした者でなければならぬ。ホーリネスの伝道者は、異端と俗化の一大教敵に対して戦う戦士である。されば敵に乗ぜられるすきまが少しでもあってはならぬ。されば簡単にするために、この伝道者はかくあってほしいということを、個条書きにしてあげることにする。


  
    一、称義と聖化の経験はもちろんのこと、神癒を堅く信じ、再臨の望みを有し、日々主の来たるのを待ちおること

    二、その呼吸までが祈りであるほどに祈り深くあり、聖書に精進すること

    三、救霊の熱情に燃え、一日のうちひとり以上の未信者に伝道せずにおられぬというほどに熱心なる者

    四、身体強健で、勉強好きで、規律正しく、常識に富み、克己節約し、事を処理するに敏捷なること

    五、金銭問題と性欲問題には、極端と言われるまでに清潔であること

    六、公私を問わずに神の義と、愛とを釣り合いよく宣伝すること

    七、いかにわりの悪いところにいても、常に感謝すること

    八、いかなる場合にも謙遜なること

    九、その家庭はホーリネス式なること

    一〇、すべてのよきことにおいて率先すること。ただし主をあがめざることにはいっさい関係せざること

    一一、神のことばを正しくわかち教え、教理的に明確であり、用語は平易で簡明であるべきこと

    一二、牧者としてはあくまで親切であり、ことばは常に恵みあること

    一三、時は切迫している。されば席暖まるひまもなく、訪問または巡回に多忙であるべきこと

    一四、ことばのみならず、筆もて伝道することに努力すること

    一五、未信者のみならず信者にも説教しえる、両刀使いであるべきこと

    一六、いっさいの社会問題より超越し、福音宣伝の一本槍で進むこと

    一七、孤立せず、聖徒の交際のため、同信の者と協力一致すること

    一八、直接伝道に献身する者を起こし、後進者の奨励に努むること

    一九、自己の属する教会のみならず、他教会の進歩発展にも尽くし、なお進んで外国伝道にも尽力すること

    二〇、異端と俗化は悪魔のふた子なれば、教会の内外を問わず見つけ次第打ち破ること

    二一、信仰の一致せざる教会または教役者とは、けっして提携せざること

    二二、常に聖霊に満たされおること

    二三、信者がきよめられ、聖霊に満たされることを勧めるに忠実なること

    二四、いかなる時でも必要に応じ、ただちに説教しうるよう心備えすべきこと

  


  ――いずれの時代もかかる伝道者を要する。ことにわが国のような思想が乱れ、道徳が退廃した国においてはなおさら必要である。キリストが世に現われたもうた時は、成金輩のばっこした時であった。その時主は極度まで清貧に甘んずる人のみを選んで、弟子となしたもうた。いまもそのごとく、主のほか何ものをも頼みとせざる人でなければ、とても救霊の大業にあたることはできない。エリヤは理想のホーリネス伝道者であった。彼は単独で偶像教の僧侶神官八百五十人を相手として大勝利をえた。ギデオンの三百人はえり抜きのホーリネス人であった。彼らはミデアン人を十二万余も打ち滅ぼした。もし日本にかかる決死のホーリネス伝道者が三百人もあらば、日本を霊的に占領することはぞうさのないことである。かかる人々は給料があろうがなかろうが、そんなことには頓着しない。エホバ・エレの信仰、ピリピ四・一九の天国旅行の振出手形で進むから少しも心配がない。土地の遠近、気候の寒暖などは気にかけない。いつでも殉教する覚悟で行くから、「われら生くるも主のために生き、死ぬるも主のために死ぬ」（ロマ一四・八）ので死生に執着しない。またホーリネス伝道者は人種的偏見から救われておるから、内外人の区別を立てて争うようなことはしない。福音の宣伝のために全世界の聖徒とともに提携することを喜ぶ者である。


  要するにホーリネスの伝道者は、罪のほか何ものをも恥辱とせず、神のほか何ものをも愛せぬという特種の民である。もし彼に道楽があるとすれば、人のたましいを救い出すことのみである。今日要するものはかかる伝道者である。（五月四日）


  



  真の危険思想


  



  純キリスト教の思想から言えば、危険思想なるものは世人の考えているものとは違う。何よりも恐ろしい思想は無神無霊魂説である。人間に神もなく未来もないならば、人間は禽獣にひとしい。「罪とは律法を犯すことなり」（一ヨハネ三・四）とあるけれども、その律法をつかさどる無上主権者なる神を認めない人は、律法を無視するようになる。聖書ではこれを不法と申している。すなわち制度をも組織をも無視することである。人間を制裁する神がないと思うほど危険な思想はない。いくら罪を犯しても死ぬると空虚になると思うほど恐ろしいことはない。これはみな悪魔の流布した虚言である。かくして彼は社会を乱し、人々を地獄に落とし入れんとしているのである。外国においてもわが日本においても、社会主義やその他危険なる思想を有している者がキリスト教に反対するのはこれがためである。彼らはわがまま放題にふるまいたいのであるから、道徳などやかましく言うキリスト教をいちばんいやがるのである。キリスト信者の中にもキリスト教社会主義というようなものを主張して、万事穏便にやっていこうとしている者もあるが、あれはぬえのようなものできわめてあやしいものである。純キリスト教はどこまでも服従を教えている。服従するためにわりが悪くてもよい。いっさいの審判は神の御手にあると信じているから、この世にあるかぎりはどこまでも平和の主義で行くのである。さればいかなる政体のもとにいても、いかなる内容ができても、少しも神経を痛めず、静かに平和の主なるキリストの来るのを待っているのである。かかるキリスト信者を目して、危険思想でも有しているように言うのは、言う人の盲かまたは悪魔の散布した虚言のためである。（五月二五日）


  



  世界における宗教覚醒


  



  「末の世に至りてわれわが霊をもてすべての人に注がん」（使徒二・一七）。この預言によって見ると、早晩全世界にわたるリバイバルが起こるに相違ない。「このゆえになんじら罪を悔い、心を改めてその罪を消さるることをせよ。そは主の前より安き日の来たり、かつあらかじめ定めたまいしイエス・キリストを送られんがためなり」（使徒三・一九、二〇）。この安き日とあるはりバイバルの日である。主の再臨前にこの大リバイバルがあり、それから主は来たりて聖徒をみもとに集めたもうのである。さればわれらはこの大リバイバルのために祈るべきである。


  すでに報ぜしごとく、蘇国の漁民間に起こりしリバイバルは、またもウェールスのほうに延焼している。またかの火刑に処せられたジョン・ハッスの出生地なるチエマスロゾークもすなわちボヘミアおよびモラビアの国では宗教的大覚醒が起こり、人々はロマ教の束縛を脱して新教の教会に集まるようになり、教役者が払底のためひっぱり合いであるとのことである。また露国の正教会のある者は目ざめだした。かの監督のうちで過激派のために殺された者は多くあるが、彼らはなおひるまず、露国民の宗教的覚醒のために活動しているとのことである。露国は宗教的に革命が行なわれなければけっして救われない。印度は動揺している。人々は何かを求めている。必ずや宗教的革命が起こって、人々は純福音に走り来るようになるに相違ない。中国は乱脈である。過日上海に開かれた各教会連盟運動は、から騒ぎに終わってしまった。心ある人はそれがために非常に覚醒し、どうしても聖書的福音でなければならぬと叫んでいる。新神学や近世主義（モダーニズム）が流行しだして、教会はひとかたならず撹乱せられている。日本のキリスト教会は全般として眠っている。いまのところなんら覚醒の曙光も見えない。しかし真剣にリバイバルのために祈っている人は、あちこちに見える。必ずや恵みの大雨ははい然として降る時あることと信じている。「万軍のエホバかく言いたもう。いまひとたびしばらくありて、われ天と地と海と陸（くが）とを震わん」（ハガイ二・六）。このことはやがて起こるのである。（八月一〇日）


  



  たのもしき信者


  



  いかに教会の建物がりっぱであっても、牧師がいかに学者であって説教が上手であっても、たのもしい信者がなければ教会は持っていけるものではない。しからば教会にとってたのもしい信者とはいかなる信者であるか。左に思い浮かぶままにあげて見たい。


  
    一、明確な救いと聖潔の実験を有し、祈り深い人

    二、いくら教会のために献金しても、自己がやったというような自慢顔をせぬ人、別言せば謙遜なる人

    三、牧師や教役者を批評せず、むしろ熱心に祈って助けてくれる人

    四、教会内の病者や貧しき人をよく訪問する人

    五、うわさの問屋とならぬ人

    六、集会には十分か五分前に出席し、入り来たる人を歓待する人

    七、役員にはなりたがらず、もし選挙せらるる時は自分の家のように、教会のことを思ってくれる人

    八、教会員中に永眠者でもある時には、率先して世話してくれる人

    九、集会の時には機会あるごとに祈りをなし、証しをし、勧めをしてくれる人

    一〇、自分の後継者を自分の家族中より出して、自分の永眠後も教会のために尽くすように準備しておく人

    一一、十一の献金はもちろん、分に過ぎて時に献金する人

    一二、もし教会内に党派のごときものが起きる時は、それに超越して関せざる人

    一三、その家族をあげて主に奉仕する人

    一四、教役者および旅人をねんごろにあしらう人

    一五、牧師などの不在の時には、代わって説教しうる人

    一六、もし教会内に異端と俗化の傾向が見ゆる時は、極力反対してその排斥に努む人

    一七、真実かつ親切なるゆえをもって、未信者にも尊敬される人

    一八、聖日を厳守して、模範的生涯を送る人

    一九、常に人をキリストに紹介する人

    二〇、自己の業務に勉励する人

  


  もしかかる信者が数名教会にあるならば、その教会は確かに繁盛する。また牧師も奮発し、教会員もそれにならうようになるものである。（八月一〇日）


  



  まずユダヤ人に


  



  「それ神の道は必ずまずなんじら（ユダヤ人）に告ぐべきなり」（使徒一三・四六）


  神の世々の御計画によれば、福音はまずユダヤ人に告げるべきである。今後ともそうあるべきである。「まず子供に飽かしむべし」（マルコ七・二七）。これは主のみこころである。「彼おのれの国に来たりしにその民これを受けざりき」（ヨハネ一・一一）。その結果として「かえって彼らがあやまちにより、救いは異邦人におよべり」（ロマ一一・一一）。しかしユダヤ人を捨てっきりに捨つべきものではない。なんとかして彼らの救いのために、力を尽くすべきは教会の責任である。


  初代の伝道者はまずユダヤ人に伝道した。それから異邦人に手を伸ばすという順序であった。これはその時ばかりではない。今日に至るまで成功ある伝道は、みなこの点に着目しなければならぬことになっている。ユダヤ人はいま全世界に千五百万人もおって、世界の各所に散っている。これを足場として伝道するということは、確かに使徒的伝道法である。わが日本にはユダヤ人は少数であるため、大多数の人々はユダヤ人とはいかなる者なるか、いかなるかっこうをしている者なるかわからない。しかしユダヤ人はわれら主を信ずる者に縁遠い人種ではない。聖書はユダヤ人によってわれらに伝わり、救い主イエスはユダヤ人である。この意味から申しても、主と同族なるユダヤ人のために尽くさなければならぬ。「そは異邦人もし霊につくものを受けたらんには、身につくものをもってまた彼らに仕うべきなり」（ロマ一五・二七）。われらは親しくユダヤ人を見ることができなくとも、彼らのために祈り、また彼らに伝道するための費用をいくぶんにても出して、その選民を救いたくおぼしめしていらせられる主イエスのみこころを喜ばすべきである。「エルサレムのために安きを祈れ。エルサレムを愛する者は栄ゆべし」（詩篇一二二・六）。ユダヤ人のために尽くす者のために、この約束が成就せられるのである。この妙味を知っている者は、日本のキリスト信者のうち何人あるだろうか。


  まずユダヤ人を救うために尽力することは、他の人種をも救う伝道であることを知っている人は幸いである。これを対岸の火災視している人は、まだ霊の目が開かれていないのである。


  いまや欧米のキリスト信者は、このことに非常に注目するようになり、ユダヤ人中にも続々悔い改めて信者になる者が起こっている。「いちじくとすべての木を見よ。すでにめざせばなんじらこれを見て自ら夏ははや近しと知る」（ルカ二一・二九、三〇）。いちじくなるユダヤ人が復興していることはキリストの再臨が近き証拠の一つである。そのユダヤ人に伝道することは、主の再臨が近き証拠の一つである。さればユダヤ人伝道は、等閑に付すべき問題ではない。読者諸兄姉は常に本紙に見られるごとく、われらは、ニューマーク兄の伝道のために一昨年以来わずかなれども送金している。同兄はもっかロンドン本部のユダヤ人部落にはいって盛んに伝道しておられる。われらはまずユダヤ人にと、身自ら伝道することができないけれども、ニューマーク兄はわれらに代わって伝道してくれるので、われらはいくぶんなりとも使徒的伝道を味わうことができて実に感謝である。われらはこれをもって満足しない。八百万人のユダヤ人のおるロシアは、われらの隣国であることを忘れてはならない。主の御許しがあるならば、ひとりのユダヤ人の伝道者をかしこにつかわし、その費用をば日本の聖徒にて分担し、いくぶんにても主のみこころを休めまつり、「兄弟よ、わが心に願うところと神に祈るところはイスラエルの救われんことなり」（ロマ一〇・一）と申されたパウロの志を継ぎたいものである。


  読者諸兄姉はそれぞれ教会があるので、負担も重きことであると思う。しかしパウロの「われには借金あり」（ロマ一・一四意訳）と申された借金がなんであるかを知らせていただき、ユダヤ人のためにもでなく、まずユダヤ人のために尽くしていただきたい。しかせば自分も自分の教 会も祝福を受けるのである。予の知れる数個の教会はかくして大いに恵まれている。


  もしニューマーク兄のためにいくぶんにても献金せられんとするおかたは、どしどし送っていただきたい。（九月七日）


  



  日本伝道振興策


  



  日本に伝道が開始せられてから六十年余になるが、あまり進歩していない。中国、インドに比べては年月の割り合いに進歩しているとうぬぼれてはならぬ。われらの標準はなんでも使徒時代である。「この日弟子に加われる者おおよそ三千人」（使徒二・四一）、「神の道いよいよ広まりて、弟子たちの数エルサレムにはなはだしくまさり、祭司も多く信仰の道に従えり」（使徒六・七）。聖霊に満たされて伝道するならばいつの時代でも何の国においてもかくあるべきはずである。しかるにわが国の形勢いかん。どこも行き詰まった状態ではないか。この退勢を破るのは、縦にも横にも大改革が起こらねばならぬ。第一、信仰の内容が充実しなければならぬ。信仰の点についてはわが国は乱脈である。ある大教会の青年伝道者のある者は結束して、来たる総会に、処女の懐胎などという時代遅れの思想を信条より除くことを決議せんとしているうわさがある。またある教会の総会では、金森氏を招いて特別伝道を試みんとの決議が出たところが、氏が創世記より黙示録までを神のことばである、と信ずるゆえをもって否決したとのうわさもある。われらはホーリネスの信仰だの、主の再臨の信仰だのと言わない一般の教会は、信仰の初歩だも否定するような傾向である。予は過日あるところで数名の教役者と語った。われらの教会にて新神学や高等批評があまり入り込んでいるために、とても防ぎきれない。よく戦ってみてものれんに腕押しするようなものであると。いまは新神学攻撃では手答えがない。むしろ純福音の伝道者は結束して新地の開拓に全力を注ぐべきである。かの異端者説破に時間を費やしている間に多くのたましいが滅んで行く。予の言う新地とは、地理的に言うのではない。いずこでもよいから新規巻き直しのつもりで伝道することである。そして信者は、新生の実験と聖潔の恩恵を握りさえすれば、いかに異端の風に吹かれても動かなくなる。この新年をもって日本を教化するよりほかに道がない。いまさらぼろ屋修繕するようなことをするよりも、別に新しく建てるほうが早道である。これがために伝道者はもちろん、同信の士に所属の教会または団体を脱しても一致結合して、日本の教化にあたることをあえて勧めるものである。これが一日遅れれば一日だけ損になる。もし情実上これができぬとあれば、その態度または口ぶりにおいて少しも妥協的の風がなく、大胆に信ずることを教会内に発表すべきである。いつまでもおとなしくしていても待ち望むリバイバルが教会内に起こらない。結果がどうなるか、一つ大いに証しすべきである。それができぬとあれば、その人々も腐敗せる教会とともに自滅する人々である。次は、従来の型を打破すべきである。諸教会のやりくちを見ると、何もかも従来の型にとらわれてしまい、少しも新しいところがない。その型は使徒的でなく欧米風で直訳的である。信仰は欧米風でも日本風でもいかん。聖書的でなければならぬ。しかし伝道法や教会の組織等はその国情に適したようにすべきである。従来のようではキリスト教は、ある思想を述べる宗教、それを講義するところとしか思えない。教会はよろしく人々の実生活に触れる祈祷所であらねばならぬ。できるならば伝道会社なるものをやめ、雇い伝道者をやめ、伝道の精神のある者のみが神のみを生活のあてにして伝道するようになればよい。牧師などの名称はよろしく廃止すべきである。いまの牧師はみな福音使と名称を変えるがよい。牧師という名があるために、いつのまにやら住職然とかまえこみ、信者も牧師を番人のごとく思う風がある。牧師は羊の番人であるから、よろしく信者の中より選挙すべきである。福音使はその上にありて教えを施すことをすればよい。信者各自は、教会なり伝道所なりをつくる責任あることを自覚すべきである。真に新生したる信者をかく養成することは、日本教化のためにもっともたいせつなことである。二、三十人の信者があれば、すぐさま牧師を送ってもらうという考えを取り去らねばならぬ。これまでのような天降りの伝道法では急速の教化はおぼつかない。どうしても救われた信者各自の自覚に基づく伝道でなければならぬ。


  要するにいまの時代は破壊もやり、建設もやるという、ずぬけたことをしなければならぬ時代である。（一二月一四日）


  



  一九二四年（大正一三年）


  



  信に忠なれ


  



  「なんじ学びて信ずるところのことを守るべし」（二テモテ三・一四）


  東京市の電気局長の長尾半平氏は、サイベリアから帰還の兵士が自分の家に宿泊した時に、酒を出さなかったゆえに、兵士たちにいたずらをされたということが新聞に出ていた。またその反対に甲府のあるキリスト者が酒をふるまったために、兵士に感謝されたと書いた新聞もある。


  予は長尾氏がその主義に忠実なるを見て、実に敬服する。それと同時に甲府の某信者の、ふがいないのを嘆くものである。現にキリスト者の中にもこの二種類がある。後者は交際という名のもとに、不信者同様のことを平気でやっている。酒やたばこを用い、芝居見物や舞踏などを無遠慮にやっている信者がいくらもある。それを牧師が大胆に攻撃でもするなれば、転任を余儀なくされるようなことがままある。でも攻撃する教役者がある間は、幾分かたのもしいところがあるけれども、その教役者も俗化しているからあきれざるをえない。われらは世を相手に信仰しているのではない。神相手に信仰しているのである。「すべての人の偽りとするも、神をまこととすべし」（ロマ三・四）。この覚悟がなくては真の信仰をもちうるものではない。世間がどうのこうの、人が何と言ったかと気をもむようでは、信仰が徹底しない。


  日本はまだ野蛮の境を脱しない。偶像の祭礼の時に金も出さず、ちょうちんを出さなければ、みこしを家に打ちつけるとか、祝いごとのある時に酒でも出さなければ、親類交際をせぬとか、いろいろの難題を吹きかけてくる。または種々の宴会の際、酒飲みの割符金を出さなければ、首になるようなこともある。われらは信仰のゆえをもって、あくまでかかることと戦うべきである。信仰のためには最後、いのちまでも捨てる覚悟で進むべきである。ことに全ききよめを信ずるホーリネス人は一歩も退いてはならない。（二月二八日）


  



  キリストの内住


  



  いまの教会において福音的の信仰を有する者は、とにかく歴史上のキリストを説く。その十字架、その復活、その昇天等を説きはする。しかしさらに進んで、現在におけるそのキリストの実在を真に意識し、確信をもってこれを説いている者が、はたして幾千人あるであろうか。千九百年前の昔物語としてのキリストではなく、今日いまここに実在したもうキリストを説いてこそ、その証しに力がある。過去のキリストではその大説教に感銘し、その大人格に模放せんと努める者は起こっても、事実その力に触れて瞬間的に変化する体験をえることはできない。これは現在のキリストに接触して、始めてえられる体験である。むろん福音的信仰を持つ人であれば、かかるキリストの実在を理屈の上では信じもし、知ってもおろう。しかしこれを実験的に知っているのでなければ、その人の生活と奉仕の上に、いささかの変化も起こらない。組合教会の武本氏が、近ごろ異彩を放った伝道ぶりをもって、各所において大いに用いられているのは、このキリストの実在を体験されたためであることは、常に講壇や雑誌において証しせられているごとくである。キリストが「われは世の終わりまで常になんじらともにあるなり」（マタイ二八・二〇）と仰せられたのは、われらが常住坐臥一瞬時といえども、忘れてはならぬ約束である。


  キリストはただにともにいましたもうのみならず、またわれらのうちに住みたもうのである（ヨハネ一四・一七）。「われ彼らの中に宿り、また歩まん」（二コリント六・一六）とは、もとイスラエル人に対する約束が、霊的イスラエルたるキリスト者には、現在霊的において成就するごとく、この約束もわれらには個人的に霊的実験として体験されることである。されば「なんじらは生ける神の宮なり」とある。


  キリストの内住。これは実に奥義中の奥義である。「これ神のことば、すなわち世々隠れていま神の聖徒に現われたる奥義を宣べ伝えんとてなり。……異邦人のうちなるこの奥義……この奥義はなんじらのうちにいますキリストにして……われらはこのキリストを伝え」（コロサイ一・二六～二八）。約束に属するすべての契約にあずかりなき異邦人が、キリストの血によって救われ、生来の罪の性質までもきよめられて、その上にキリストがそのうちに宿りたもうとは、実に驚くべき奥義中の奥義である、世々隠れていたことで、旧約にも啓示していないが、新約の聖徒の体験される大いなる特権である。しかもこれも他のすべての恵みと同じく、信仰によって体験せられることなのである。パウロはエペソの信者のために、「またキリストをして信仰によりてなんじらの心におらしめ」云々と祈った（エペソ三・一七）。しかしこれは「霊をもって内の人を強くすこやかに」せられた者のみが体験することができることである。しかしこれは救われた、きよめられたというような、一度きりの格段的の経験ではなく、常住連続する体験である。きよめを維持するのも、能力の流れ出るのも、また神との交通を持続するのも、要するにこの内住のキリストによってできることである。


  願わくば福音の教理をもつすべてのキリスト者が、このキリストの実在を体験し、意識するに至らんことを。（四月三日）


  



  世論と信仰


  



  俗界においては世論ほど力あるものはない。しかし神を信ずる者は、そんなものによって左右されず、万人を敵としても、ただ神のみをたよりとしている。信仰界においては、「人に従うより神に従うはなすべきのことなり」（使徒五・二九）というのが通則である。


  主は御在世の時、ある時は五千人余の人に食を与え、またたくさんの人々をいやしたもうた。このほか主イエスの御恵みにあずかったものはたくさんあった。もし主が煽動家であったならば、群衆の勢力をもってユダヤ全国を乗っ取ることは雑作（ぞうさ）なかったであろうと思う。しかし主はそんな人数をあてにしなかった。数をあてにするのが人間の長所で弱点である。いまの世は点数の多少によって勝敗を決することになっている。しかし全能の神をあてにする人は、そんなことに頓着しない。


  主は「われすでに世に勝てり」（ヨハネ一六・三三）と仰せたもうたが、しばらくして無惨（むざん）にも十字架にかかりたもうた。しからば主の御勝利はなんであったか。世論でもない、群衆の勢力でもない、全能の神を信ずる信仰であった。「彼ら激しく声を立てて、彼を十字架につけんと言いつのれり。ついに彼らと祭司の長の声勝ちたり」（ルカ二三・二三）。真理でもなんでもない。声勝ちたりとあることは世論である。信仰はかかる時にはそれに従わず、それを通じてその後（のち）に起こるところのものを見抜いて勝利を叫ぶのである。


  主は十字架につけられたもうた時に、普通の場合ならば主の御恩顧を受けた者は一揆騒動を起こすべきである。しかるにおもだった使徒さえも、主の最後を見とどけもせず、はるかに離れて見ていた。これは主の御摂理であったとは言え、なんだかあの当時の人間のいくじなしばかりであるように思われる。


  しからば主のよみがえりしのちに、ユダヤ全国におった数千人という人々は集まって、大示威運動を起こしそうなものであったが、わずかに五百人ぐらいの者が集まったのみであった。これは何のためであったろうか。これは福音は群集の力で宣伝せらるべきものでないとの、主のみこころであったろうと思われる。


  さればわれら純福音を宣伝する者は、人数で勝負をつけると思ってはならない。どこまでも信仰をもって行かねばならない。かのパンの奇跡後に、人々は主をたずねだした。その時主は「まことにまことになんじらに告げん。なんじらのわれをたずぬるは、しるしを見しゆえにあらず。ただパンを食して飽きたるがゆえなり」（ヨハネ六・二六）とのたもうた。世のいわゆる社会事業的なるものは、からだを満足させるためのみのものである。かかることで主を求める者は、どこまでも主にお供するものではない。またよししるしや奇跡を見て感心しても、それはその当座だけで、まことの救いに入りえざるものである。「もしモーセと預言者に聞かずば、たとい死よりよみがえる者ありとも、その勧めを受けざるべし」（ルカ一六・三一）とあるごとくである。まして評判や宣伝ぶりに動かされて集まるようなものは、あまりたのもしきものではない。どうしても神のみことばを土台として、真の信仰にはいるものでなければ、徹底せる救いに到達しえるものではない。「信仰は聞くよりいで聞くところは神のことばによるなり」（ロマ一〇・一七）とあるから、われらは大いにプロパガンダもやらねばならぬ。しかしどこまでも、神のみことば以外に出てはならぬ。世の策士のごとく群衆心理を利用しようとして、大げさのことを言うような罪に陥ってはならない。怪しげなプロパガンダに釣られておる者は、後日必ず災いをするもので、ついにそれらによってあだ返しせられるようなことになる。されば福音宣伝はどこまでも地道で行かねばならぬ。へたと思われてもよい。堅実に行かねばならぬ。これがためには、多くの同志をなくしてもよい。派手（はで）な仕事よりも、主を喜ばしたてまつる仕事をするには、枯れ草を燃やすようなことをせず、長持ちのするようなことをなすべきである。主は近し。主のごらんにいれて、主を喜ばしたてまつるようなことをしなくては、長年働いても何の役にもたたない。


  同労者諸君よ、諸君は世間に動かされているか。聖霊に動かされているか。世の歓心を買わんとしているか。神を喜ばさんとしているか。いまや大いに省みるべきである。（五月二二日）


  



  ホーリネス教会繁盛の秘訣


  



  ホーリネス教会はとても世間に吹聴するような隆盛をきわめていない。まだまだきわめて幼稚なものである。教会組織にしてからようやく七年になったのみで、満で言えば学齢にも達しない年である。


  しかるに近来あちこちから、どうしてホーリネス教会は、短日月の間に著しく発達したかと、たずねて来る人がたくさんある。なるほど教会の数がますますふえ、献金額もふえて、去年も全員ひとりあて一年間の献金が二十円余になって、第一位を占めているから、何か秘訣があるように思うのも無理からぬことであると思われる。


  秘密と申すものがあるとすれば、これは公然の秘密である。何も隠すほどのものではない。予は左にそれを個条書きにして、公開することにする。


  
    一、われらは聖書そのままを神のことばとして信じている。

    二、ことに四重の福音、すなわち新生、聖化、神癒、再臨を特色としている。

    三、これを宣伝する教役者の信仰は、統一されているから足並みがそろっている。

    四、これを信ぜざる信者は、とうていついていられぬほど教理と実行を力説する。

    五、いっさい社会事業のごとき間接の仕事に手出しをせず、一意専心に伝道する。

    六、大いに祈祷と伝道に力こぶを入れる。

    七、恵みの体験は過分の献金として現われる。これは試金石である。

    八、信徒は熱心に証しをなし、また伝道するように訓練されている。

    九、教会政治は監督政治で、団体的に活動するように努めている。

    一〇、この教会の教役者は、いちばん手当が少ない。生活のためには伝道会社をあてにせず、兵糧は敵地にあると信ずる。

  


  ざっと記せばかかるものである。しからば何教会でも右の十か条のとおりにすれば繁盛するかというに、そうとは限らない。要するに伝道の秘訣としては、教理も組織もやりかたも大切であるが、恵まれた人にあるのである。わが教役者および信者は、まだ幼稚である。しかし真剣であることだけは事実である。これも比較的にいう言葉であるが、もっと真剣になればなるほど神は祝福したもうことと信ずる。われらは人にはほめられて恐縮している。自らはいまのままではだめである、こんなことで満足してはいられぬと、ひたすらもっと主の霊に満たされんことを祈り求めている。（五月二九日）


  



  神の声と神のことば


  



  聖書は書き記された神のことばを聞く本であって、宇宙は書き記されざる神の声を聞く本である。


  世人は聖書の中にある神のことばさえも聞きわけえない。どうして天地間に響きおる神の美妙なる声を聞きわけえようか。


  神の声の中には、文章となしえるものもあり、またならぬものもある。同じく神のことばであっても、言（レマ）と道（ロゴス）があるようなものである（ヨハネ一七・八、一四）。


  アダムとエバがエデンの園にて聞いたところの神の声（創世記三・八）は、文章となしていなかったけれども彼らは恐れて身を隠した。パウロはダマスコ行きの途上で聞いた神の声には意味があった（使徒九・四）。しかしそばにいた者にはわからなかった。ヨハネ伝一二・二八にある天よりの声もそうである。かたわらに立てる人々にはただ雷としか思われなかった。この種の声はいまでも聞こえるということを知る人は幾人あるか。「かくて三日の朝に至りて、いかずちといなびかり、および厚き雲山の上にあり、またラッパの声ありてはなはだ高かり、営にある民みな震う。……モーセことばをいだすに神声をもて答えたもう」（出エジプト一九・一六、一九）。これは旧約時代のことであったが、新約時代においても耳にすることができるのである。「昔はその声地を震えり。いまは彼告げて言わく、われまた一たび地のみならず天をも震わん」（へブル一二・二六）とある。これ大地震である。地震をば単に地震と心得、雷をば単に雷と心得ている人には、これらのことは何の意味もない。しかし神を信ずる者には、これらはことごとく意味をなして聞こえるのである。「エホバは天にいかずちをとどろかせたまえり。いと高き者の声いでて、雷と燃えたる炭と降りきたり」（詩篇一八・一三）とあるは、すなわちこれである。「神の声のひびき、およびその口よりいずるとどろきをよく聞け。……彼威光の声を放ちて鳴り渡りたもう」（ヨブ三七・二、四）。


  神の声は必ずしも大いなるものではない。エリヤの時のごとく静かなる細き声のようなものである。無線電信家が言うには、空中には絶えずどこかで雷が鳴っていると。われわれの耳に聞こえるような雷のみが雷であるのではない。われわれの耳に聞こえざる雷でも、特種の装置さえすれば確かに聞こゆるのである。かくのごとく霊界においても、信仰を確実になし、超自然界の声を聞く耳を鋭敏にするならば、神の声を聞くことができるのである。雷また地震、大雨または大風、波の音、川の音または松風のようなものまでも、神の声となって聞こえるものである。これは主観的のものではない。そう思うからそう聞こえるのではない。神は生きていたもう。ゆえに語りたもうのである。しかしその御声は聖書の明文と矛盾するものではいけない。悪魔でも超自然的に語る。さればその声は神のものなるやいなやを試みなければならない。


  ペンテコステの日にエルサレムに起こった「この音」なるものは神の声であった。それから聖霊に満たされた弟子たちは語り始めたのである。もし現代の伝道者がかかる御声を直接に聞くことができるならば、権威をもって人々に神のことばを語ることができると信ずる。


  いかにせばこの声を聞くことができるか。これは祈祷の結果である。モーセのごとく神と親しく交わることによって聞きえるものである。また祈祷の結果として、大リバイバルが起こる時に、まま起こるところの現象である。しかる時には議論でなく、神の声に扱われて悔い改める者が起こるものである。われらには神のみことばなる聖書がある。これさえあれば大丈夫である。しかし同時に神の声なるものがあることを知っておかねばならぬ。


  「末の世に至りて、われわが御霊をもてすべての人に注がん。なんじらの息子娘も預言すべし」（使徒二・一七）。この種の預言は神の声を聞いた人でなければできぬものである。どうかかかることが一日も早く行なわれんことをひたすら祈るものである。しかる時には証人は学者のごとくならず、権威を持てる者のごとくなって、福音を伝えるようになるのである。（七月二四日）


  



  健全なる信仰


  



  「その証しはまことなり。さればなんじきびしく彼らを責めよ。なんじらがユダヤ人の昔話と真理を捨てる人の戒めとに心を寄することなく、信仰を健全にせんためなり」（テトス一・一三、一四）


  不健全なる信仰は病的のものである。それは信仰と名づくることができぬもので、一種の推測、感情または思想にすぎない。これは人間の手製のものであり、時代や境遇や事件によって種々に変化するものである。ある人は自分の主義を信仰と言っている。しかしかかるものはわれらのいわゆる信仰なるものとは全く異なったものである。健全なる信仰とは神のたまものである。「なんじらの信ずるは神の大いなる力の働きによるなり」（エペソ一・一九）。かかる信仰は人間の意志によって信ずるというよりも、神に信じさせていただくところのものである。自作的のものでなくて、天作的なものであるから、その信仰の性質は超自然のものである。その結果として、「神の力のきわめて大いなることを知る」ことができるのである。


  次にこの信仰は、「なんじキリスト・イエスにある信仰と愛とをもて、われより聞きしことばの模範を保ち」（二テモテ一・一三）とあるごとく、健全なることばが土台となっておらねばならぬ。「しかれば信仰は聞くよりいで、聞くところは神のことばによれるなり」（ロマ一〇・一七）。これは天地はうせるともうせざるいのちのことばである。これにさえ根拠を据えておりさえすれば堅固なものである。多くの人の信仰がぐらつくのは、神のみことばの知識がないからである。聖書にかく記されてあると、常にそれに頼む人の信仰は確かに健全である。


  次にこの信仰にとってたいせつなものは健全なる教理である。「されどなんじは健全なる教えにかなうことを語れ」（テトス二・一）。ある人は恵まれておりさえすれば、教理などはどうでもよいと言うが、教理は背骨のようなものである。かかる人は肉さえあれば骨がなくてもよいと言うのと同じである。この末の世においては、悪魔は種々美しきことばをもって多くの人々を欺かんとしている。彼はみことばをオブラートとして毒薬を包み、多くの信者に飲ましめんとしている。さればゆだんしてはならぬ。救いの教理でも、聖潔でも、神癒でも、再臨でも、よほどしっかりした教理に立っておらぬとごまかされてしまう。されば教理をいやしめてはならぬ。大いに尊重せねばならぬ。「また恥ずるところなき働く者となりて、真のことばを正しく分かち教えんことを務むべし」（二テモテ二・一五）。伝道者の責任はここにあるのである。信者が岐路に迷うのは、これを教える教役者が徹底的に教理を教えないからである。


  次に健全なる信仰とは、確固不抜の信仰である。「さまざまの教えの風に動かされず」（エペソ四・一四）とはかかる信仰である。ある人の信仰はうわ気である。珍しものずきであるために、いつも浮き草のように新説に動かされている。科学だ、哲学だ、時代思潮だなどと、いろいろなものにかぶれている。あたかも皮膚の弱い人がいつも時候の変わり目に風邪にかかるようなものである。かかる信仰ではとても霊界の難関を突破することができない。わずか一寸か五分しかない小さな魚でも、生命があるから激流にさかのぼって行けるように、健全なる信仰の持ち主はどしどしと進んで行けるものである。さればかかる人は進行いっぽうの信仰家である。かかる人は少しも退却しない。「神の義はこれに現われて、信仰より信仰に至れり」（ロマ一・一七）。信仰そのものは健康体であるから疲れることを知らない。ただ進み行くいっぽうである。さればいよいよ神の栄光を拝することができるのである。かかる人には憂色がない。いつも喜色満面である。かかる人はすなわち、「神の子を信じこれを知れり。全き人すなわちキリストの満ち足れるほどとなるまでに至り」（エペソ四・一三）とあるごとく、聖徒としての十分なる寸法に達するのである。この種の信仰に欠けておる人は、いわゆる霊界の一寸法師で、くじはずれ、落選の仲間になるのである。


  愛する兄姉らよ、かかる信仰におるやいなや、自ら省み、自ら試みる必要があるのではないか。主はこれを明らかになしたもうのである。（九月一一日）


  



  もっと宗教的なれ


  



  予はいつも汽車や汽船にて旅行する時に、好んで三等に乗ることにしている。これは予にとって、人間学を学ぶに何よりもよい機会であると思うからである。三等客は二等や一等の客と違い、ありのままであって、気どったり、てれ隠しのようなところが少ない。商人は商人、職人は職人とその立場を明らかにして話している。予はそれを見るたびごとに、宗教家はもっと宗教家らしくありうべきであると感ぜしめられる。


  「なんじらはキリストのふみなり」（二コリント三・三）。しかも公開された書である。それゆえなんぴとに読まれても恥ずかしくないものでなければならない。これについては、教役者または信者の区別なくどこにおいても、神第一の信仰を発表すべきである。


  しかるに近来諸教会の講壇は、いわゆる講壇で哲学者まがいのことをしゃべっている風がある。そこは教壇ではなく、もちろん聖壇と申すことはできない。教会は労働問題や社会問題について論議するところではない。キリストの福音を宣伝するところである。したがって伝道者や牧師は、昔の儒者か社会運動家のようになっている。伝道者の職責は、「彼キリストによりわれらをしておのれと和らがしめ、また和らがしむる務めをわれらにゆだねたまえり」（二コリント五・一八）とあるごとく、人の永遠の救いに関するものである。この職を忘却している者は、よろしく伝道界より退くべきである。伝道者自身が伝道者としての本領を没却しているから、その下に教養せられている信者までが、きわめて俗臭に染んで、聖徒としての価値がなくなっている。これ実に悲しむべきことである。


  彼らには敬虔な態度が薄く祈りの霊がない。キリスト教の伝道者でありながら、祈りを怠るような者は何の取りえもないものである。彼らがそうであるから、教会の中にも祈りの火が燃えていない。「わが家は祈りの家ととなえらるべし」（マタイ二一・一三）。


  一言にて評すれば、現今の伝道者は宗教家らしくなく、現今の教会は神を祭る家のごとくでないというに帰する。


  しからば教会の建物を殿堂のごとくに、伝道者の一見宗教家らしい服装をすればよいかというに、そんな外形のことで定まるものではない。これは心情の問題である。心中に聖霊を宿しておるならば、その人がよし労働服をまとっていても、神を敬う民なることが自然と現われる。要は生ける神を体験することにあるのである。かかる人は機会あるごとに、機会がなければ自らつくってでも主の福音の証しをするのである。かかる人にとっては祈祷は呼吸である。かかる人はどこへ行っても、「キリストを知るのにおい」（二コリント二・一五）をいださずにいられないのである。


  かかる光を与えられた者は、力を尽くしていっさいのものをもっと宗教的にすることのみ努力すべきである。神をあがめざるようなこと、またはその傾向のあるものは、ことごとく排除するという消極的なことにも力を尽くし、また積極的にもっと神を敬うことを修行すべきである。「神を敬うことを自ら修行すべし」（一テモテ四・八）とはこのことである。もし伝道者と教会がもっと宗教的になるならば、教会の門前に悲しめる者、病める者が群れをなして、祈りを乞うようになるに相違ない。


  世間を見よ。「飼う者なき羊のごとく、人々悩み、またちりぢりに」（マタイ九・三六）なっている。神の恵みを本式に伝えさえすれば、人々は必ず来たりつどうのである。しかるに諸教会は品切れのていである。彼らはパンを求めているのに石を与えている。なんたる惨事であるか。


  読者諸兄姉よ。われらの恵まれるといなとは、人々の救いに大関係があるのである。われらは立てられて主の証人にせられた。さればのっぴきならぬ立場におるのである。どうしてもよいかげんの信仰をもっておられない。もっと恵まれて「聖書に記ししごとく、その腹より生ける水川のように流れいずる」（ヨハネ七・三八）ようにならねばならない。主はわれらにこのことを期待しておられる。信ずればここに達しえられるとは感謝である。（一一月二七日）


  



  一九二五年（大正一四年）


  



  聖徒の覚悟


  



  「いまの世はあしし」（ルカ一一・二九）


  これは聖徒の社会観である。この状態は主が再臨なしたもう時まで続くのである。われらは決して世はますます改善しているという説に賛成すべきものではない。されどわれらは油断すべきではない。いかなることが今後起こるかも知れないような、恐ろしい時代にいるのであるから、平素より十分覚悟しておるべきである。例によって、左に個条書きをのせる。


  
    一、「義人は信仰によりて生くべし」（ロマ一・一七）。何よりも信仰第一にすること。

    二、「さまざまの教えの風に動かされず」（エペソ四・一四）、聖書を土台として、流行の思想にかぶれざること。

    三、使徒一一・二八～二九にあるような出来事は、近きうちに起こるに相違ない。されば昔の聖徒がしたように、心のしたくをすべきである。

    四、「それ衣食あらばこれをもて足れりとすべし」（一テモテ六・八）。富める者もこの程度に引き下がり、貧しき者は主が信ずる者をその満足するまで引き上げると心得、それ以上の要求をすべきではない。

    五、克己倹約は、未信者でも心ある者は努めている。まして主の民はどうしてぜいたくができようか。極度の節約をして、神と人とのために尽くすべきである。

    六、われは「地にありては自ら旅人なり、宿れる者なり」（へブル一一・一三）。さればイザという時には、いつでもどこでも行けるように身軽くしておくべきである。

    七、かの不法の霊を押えるところの聖霊（二テモテ二・六、七）に満たされて、悪魔に一歩もゆずらぬようにするために、不法と戦い、「悪と争い防ぎて、血を流すに至る」（へブル一二・四）べきである。さればいっさいのストライキに加担すべきではない。

  


  付言


  予は大いに感ずるところあり、平重盛の書いた「敬神勤王」の四字をコロタイプにし、それにこれに関した聖句を印刷したはがきをたくさんこしらえている。そして大いに同感の兄姉らに分かたんとしている。かくてホーリネス人は、世間にある左傾的なクリスチャンと類を異にした者なることを明らかにし、悪化せる思想、いなその陰にひそみいるサタンと戦わんとするものである。


  主はやがて再臨したもう。何もかもその時までである。されば聖徒はよろしくエペソ書六章にある武器をおびて、戦闘的教会の特色を発揮して、多くの人を救いに導びくべきである。（一月一日）


  



  教会のばけもの鑑定法


  



  「愛する者よ、すべての霊を信ずるなかれ。その霊神よりいずるやいなやを試むべし。多くの偽預言者いでて世に入れり。おおよそイエス・キリストを言い表わさざる霊は神よりいずるにあらず。すなわちキリストに敵する者の霊なり。この者のまさに来たらんとすることはなんじらが聞けるところなり。いますでに世におれり」（一ヨハネ四・一、三）


  われらは年来異端と俗化を教会より排斥することについて奮闘してきた。しかしいくら戦っても全世界をあげて全くきよくなるということは主の再臨までは不可能のことであると思う。「多くの者きよめられ、いさぎよくせられ、試みられん。されど悪しき者は悪しきことを行なわん。悪しき者はひとりも悟ることなかるべし。されどさとき者は悟るべし」（ダニエル一二・一〇）。願うところは、主に選ばれたる民はひとりも偽キリストの手に陥らぬようになることである。悪魔は六千年の経験を有している。されば「選ばれたる者をも欺くことをえば、これを欺くべけん」（マタイ二四・二四）としている。彼は聖書神言を信じまたは純福音を信ずる者をも、うまいぐあいに欺かんとして、あたかも同信の徒のごとく見せかけ、彼は霊界のカムフラージュをやって、巧みに変装するのである。これよりそのばけものの正体を暴露してごらんにいれよう。


  てっとりばやい鑑定法は、彼はその事業によってキリストをあがめないことである。その主導者の手腕、熱心、または人格ばかりが人々に認められ、慕われているけれども、当然あがめうるべきキリストがあがめられていない。かえって彼は無意識にキリストを覆い隠している。これ実に恐るべきことである。その中にはそれに気がついても、自己に人を結びつけることをもって得意がっている者もある。人気のある宗教家というものはたいていかかるやからである。キリスト教界にかかるばけものが横行するからうかつに人間をあてにするわけにはいかない。しかしかかる人の事業はたいていその人一代で消えてしまうようである。かかる場合、ばかを見るは、その人をあてにして寄り集まった連中である。万一のことがあると、ちりぢりバラバラになってしまう。


  ばけものの正体は、その取り巻き連によって知ることができる。多くの場合において、婦人を宣伝に使っているのは、たいてい怪しいものである。また権門富豪をバックにしているのも怪しいものである。ばけものを大げさに吹聴するものは病的な婦人どもである。また少し気ちがいじみた目じりの釣り上がった連中の宣伝にかかる宗教運動は魔物である。


  またみことばによらず、明確なる教理を土台とせず、感情いっぺんのものは病的のものである。かかる人々は、とかくしるしをあてにする。火が見えたの、声が聞こえたのと、とほうもないことをしゃべりたてる。はなはだしきにいたっては、はねたり、飛んだり、ころげたりすることをもって神のわざとなし、ただ異常な現象にのみ重きを置くのである。もちろん純宗教運動にもかかることはある。しかしそれのみを力説するところに魔物の働きがあるのである。聖書にある異火とはかかることを言うのである。


  金銭問題または異性問題について、不透明なところには、必ずこのばけものが棲息している。キリスト教界にも隠し田の神様のようなものがある。そんなばけものには一族の魔力がある。そんなばけものにかぎって、イヤにもったいぶったり、たくさんのお供を連れたり、堂々たる家に住んだり、豪華ぶりを見せている。


  それと反対に昔の聖者のごとく、身にボロをまとい、頭の毛を長くしたりして、俗人を驚かしているばけものもある。近来にせフランシスがたくさん現われてきた。そんな人をかつぎ上げる者もあって、その人の影にキリストの御姿が映っているなどと危険なことを言い出すようになる。かかる場合にはかつぐ者もかつがれる者も同罪である。かかるばけものは自分はばけものであると知らずにいるから、療治しにくいものである。まれにはわざと世人の崇拝を買わんとて、身を卑下している狡猾人もある。


  調べて見れば宗教界は百鬼夜行である。そして相応に信者を有しているから、世の中は奇妙なものである。しかし御名を借しみたもう主は、いつまでも彼らのばっこを許したまわない。（一月二九日）


  次に知るべきことは悪魔は神秘の衣に隠れて、幽玄不可思議なることを言いだすことである。たとえば死せる霊魂と交通ができるというようなスピリテズム（幽霊教）類似のことを説き、または聖書に明文がありもしないのに、死後にも救わるる道があるなどと言おうとし、あるいは祈った時に火が見えたとか、光があったとか、一種の声が聞こえたとか、いろいろなことを言って多くの人々を惑わしている。ヒステリー性の婦人や感情に走りやすい男などは、よくかかる説にひっかかる。予は霊界に不思議なる現象あることを信ずる。しかしそれがはたして神よりのものであるかいなやは静かに吟味する必要がある。数年前起こった方言騒ぎは、どれだけ多くの聖徒を混乱せしめたかしれない。彼らは聖霊のバプテスマを受けたる者は必ずそのしるしとして方言を語るべきものと説くのである。予は方言の賜物があることを信ずる。しかし現今の方言派の運動なるものは、一種の悪霊の働きである。日本にもこのばけものがそろそろねじり込んで来ている。しかもそれにひっかかる人の多くはまじめな信者であるから注意せねばならない。


  このばけものの特徴は、分かつ霊を働かすことである。彼らは自ら区別をなす者、また肉につける者にして霊のなき者なり（ユダ一九）。これがためにあるいは無教会主義を主張し、あるいは組織や制度を否定し、教えを施すところの主のしもべらを罵倒することをもって痛快がっている。そんなら自分らは何の群れにも属していないかというに、同志の者が相集まって一種の教会をつくり、他を排斥して自らをよしとしているのである。彼らはその矛盾に気づかずにいるから気の毒なものである。所属の教会に不平のある者は、このばけものの配下になって理想に達したかのごとく思っている。


  また預言の神癒を看板にして、しるしを求める者を引きつけているばけものもある。キリスト教界にも隠田の行者や浜口熊獄のごとき者が現われている。彼らは傲慢で人のどぎもを抜くような気合いじみた祈りをしたり、人を眼下に見くだして自己を高くしている。主御自身よりも主の賜物をもっと高調する者は、はじめは正真のものであっても、しまいには、ばけものにばけてしまうのである。かつてアメリカのシカゴにて、神癒のため驚くべく用いられたダウエーのごときはすなわちそれである。いったい自分は特に選ばれた器であり、他人よりもすぐれているように思うのがそもそも脱線の始まりである。いかなる場合においても謙遜はホーリネスの美である。これさえあれば、ばけものにばかされもせず、またばけものにもならない。


  ばけものの正体はキリストをあがめないことでわかると前述したが、また彼は性と金の問題については必ず不純であることを知っておかねばならぬ。これらのことについて純潔が保たれているところは必ず主の御霊のあるところである。


  左の条々はばけものを鑑定するのに参考となるべきものである。


  
    一、彼はコケおどかしに偉い建物を建てたがること。

    二、その金を集めるにあらゆる俗的手段をとること。

    三、彼は常にいっぷう変わったことをして、人々を驚かそうと腐心していること。

    四、彼は未信者に伝道することに努力せず、ただ他教会の信者を引き出すことにばかり努めている。

    五、彼はキリスト教の根本義を力説せずに、枝葉のことや部分的のことを力説して、片輪なキリスト教を伝えている。

    六、彼は神の導きという名のもとに、自家撞着のことを平気でやっている。

    七、彼はばけものであるから、変幻出没きわまりなく、その働きには少しもまとまったことがなく、ただ印象によって動き、その印象が神からか悪魔からか少しも調べることをしない。

  


  世は実に末であるから、「人を惑わす霊と悪鬼の教えとに心を寄せん」（一テモテ四・一）とすることが事実となっている。これはいよいよ激しくなることと思われる。かかることは、既設キリスト教会に対する不満のため起こるところの一種の現象であるが、しかし末の世には当然起こりくる病的宗教である。されば遠からずして雲散してしまうだろうと放棄しておくべき事柄ではない。これが対策としては説破と建設の二方面がある。


  説破としては健全なる教理と熱烈なる信仰をもって、その誤謬をただすことである。これは聖霊によって学ぶべきものである。建設の方面として、もっと生活の標準を高め、教理をば各自が徹底的に知ることと、明確なる霊的経験に深められることである。たいていばけものになったりばけものにひっかかる者は、教理においても経験においても不徹底な人々である。されば指導の任に当たっている人は、主より託せられし羊を教養するに非常の努力を要するのである。


  ああ純福音派も多事なるかな。外にある異教を破り、異端と俗化を防ぎ、しかして内から現われいでんとするばけものを駆逐せねばならぬ。ただ頼るは聖書と聖霊のみである。（二月五日）


  



  聖徒と政治問題


  



  われらは聖書の預言により政教一致する時代が来ることを信じている。「この第一のよみがえりにあずかる者は幸いなり。これよき者なり。このともがらの上に第二の死は権をとることあたわず。彼らは神とキリストの祭司となり、キリストと共に千年の間王たるべし」（黙示録二〇・六）。早晩この時代が来る。しかしこれは幾年後であるか知らないけれども、これはキリストの再臨後であることは確かである。


  今は聖徒は世を支配する時代ではない。今は教会時代である。聖霊はサタンが一方において働いている時に救われる者、きよめられる者を集めいたもう時代である。今のこの時代に政教一致の理想を見いだそうとするならば、大いなる失望陥るのみである。「いまの世は悪し」。されば完全なる組織や制度を見いだすわけにはいかぬのである。


  この信仰を有している聖徒は、政治問題について時を費やし、金を費やすがごときは実に愚かなことである。主は再び来たりたもう時までは、「カイザルのものはカイザルに返し、神のものは神に返すべし」。判然区別しておくことが必要である。主の御在世の当時は、ユダヤ国はローマの属国であった。ヨハネにせよ、主イエスにせよ、もし血をわかすような時事問題や政治問題をとらえて立ったならば、草の風になびくかごとく人々は彼らに従ったかもしれない。しかしヨハネをはじめ主の弟子に至るまでかかる問題を超越して、来たるべき神の国についてのみ語ったことは大いに学ぶべき点である。


  過日アメリカの教会同盟から、日本の教会同盟に依頼して、日米問題につける回答をうながしてきた。予らは一笑に付して返事しない。福音宣伝の使命をおびている教会は余計なことに口を出さぬがよい。政治のことについては為政者にまかせておくべきである。へたに口を出すならば、かんじんの福音宣伝に悪影響を及ぼす恐れがある。このほか婦人参政権だの、労働問題だのと、教会の使命以外のことにまで世話を焼いている者がいる。主の再臨の信仰なき者が、かかることに関係するが、われら純福音を信ずる者は主の再臨の時万物のあらたまることを信じているから、政治上いかなる変動が起こっても、決して騒ぎ回らないである。


  現にアメリカにあるホーリネス人は、政治上の問題については無関心の態度である。われらもかくありたい。無関心とはどうでもよいというのではない。陰では神のみこころのみがなるように熱心に祈っておらねばならぬ。


  テサロニケ前四・一七の携挙は間近くなっている。その後の出来事については、黙示録に示されてある世界未曽有の惨事が起こってくる。これは避くべからざることである。われらは携挙までは無事であってほしいと祈るものである。これ同族の救いのためである。もしこの真理が明らかになれば民族自決だの、人種平等だのと騒ぐことがなくなるのである。「おのおのその召されし時にありしところの分にとどまるべし」（一コリント七・二〇）。かくしておれば、人間の進歩がなくなると言うか。われらには主の再臨という大希望がある。それからあとは個人、社会も国家も、世界もいよいよ進歩することと信じている。その時まではわれらは現状に満足しているのである。（九月一〇日）


  



  金銀は我になし


  



  「ただ我にあるものを汝に与う。ナザナのイエス・キリストの名によりて立ちて歩め」（使徒三・六）


  昔の聖徒は正直であった。金が無いから無いと言った。しかし今の伝道者は無くてもあるような風をして、世間体をつくろっている。まず伝道者の服装を見よ。とても収入の少ない教役者とは見えないような風をしている。彼らはフロックコートを着なければ人にバカにされる。木綿の衣服では人前に出られぬように思っている。彼らは人品が衣服で定まると思っているらしい。また教会の信者たちも、牧師が粗末な風でもしていると、教会の威信にでもかかわるように思っている。外出する時は、二等か一等で旅するはずのものと心得ている。彼らは世人の前に、金銀は我になしと言うことを死ぬほどつらく思っている。


  ああ、災いなるかな、見栄坊の牧師と、世の歓心を買わんとする教会。彼らにはキリストのいのちでなく金がいのちである。彼らは金がなくなれば、陸に打ち上げられた鮒（ふな）のごとくたちまち死んでしまう。されば彼らはあらゆる手段を尽くして権門富豪に媚び、いかにもして金にありつかんとしている。しかして少しにても金が手に入るならば、慈善事業だの、社会奉仕だの、矯風事業だのとふれ回って、霊界の心霊的乞食に一時の助けを与えて得意然としている。彼らは香油を「銀三百に売りて貧しき者に施さ」（ルカ一二・五）んと申し出たユダのやからで、主を喜ばすよりも人を喜ばすことにめざとい連中である。


  すべてのキリスト教会は、金銀は我になし、と大胆に臆面もなく言い出しうるようでなければならぬ。しかしかく消極的に言いうるのみではなく、我にあるものを汝に与う、と言いうる積極的勇気と信仰がなければならない。


  金さえあれば何ごとでもできると思っている連中は、ペテロのこのことばに耳を傾くべきである。伝道界に必要なるものは金ではなく信仰である。頭で合点したのみの信仰ではなく、立って歩めと言いうるところの、役に立つ信仰である。金もなく、この信仰もなければ無用の長物である。


  わがホーリネス教会はある教派のごとく、借金をしても、その面目を保つようなことはしない。これに金銀はなしとは天下周知のことである。しからばどうして生存しているか。ただ信仰あるのみである。人々は実際救われ、きよめられ、いやされているから必要だけは満たされているのである。もしこの信仰がなくなれば、この教会は自滅するのみである。人もしホーリネス教会が繁盛するについて、何か秘密があるかと問われるならば各自が体験しているところのもの、すなわち「我にあるもの」を神の力により、信仰によって提供するからであると答えるのみである。


  金はないようであるものである。これは信仰がなくても手に入れうる。しかしこの生ける信仰だけは神のたまものである。これはだれのふところをもあてにせず神に求めなければならぬ。よく祈る者のみがこの信仰を得ることができる。この信仰をもって立つ時には、ペテロの場合のごとく、ひとりの神癒によって五千人も救われるという奇跡が起こるのである。（一〇月二二日）


  



  非ユダヤ人運動に惑わされるな


  



  全世界に散っているユダヤ人はわずかに千五百万人であるが、あらゆる方面において世界を動かしている。されば彼らを目して、世界の平和を乱す者であるという非ユダヤ人運動はますます激しくなっている。わが国にてその種の本が多く出版されている。


  ユダヤ人だとて人である。その中には危険人物もあろう。しかしその大多数は旧約聖書をそのまま信じて、メシヤの来るのを待ち望んでいる善良の民である。危険者は聖書を否定するモダーニスト（近世派）にあるのである。さればいろいろの著書や風聞に動かされず神の選民のために祈り、その救いのために最善を尽くすべきである。これは主の喜びたもうことである。（一二月一〇日）


  



  一九二六年（大正一五年）


  



  神社は宗教にあらざるか


  



  これは久しい以前よりの問題である。当局者は神社は宗教でないと言明している。本紙としてはその是非を論ずることはできない。しかし宗教学の見地より論ずることはさしつかえない。


  日本の仏教はインドのそれとは異なり、一種変態のものである。たとえば祖先崇拝のごときは純仏教から離れたものである。仏教家のうちにある仏壇のごときは、仏式によれる祖先崇拝のために設けられたものである。もし人ありて仏壇を祖先崇拝のためであって、宗教ではないと言う者があれば、われらはその愚かを笑うものである。祖先を尊ぶということはけっこうなことであるけれども、それに供え物をなし、それに祈願するようになるならば宗教である。


  かくのごとく神社に祭られている人は、いかなるものであっても、それに向かって宗教的儀式を行ない、雨乞い日乞い、戦勝祈願、その報告、その前において宣誓などをするならば、世間はなんと申しても宗教学の見地から、それを宗教と見なすのが当然である。


  いったい何かを本尊となし、その神体だとか分霊だとかいうものを尊崇祈願の対象としているものはみな宗教である。よしそこに何の偶像らしいものがなくて、空に向かって祝詞（のりと）のごときことを申しても宗教である。また現に生きている人間に向かって、普通のあいさつを越えて神仏に対するような礼拝をするなれば、それは宗教である。


  われらは敬意と礼拝とを区別している。敬意ととなえて宗教的儀式に従えば、それは礼拝である。特別な宗教的儀式によらなくても、たとえば太陽に向かって敬意を表するために首をさげるならば、これは太陽崇拝という宗教になる。


  かく普通宗教と認めているものの定義から申せば神社は宗教でないと言えないのである。これは今後とも大いに研究すべき問題である。（六月一〇日）


  



  リバイバルは必ず来る


  



  キリスト教会の歴史はリバイバルの歴史である。これを調べて見ると、リバイバルがある間はたましいが救われ教会は燃えている。しかしそれがなくなると教会は堕落し、その影響は普通の法令にまで及んで全体が腐敗するという有様になっている。そうなると宗教は社会から無用物またはやっかい視せられるのである。「塩もしその味を失なわば……用なし」（マタイ五・一三）。われらはメキシコ政府の天主教に対するやりくちをもって正当とは認めない。しかし生命もなく、火もない教会があんな目にあうのは当然である。リバイバルのない教会は、鰹節（かつおぶし）のだしがらのようなもので犬も食わなくなる。


  御名を惜しみたもう神は、キリスト教会をつぶれ切れにしておきたまわない。あるいは聖霊に満たされた個人により、あるいは恵まれた団体を起こして純福音を擁護なしたもう。さればわれらは日本の諸教会は行き詰まりの体であっても決して悲観しない。神は必ずリバイバルを起こしたもうことと信ずる。すでに手ほどの雲があちこちに見えている。そこで予は左に心得るべきこと数か条をあげて聖徒の参考に供し、ともに力を合わせて祈りたいものである。


  
    一、まずヨエルの預言に基づき、主の再臨前に必ず大リバイバルが起こるものと信ずること。

    二、今日までの教会歴史には、幾度もリバイルがあったことをしるし、それが民族地理の区別によらざること。

    三、これが聖書をそのまま信じ、ひたすら祈る者の中にのみ起こりしことを信ずること。

    四、またこれは教会の内部も社会も腐敗し、行き詰まった時に起こったものであることを知ること。

    五、リバイバルの起こるまぎわには、あちこちにそれを呼び求める声が聞こえること。これは時代の要求というよりも聖徒の要求である。

    六、これを妨げるものはもちろん悪魔であるが、同信の聖徒が一致せずにいること。されば相結合しうる者は一刻も早く結合して、その範囲をいよいよ広くすることに努めること。

    七、日本のきよめ派の人々は、リバイバルがどこかの教会に起こるだろうと思わず、自分たちのうちに必ず起こると信ずること。

    八、リバイバルの結果を自己の手におさめようとする私心、自己の祈りによってこれが起こったように思う高慢心、これらがその火を消すものとなる。将来のことはいっさい主の御手に託して立ち上がること。

    九、これは教役者によってのみ起こるものではない。いままで信徒によって起こったことが多い。われらはユニバーサル（普遍）のプレストフッド（祭司職）を信じて、僧俗の区別を立てざること。

    一〇、教役者または信徒を問わず、各自はその火の燃ゆるためには、自己をたきぎとして新たに神にささげること。これをただちに実行せよ。

  


  もし何派の人を問わず、これに従うならば、必ずリバイバルが起こるに相違ない。ハレルヤ、現に主は小規模ながら、その火を燃やしつついたもう。


  主は近きうちに再来したもう。その時日本より携え上げられる者が、千々万々で数え尽くすことができぬようになるならば、なんと栄えあることではないか。聖徒らよ、努力せよ。（九月九日）


  



  世界中で最も富めるパレスチナ


  



  神がイスラエルに与えたもうたパレスチナは、昔は実際良い地であった。「なんじの神エホバなんじをして良き地に至らしめたもう」（申命記八・七）。しかるにイスラエル人は不信のために全世界に散らされて、今は世界のあちこちでユダヤ人と言われて諸国民より嫌われている。


  かのパレスチナは過去数千年の間種々の国民に荒らされた。しかし掠奪されたものはイスラエル人の金銀宝石のみで、地そのものは依然として海と砂漠で保護せられて今日に至った。あたかもエジプトのツータンカーメンの墓が砂の中に埋まっていて、墓どろぼうに見つからずにいたが、ついに近ごろ発掘せられて、エジプト古代の粋が世人に見られるようになったごとく、パレスチナも神の告げたまいしごとく、富める地であることがわかってきたとは驚くべきことである。


  「なんじらが進み入りて得んとする地は、なんじらが出で来たりしエジプトの地のごとくならず。かしこにてはなんじら種を蒔き、足をもてこれに水注げり。そのさま青物畑におけるがごとし。されどなんじらが渡り行きてうるところの地は、山と谷の多き地にして、天よりの雨水を吸うなり。その地はなんじの神エホバの顧みたもう地にして、年の始めより年の終わりまで、なんじの神エホバの目常にその上にあり」（申命記一一・一〇～一二）


  かの地は長らくの間、このみことばのごとくではなかった。しかし近ごろはふたたび雨露が降って、耕作によくなっているとのことである。ついには「その日、山に新しき酒したたり、岡に乳流れ、ユダのもろもろの川に水流れ、エホバの家より泉水流れいでてシッテムの谷に注がん」（ヨエル三・一八）とある預言どおりなることと信ずる。


  今のパレスチナだけではユダヤ人が残らず帰ってしまっては狭くていられない。しかし神がついに砂漠にサフランの花咲くようにすれば、イスラエルの住まう地は三十万哩四方のものとなり、今のパレスチナの二十五倍になるとのことである。さすればいま世界にある千五百万人のユダヤ人が帰って行っても大丈夫である。


  今ユダヤ人は非常の努力をもってパレスチナを豊沃の地としようとして、近代科学を応用して盛んに改善に従事している。かの死海にある鉱物の利益だけでも八十億円あるとのことである。塩だけでも八億トンあるとのことである。そしてその水からとれる硝酸塩は一トン三十円に売れ、ヨーロッパ相場の半額だとのことである。またかの海よりとれる燐石だけでも、豊かにパレスチナをもとの豊沃に復し、ついに「その荒野をエデンのごとく、その砂漠をエホバの園のごとくなし」（イザヤ五一・三）うる材料がそのうちに満ち満ちているのである。


  また預言によると、ユダヤ人は大いなる富をもって帰り行くとある。「そは海の富は移りてなんじにつき、もろもろの国の宝はなんじに来たるべければなり。……また彼らの金銀をともにのせ来たりて、なんじの神エホバの名にささげ、イスラエルの聖者にささげん」（イザヤ六〇・五、九）。シオン党の調査するところによると、ユダヤ人はすでに六千万円を持参して行ったとのことである。なにせ世界の富の三分の二を有していると言われているユダヤ人のことであるから、彼らはもしその富をかしこに集めるならば、富の中心は英国ロンドンだの、米国ニューヨークだのと騒いでいるけれども、いましばらくにして富の中心はエルサレムとなるに相違ない。されば患難時代に現われる偽キリストが、かしこに根拠をすえるのも無理からぬことである。


  帰国したユダヤ人にとって、いちばんやっかいな問題はアラビア人である。しかしこの富の力の前には貧乏なアラビア人はとてもかなわない。ついにかしこをのかざるをえなくなるであろう。そしてアラビアの野はもちろん、スリアのほうまでもユダヤ人のものになるに相違ない。


  しかしこの富のためにユダヤ人はひどい目にあわされるのである。「かの人の住むに至れる荒れあとを攻め、またかの国々より集まり来たりて地の真中に住みて群れと宝を持つところの民を攻めんとす」（エゼキエル三八・一二）。この民とあるのはイスラエル人である。地の真中とはアジア、アフリカ、ヨーロッパの三大陸の中心たるパレスチナである。これを攻めるものはロシア人である。「なんじすなわち北のはてなるなんじの所より来たらん」（同三八・一五）。「しかしてなんじわが民イスラエルに攻め来たり、雲のごとくに地をおおわん。ゴグよ、末の日にこのことあらん」（同三八・一六）。ゴグとあるのは北のロシアである。


  しかしこれは患難時代に起こるので、イスラエル人は目ざめ、ついにその富をもってエホバに仕えるようになるのである。世の多くの人々は預言の知識がないから、なぜあの金もうけに巧みなユダヤ人があのパレスチナに目をつけているかを知らずに、かえって潮笑している。世の政治家も経済学者も宗教家も、かしこに目をつけなければならぬ。かしこは世界の富の中心となり、政治の中心となり、ついに神の都となるのである。


  われら日本国民としても、いたずらにユダヤ人を危険人物視している頑迷者流のことばに迷わされず、この神の摂理の御手が動いていることを見、いち早くユダヤ人と親交を結ぶように努むべきである。


  予は信ずる。日本にいくらもヘブル語を解す学者がある。ある人は死に学問をしたように思っているだろうが、パレスチナでは古代のへブル語が復興しているから、日本のへブル学者は大いに役に立つ時が来る。これは商業や国交の点から見ても有益なことである。（三月二五日）


  



  一九二七年（昭和二年）


  



  聖書を重んぜよ


  



  われらは聖書を尊ぶ。しかし偶像教徒が大般若経や法華経を拝しいただき、これを病人につけると病気が直るというような意味で重んずるというのではない。これを神のみことばとして大切に扱うというのである。


  聖潔派の中には近世主義者のように、聖書に誤りがあるなどと説く無礼者がないと信ずる。しかし聖書をむぞうさに扱いつけているために、うっかりすると敬意を欠くようなことがないともかぎらない。


  いったい宗教的用語でも、聖句でも、これを用いる時にふざけ半分に言うてはならぬ。日本人には従来の宗教が無力のために、こっけいの材料にせられて来た風がある。たとえばお酒あがらぬ神はなし、地獄の沙汰も金次第ということばである。キリスト教にもこれに類したようなことがある。これ実に注意すべきことである。


  いちがいには言えないが、日曜学校の教師たちの中には、まじめな聖書の物語を、おとぎ話式に語っている者がある。おもしろく生徒たちに聞かせようとするところから出ているのであろうけれども、教師らの喜劇式の態度または講談師風の話のために、聖書の尊敬を損じているようなことをまま見受ける。これは断じていけない。ホーリネス人は率先してこれを矯正せねばならない。子供らが大きくなって聖書の高等批評をなし、近世主義者になるのは、日曜学校時代に神のみことばに対して不まじめな態度を見せられるのも一つの原因である。


  聖書に「われこのふみの預言のことばを聞く者に証しをなす。もしこのふみの預言のことばに加うる者あらば、神このふみを記すところの災いをもてこれに加えん。もしこのふみの預言のことばを削る者あれば、神これをしてこのふみに記すところのいのちの木の実と、きよきまちとにあずかることなからしむ」（黙示録二二・一八、一九）とある。されば聖書によいかげんを加えることは大いなる罪である。また「聖書をしい解きて自ら滅びに至るなり」（二ペテロ三・一六）とある。迷信に陥る者はみなかかることをする連中である。されば聖書に加うることも削ることもすべきではない。


  また世間の怪しげなる神学者が言うような、モーセの神観だの、パウロの贖罪観だのと、聖書には種々の異説があるように言うのは、そもそも間違いの原因となるのである。誰だの、彼だのと言う必要はない。神がかく仰せられた。キリストがかくのたもうた、でよいのである。なぜならば、「聖書はみな神の黙示」（二テモテ三・一六）であるからである。


  親は子供がご飯の時に行儀を悪くし、ふざけちらすならば食べさせない。かくのごとく、聖書に対してふまじめな者に、神はいのちの糧を与えたまわない。いまやキリスト教会はただ食いばかりして、正しい食物をとらせないから、その健康を害し、成長が止まっているような状態である。これはみことばを尊敬しないための罰である。


  バイブル・クリスチャンと言われているホーリネス人も、いまのうちに気をつけて行儀よくみことばを食することをしなければ、諸教会のようになってしまうから、大いに目ざめなければならぬ。聖書を重んぜよ。これ神を敬う道である。これは転ばぬ先の注意である。（五月一九日）


  



  サマリヤのリバイバル


  



  このリバイバルは使徒行伝一章八節にあるペンテコステの恵みを受けてからのちに順序として起こるところのものであった。その順序にしたがい、ついに地の果てにまで及ぶようになったのである。


  これは突如として起こったものではなかった。それには原因があった。蒔かぬ種は生えぬ。信仰は聞くより出る。サマリヤのリバイバルをば、単にエルサレムの一波動と見るべきではない。それ以前からきざしがあったのである。


  ヨハネ伝四章にあるように、主がかしこにおいてひとりの婦人に個人伝道したことが遠因となっている。その結果として、今度はその婦女個人の証しがあり、「証しせしことばによりて、その町のサマリヤ人多くイエスを信じたり」（同四・三九）とある。かく信じたところの人々が、かのリバイバルの下地となったに相違ない。その後またステパノによって起こりし迫害のため、「使徒たちのほかはみなユダヤとサマリヤの地に散らされたり」（使徒八・一）「散らされたる人々旅して……道を語る」（同一一・一九）とあるから、必ずやサマリヤにおいて伝道したに相違ない。そういう土台のあるところに、ピリポが行って特別集会をしたので、火の手があがったのである。しかもピリポの伝道は、現今あちこちにあるような思想を述べるのではなかった。きわめて実際的のものであった。「多くの人々ピリポが行なえる不思議なるあとを見聞きして……つつしみてその語ることばを聞けり。そは汚れたる鬼大いに叫びて、そのつけるところの多くの人より出（い）で、また、中風およびあしなえの人も多く癒されたればなり。これによりてこの町に大いなる喜びありき」（同八・六～八）。このリバイバルが純粋のものならば、かかることが当然起こるべきである。


  予はこのリバイバルに基づいて大いに注意したいことがある。大々的の伝道会でも開くならば、大リバイバルが起こると思うのはもはや古くさい伝道法である。どうしても個人が個人に伝道するということが土台となっておらねばならぬ。これが下地となっているところに特別な集会でも開くならば、その効果見るべきものがある。これに目が開けずに仕掛けばかりを大きくやっても、またはすばらしい会堂を建てて見ても、それでたましいが救われるものではない。まず個人個人が恵まれ、満たされ、個々のたましいを愛する熱情に燃えて活動するようにならなければ、よし世界的に有名な伝道者を招いて大伝道会を開いても、効果が皆無とは言わないが、あまり多くはないものである。


  なお知るべきことは、真のリバイバルに神癒が伴うものである。くだらぬ社会問題や思想問題について話したとて、決してたましいは救われはしない。昔時サマリヤにあったように、病人 が癒され奇跡が行なわれるならば、論より証拠で、人々はまのあたり神の御力を見るのであるから、多くの人々が神を信ずるようになるのである。諸教会がこれに気がつかずにいるのは、不信仰によって心の目が鈍くなっているからである。


  われらの巨大救霊運動が正しい動機により、正しい方法によってどしどし実行されるならば、サマリヤに起こったように、神の超自然的みわざが現われるに相違ない。われらはこれがために祈り、また尽くすべきである。（八月四日）


  



  信徒よ決起せよ


  



  伝道はますます忙しくなって来た。とても伝道者ばかりでは間に合わなくなっている。されば教役者の免状有無にかかわらず、普通の信者であっても奮起しなければならなくなった。


  宗教法案が議会に提出された時に、信徒の伝道が阻害せられはせぬかと、一時心配であった。ゆえにわれらは力を尽くして、その不通過を神に祈り、またこれがために運動した。なぜならばかかる制限は、非聖書的であり、また時代錯誤であるからである。教権万能は非聖書的である。神の恵みを受けたものは、なんぴとでも証しをなすべきである。神は祈祷に答えたもうて、あの法案が通過しなかったけれども、信者の多くは不信仰のためにあの法案が決議になったかのごとく、黙しているから油断がならない。また教役者中にも、信者のくせになまいきに伝道するなどとおこがましいと言わんばかりの顔をしている者もある。これ実に主のみこころをわきまえぬ連中である。


  伝道は職業的伝道者の独占ではない。救われた者ならばなんぴとでもなすべきである。新教教会の今日あるは、おもに信徒の運動の結果である。主が「われを信ずる者は聖書に記ししごと く、その腹より生ける水川のごとくに流れいずべし」と仰せられたのは、教役者のみに仰せられたのではない。一般信者に申されたみことばである。かく流れ出ることが伝道である。


  されば恵まれた者は形式がどうであろうが、やりくちが違っていようが、これらに頓着なく、どしどしと自分の家を解放するなり、路傍なり、どこでも所（ところ）きらわず伝道すべきである。何も袴（はかま）をつけたり講壇を設けたりする必要はない。何も説教者らしい口調をまねる必要はない。率直そのまま主が自分のためになしたまいしことを語ればそれでたくさんである。聖書中に示されたことがあるならば、聖書にかくありと告げさえすればよい。伝道は戦争である。切羽詰まった戦争である。上品ぶっておられない。あたかも米国の独立戦争の時のごとく、銃器のない人は斧や鍬をもって出かけたように、またダビデが着なれないサウルの兜を捨てて、手なれた石投げ器をもってゴリアテに向かったように、最善を尽くして戦うべきである。何よりの武器はエペソ六・一八にあるごとく祈祷である。これは信仰ある者にはなんぴとにでもできる。教役者の化粧たっぷりの祈りよりも、信徒が真心こめて祈る祈りに神は答えられ、救わるる者、病から癒される者が多く起こる。


  同信諸兄姉よ、この七千万の大衆をどうすればよいか。教役者にばかりまかしておけるか。主は近し。何はともあれ彼らは行って福音を伝うべきではないか。諸兄姉はむろん金を出して、伝道者の伝道を助けているに相違ない。しかしそれだけでは足りない。自ら行って福音を叫ばねばならない。


  このたびの百万救霊運動は教役者の運動と申すよりも信徒の運動と申してよい。この運動の成否は一に信徒の努力いかんによって定まることである。されば諸兄姉よ、自ら進んで戦線に立たれよ。このたびの戦争における高見の見物をしている者は必ず呪われる。（九月一五日）


  



  われらが社会事業に関係せざる理由


  



  社会事業なるものはきわめて俗受けのよいものである。キリスト教会がもしこれを標傍して立つならば、未信者までも同情して金を出すようになる。その筋でももしキリスト教会の便宜を計ろうとすれば、教会がかかることに努力しているからである。その関係者が勲位でもいただくことがあるとすれば、それはキリストの救いを宣伝するがためではなく、社会事業や何かの慈善事業、または教育事業に関係するからである。


  社会事業そのものは善事である。しかし何よりもたいせつな福音教化に従事する者にとっては、それはあまりに閑問題である。人類にとっての緊急問題は、人が死ぬと永遠の滅亡に行くということで、その人を罪から救うのが何よりの急務である。他にどんな問題であっても、これ以上の問題はないのである。


  さる夏軽井沢において賀川豊彦氏がアキスリング氏の通訳によって演説されたうちに、ある団体では社会事業に立ち触れるなとその教役者に命令しているが、それは大いなる誤りであると申されたとのことである。ある団体とは無論われらのことに相違あるまい。


  われらはわが教会の人々が社会事業に関係することを禁じていない。会員が農業に従事しようが、われらはかまわない。善事ならなんでもやるがよい。ただ教会として、また教役者として、そんな閑事業に未信者でもなしうる仕事に関係すべきでないというのである。余力あらばわれらも喜んでやる。しかし救霊があまり忙がしいので、そんなことに金と時と力を出しておられないのである。われらは伝道を第一義と心得ている。それがために社会に没交渉であるなどと言われても、なんとも感じない。さればある立ち回りの上手な伝道者のように、社会的福音というようなぬえ的キリスト教は説きえないのである。


  いったいあの人々とわれらとは信仰の根本が違っている。すなわちあの人々は社会というものが人間の努力によって改善せられ、ついに神の国となるものと心得ているのである。されば社会だの組織だの制度だのといううわべのことにのみ力こぶを入れているのである。われらはそれと反対に、キリストがこの世に再臨したまわなければ社会も世界も根本的によくならないと信じ、その準備として人ひとりびとりが救われ、またその心までもきよめられて神の国に入りうる人をつくることに思いをこらしているのである。あの人々はこの世は進化して漸次によくなるものと信じ、われらはこの世はますます悪化すると信じて、ひたすら主の御再臨に目をつけているのである。


  もし教役者でなくとも、われらの群れのうちにあの人々のような思想を持ち、キリストが再臨しなくても、いわゆる社会的運動によってこの世に神の国ができると信ずる者があるならば、われらはこの人をわが教会の会員としておくわけにはいかぬのである。なぜならばその思想は、われらの信仰と衝突するからである。しからずして単に生活のために、それらの仕事に従事することであるならば、われらは戦争は好きではないけれども、軍人であることがわが教会の会員であることにさしつかえにならないと同じ意味で、その人の仕事に干渉することはしないのである。


  願わくば何ごとをするにも、人を喜ばすことでなく、神を喜ばすことに一意専心努めたいものである。


  



  いわゆる聖書的


  



  論ずるまでもなくわれらは聖書的キリスト教を信じている者である。すなわち聖書をば創世記より黙示録まで、ことごとく神のことばとして信じている者である。しかし世には聖書的であると言いながら、きわめて非聖書的な者がある。われらはこれを霊のわきまえによって見破ることが必要である。そうでないと、聖書的であるという名のもとに、十ぱ一からげ、何もかもいっしょにせられるきらいがある。


  たとえば教派を否定する団体があって、教会の名は聖書的にキリストの教会とか、神の教会とせねばならぬと言いながら信仰は新神学同様なものである。彼らは名さえ聖書的でありさえすれば、内容はどうでもよいというやからである。われらはその反対に名は符諜であるから、どうでもよい、信仰が聖書的であればよいというのである。


  また聖書をことごとく神のことばであると信じながら、聖潔を信ぜぬ者もあり、神癒を信ぜぬ者もあり、主の再臨に反対する者もある。かかるやからは聖書的を看板にしているだけで、その信仰の内容はきわめて不徹底である。聖書は聖霊の指導のもとに信ずべきものである。しからずば、有名無実の正統派になってしまう。フレッチャーの言ういわゆる死せるオルソドックスとは、このことを言うのである。


  また聖書はデスペンセーショナル（時代的）の光をもって了解せねばならない。律法の時代にあったものを、恵みの時代にあてはめるわけにはいかない。セブンスデー・アドベンチスト派は、この光がないから土曜日安息日を主張するのである。台湾の安倍兄の手紙によると、過日東台湾の諸教会を撹乱しているところの、中国渡来の真耶蘇教では、一夫多妻が聖書的であると、モルモン宗のごときことを申しているとのことである。これは時代的研究なるものがわからぬからである。かかる連中は旧約に逆行して割礼を主張するようになるかもしれない。さればいちがいに聖書的ということばにだまされるようにせねばならぬ。いったい聖書の文句や文字に拘泥しているのは、儀文にとらわれているのである。「彼われらをして新約の仕え人となるに足らしむ。儀文に仕うるにあらず、御霊に仕うるなり。そは儀文は殺し、御霊は生かせばなり」（二コリント三・六）。いっさい戒めの書をキリストとその十字架によって廃せられたものである（コロサイ一・一四～二二）。われらはその精神さえ守ればよいのである。その精神はすなわち天来の愛である。「このゆえに愛は律法を全うす」（ロマ一三・一〇）。


  いまは末の世である。悪魔は巧みに二様に働いている。聖書を重んじない者に対しては、科学万能をもって向かい、聖書を重んずる者に対してはにせキリストの本性を現わして、その毒を聖書的という表皮に包んで飲ませんとしている。されば大いに警戒せねばならぬ。


  要するに全き愛に一致しないものは、名は聖書的であり、正統派であると申しても、ことごとく悪魔来のものであるから、ことごとく排斥すべきである。「かのともがらは偽りの使徒、また偽りを行なう者にして、キリストの使徒の形に変じたる者なり。これ珍しきことにあらず。サタンも自ら光の使いの形に変ずるなり」（二コリント一一・一三、一四）。


  



  一九二八年（昭和三年）


  



  リバイバルのない教会


  



  キリスト教会はその当初よりリバイバル教会である。これは聖霊が働いていたもうという証拠であり、また生きている証拠である。さればリバイバルのない教会は死んでいると申してもよい。


  ニュージーランドにキリスト教が宣伝せられてから百年以上になる。私は幾度か当国のキリスト信者に向かい、この国において白人またはマオリ人の間にリバイバルが起こったことがあるかとたずねた。彼らは異口同音にそんなことがあった例がないと答えた。私はこれをもって当国の教会の霊的状態をぼくするとは言わない。しかしその一端を知ることはできると思う。なぜなればリバイバルは使徒伝来の教会の特色であるからである。使徒伝来といえば教職の按手礼や儀式のようなものであると思っている人があるが、決してそんなものではない。それはペンテコステ以来のリバイバルである。これ伝統的のものである。


  多くのキリスト信者のうちにはリバイバルのあることだに知らぬ人が多い。小さい意味におけるリバイバルはどこにでもあるだろう。私の言うのは大きな意味のもので聖霊の大風的活動をいうのである。ある人はこれを卸し売り的な伝道であるとまぜっ返す。なんとでも評するがよい。神は今日に至るまで幾度かかかることをなしたもうて行き詰まった教会を覚醒なしたもうた。


  大風は国土にとりて必要である。もしそれが起こらぬなれば、空気は腐敗して生物や植物に大いなる害を与える。リバイバルの教会におけるもまた同じである。この天来の大風によりて神は教会の空気を一新なしたもうのである。大風はある一方にはなはだ熱き所が生ずる時にこれに向かって走る寒冷なる空気が行く時に生ずる現象であるが、霊界にも同じことがある。熱烈な祈祷がささげられるところに大いなるリバイバルが起こる。祈りの空気が濃厚であればあるほど大いなるものが起こるのである。祈りなしにリバイバルが起こった例がない。祈る教会が生きている教会であるとすれば、祈る教会にはリバイバルが必ずあるべきである。


  さればリバイバルなるものを知らない教会は、よろしく主の前にありてこのことのために祈るべきである。いたずらに不信仰の者の口から出るリバイバルの弊害などには耳を傾けず、聖書式のリバイバルのために祈り求むべきである。


  日本の教会は私が今いる国の教会とは違い、幾度かリバイバルを経験した。しかしそれは過去に属している。私の願うところは新たなるリバイバルである。末の日における大リバイバルである。どうかすべての教会をして、すべての民をしてその恩沢にあずからしめたいものである。


  願わくは故国の兄弟姉妹よ、これがために祈れよ。もし日本に大リバイバルが起こるなれば、全世界の聖徒らはその恵みにあずからんとして集まって来るに相違いない。かくしていながら全世界の民に証しをなし、主の来るのをいくぶんにても早むることができるなれば、実に偉大なることである。私は主の栄光のためにこれを切望するものである。（ニュージーランドにて）（二月九日）


  



  救うために救わる


  



  奉仕のために救われたり（セイブド・トウー・サーブ）という語があるが、これは救われたる者の心得ておくべきことである。神に奉仕する身となるとは人間にとりて驚くべきことではないか。しかり、これ以上の高潔なる奉仕なるものはない。


  この奉仕はいかにして実現するか。神の御旨を行ない、神の喜びたもうところのことをなすことによりて現われる。これは他人のたましいを救うことによりて現わるるものである。そこで私は救うために救われたりという語をこれから使いたい。もし救いを握っているクリスチャンにこれがわかるならば、その人の態度が一変することと信ずる。これがためには主の御選びをいただいたことを知り、また信者各自の使命がなんであるかを知ることができると信ずる。救われたる者の使命はともかく証しすることである。これは伝道者という特種階級の人々のみがすることではなく、救いを握っている人であるならばなんぴとでもなすべきものである。新約時代になってから「この約束はなんじらおよびなんじらの子孫またすべての遠き人、すなわち主たるわれらの神に召さるる人々につくなり」（使徒二・三九）とあるから、主に召され聖霊を受けた人であるならば、その結果として証し人となるのは当然である。したがって「和らがしむることばをわれらにゆだねたまえり」（二コリント五・一九）とあるから、救霊の聖職をも神が信者に与えたもうたのである。これは実に特権である。


  しかるに、ああ多くの信者はこの特権を無視している。人が救われようが、救われまいがわれ関せずとすましている。かかる人はそのままでいるならば神の裁きを免るるわけにはゆかない。「その悪人はおのが悪のために死なん。されどその血をばわれなんじの手に求むべし」（エゼキエル三・一八）。これをもって見れば、他人を救わざるために自己の救いまで失うようなことになるのである。ああ伝道しないということは恐ろしいことである。


  日本の伝道が遅々としてふるわないのは、信者にこのことの自覚がないからである。伝道を伝道者の手にゆだねて、自分らは指一本も触るることをしないというありさまである。教会の不振もむりならぬことである。その原因は教役者にもある。なぜならばそうするように信者を養成しないからである。いまさら教役者を責めたてて見ても間尺にあわないから、まずこのことについて目ざまされた信者たちは遅まきながら、他人を救うため奮起すべきである。


  わが国の教会の現状を見られよ。救いを望んでいる人があまたあるのに、これに救いの道を示す人は実に払底である。教役者はずいぶんたくさんある。しかしその多くは遊び暮らしている。彼らのリバイバルを望むことは切実であるけれども、彼らがリバイブされるまで待っておられない現状である。これはどうしても一般信者の覚醒を先にせねばならぬ。今日に至るまで、リバイバルの多くは職業的伝道者によりて起こらず信徒の熱烈なる祈祷によって起こっている。されば私は信者各自が救霊の重荷を負うて奮起せられんことを祈るものである。かくせば世人もこれを見てキリストに引きつけらるるに相違ない。なぜなればこれは職業のためでなく、金のためでなく、名誉のためでなく、全く人のたましいを愛してやっていることがわかるからである。


  ホ教会の諸兄姉よ、ホ教会は救霊本位の教会である。諸兄姉は主の御導きによりてかかる教会に連なるようになった。まさかとんでもない教会に加入したものであると後悔している人はあるまい。必ずや救うために救われたことを光栄と思い、また明けても暮れても伝道や救霊のために金と時間を費やしている教会に加入したことをうれしく思っておられるであろう。もし挙会一致この方針に従い活動するならば日本の教化は遠き将来のことでない。必ずわれらの生きているうちに実現することだろうと信ずる。（七月二六日）


  



  一九二九年（昭和四年）


  



  四十歳か六十歳か


  



  新年を迎えると、だれもパロがヤコブに問うたように、「なんじのよわいの日はいくばくなるか」（創世記四七・八）と問いもし、問われもするのが通例である。


  かかる際、われらが互いに知りたいことは霊的年齢である。幾年たってもいっこう進歩もせず、一寸法師のようであっては恥ずかしいことである。順当に進んでいるならば、「全き人すなわちキリストの満ち足れるほどとなるまでに至り」（エペソ四・一三）おるべきである。しかるに新年になっても、いっこう変わりがありませんでは、進歩どころか逆戻りである。教会としても「信仰の初めよりさらにわれらの救いは近し」（ロマ一三・一一）とあるべきである。しかるに反対にふりすて、世に再び入り込んで俗化するとは何ごとであるか、情けないことである。


  モーセは「四十歳におよびてその兄弟なるイスラエルの子孫を顧みる心起これり」（使徒七・二三）とあるが、もし聖徒が信仰によって霊的四十歳に達するならば、同種を顧みるの心が起こり、「パロの娘の子とよばるるをいなみ」、また「むしろ神の民と共に悩みを受けんことをよしとする」（へブル一一・二四、二五）ようになるはずである。救霊の熱情に燃えている信者が少ないから、日本の教化が遅れ遅れになっている。さればどうか一月も早く、すべての信者が四十歳に達するようにしてもらいたい。もし信じて聖霊を受けるならば、一足飛びに四十歳になることができる。世には四十歳をば不惑の年としている。信仰も四十歳となると、「さまざまの教えの風に揺り動かされず」（エペソ四・一四）とあるごとく、惑いはなくなる。どうしてもこの点まで達しなければならない。


  予は今年とって六十歳になった。聖書の光により、なんとも言えぬ恵みを味わっている。「やもめをその籍に記すことは、六十歳より若かるべからず」（一テモテ五・九）。やもめの籍というのは、当時の教会において、そのやもめたちをば教会が世話するために、かかる制度を設けたものである。「若きやもめはこれをことわるべし。そは彼らキリストに背きて心を乱すときは、ふたたび嫁いりせんとすればなり」（一テモテ五・一一）。六十歳になるならば新たに結婚したいという心も起こらなくなり、アンナのごとく「宮を離れず、夜も昼も断食と祈祷をして神に仕う」（ルカ二・三七）るようになるのである。これも信仰によりて一足飛びにできることである。十代の若者でも恵みによりて六十歳に達し、世離れのした者、肉離れのした人となることができるのである。


  肉臭紛々とした信者が多い教会は、まことに物騒なものである。されば「道を捨ててサタンに従える者」（一テモテ五・一五）が起こるのである。


  兄弟姉妹よ。皆さんの年齢はいくつであるか。四十歳になられたか。しからば主のために活動すべきである。六十歳になられたか。しからば成熟したる聖徒であるべきである。いまはかかる人々を要すること切実である。信者を育て上げる任務にあたっている人々は、よろしくこの目的をもってなすべきである。


  これをもって新年早々のごあいさつとする。（一月三日）


  



  伝道界のかせぎ人


  



  「飼う者なき羊のごとく、人々悩み、また散り散りになりしゆえに、これを見てあわれみたもう。そのとき弟子たちに言いたまいけるは、刈り入れものは多く、働く者は少なし。ゆえにその持ち主に働く者を刈り入れ場に送らんことを願うべし」（マタイ九・三六～三八）


  日本の社会はかかるありさまである。人々はどうすればよいか途方に暮れている。今のままで行けば、破滅の他に道がない。これを見て憤慨する人があるだろう。また自業自得だと言う人もあるだろう。しかし神の愛をもってこれをあわれむ人は実にわずかである。教役者にこの憐憫の情があるはずであるけれども、彼らの大多数は伝道を商業化し、自ら進んでその救済にあたる人が少ない。むべなるかな。主は働く者の、すなわちかせぎ人が少ない、と仰せられたのは。先生と言われる人ならばいくらもある。しかしこの「大いなるわざ」（ネヘミヤ六・三）に従事するかせぎ人がまことにわずかである。


  予は近来、主が働く者は少なく、と仰せたもうまごころがわかり、それがために、主に祈るべきことを教えられた。これはブラブラする人足ではない。熱心にたましいを刈り入れて、天国の倉におさめ入れるために働くところの労働者である。マタイ伝三・一一と一二にある火のバプテスマはこれがためである。


  これがために主は天使を伝道者にするつもりであるならば、天には千々万々の天使がいるから、いくらでも用うることができる。しかし主は救われた罪人を用いて、罪人を救わんとしていたもうのである。されば救われた各個人は、救うために救われたことを自覚し、力を尽くして主のため、また滅びるたましいのために活動すべきである。


  われらは昨年来、新式伝道法をもって伝道して以来、教勢はとみに盛大になり、あちらからもこちらからも教役者をつかわしてくれ、生活のことは決して心配かけぬと熱心に要求してくるのに対して、一々返答することができぬほどである。なぜならば実際教役者が払底で、なんともすることができぬほどで足なえまでもえものあらんとあるごとく、真に救われてみことばを読み聞かせ、祈ることができる人であるならば、どんな人でも主のお役に立つことができるという時代である。されば教役者であろうが、信徒であろうが、ひっぱり足らぬほどである。さりとて間に合わせのことばかりしているようでは、導かれたたましいのために気の毒なことである。さればなんとかして、「恥ずるところなき働き人となりて、真のことばを正しくわかち教うる者」（二テモテ二・一五）が起こらねばならぬ。これがため多くの献身者が起こらんことを祈るものである。われらは千名の修養者および福音使が与えられんことを祈り始めた。これはさしあたりの要求で、日本全体の教化を思えばこんなことでは間に合わない。もっともっと多くの人を与えられねばならない。


  しかしこれはこれとして、主の声を聞いている人は福音使の肩書きの有無にかかわらず、奮起して救霊にあたらねばならない。あたかも米国独立戦争の時、鉄砲をもたぬ素人が鍬をふり回して戦ったように、なんでも手ごろな物を携えて主のために戦うべきである。（一月一〇日）


  



  クリスマスを戒む


  



  わがホ教会は数年来クリスマスを全廃して来た。これ俗化が教会内に入らぬようにするためである。わが教会は必ずやこれを守り、またこれに類したことをもしないことを信ずる。予はこれをここにあらためて警告する。日曜学校の生徒を喜ばすという名目のもとに、これに類することをもしてはならない。年末は人心の緊張している時であって、伝道にはくっきょうの時である。かかる際によろしく大いに祈って救霊のために奮闘すべきである。心中のキリスト降誕、これよりよいものはない。（一二月一二日）


  



  一九三〇年（昭和五年）


  



  キリストの花嫁


  



  近ごろ教会論が盛んになっている。ローマ・カトリック教会では、かの教会のみがほんとうであると主張する。聖公会もそれに似よったことを言う。何の教会でもいけない。聖書にはキリストの教会、または神の教会というものよりほかにないと名目を論じている者もある。また他のいっぽうには無教会を主張するやからもいる。


  われらは教会なるものは、「キリストのからだ」（エペソ一・二三）という神妙なるものであると信じている。これは「天のところにあるまつりごとを取れる者と権威をもてる者に、神のさまざまの知恵を知らしめんため」（エペソ三・一〇）に設けられたものである。聖書を信ずる者であるならこれに異論はあるまい。聖書を否定する者と教会論を語るだけむだである。現今のいわゆる教会なるものについている人々は、その教会が聖書的のものであるかいなやを調べたならば、その寸法に達しているとは言いえまい。予はホーリネス教会なる一教派についているが、正直に思わざること遠しと答えるものである。われらは理想の教会を地上に見いだしたいと願っているけれども、長し短しで完全なるものを見いだしえずにおるのである。


  完全なる教会なるものはキリストのみこころの中にある。それは「しみなくしわなく、すべてかくのごときたぐいなく、聖にして傷なき栄えなる」（エペソ五・二七）ものである。これはすなわちキリストの花嫁である。無教会の人々でもまさかこの花嫁なる教会を否定するような乱暴なことばを吐くまい。もし吐くならば聖書を信じない未信者である。


  われらはこの花嫁の出現を願っているものである。現今地上にある教会なるものは何ほど系統が正しくあっても、みな未成品である。それを知らずに生殺与奪の権をもっているかのように思うから、カトリックのような野蛮きわまりなき行為をするのである。無教会主義者は未成品に過分の望みを属して失望し、または堕落した教会を見てあいそをつかしてしまって、ついにいっさいの組織制度を否定するような霊界の無政府主義者になるのである。われらキリストの再臨を信じている者は、「なんじらの心の中によきわざを始めし者、これを主イエス・キリストの日までに全うすべしとわれ深く信ず」（ピリピ一・六）とあるごとく信じているから、その完全を日々待っているのである。ただ黙して待っているのでなく、主のみこころに従い、滅ぶるたましいを主のみもとにつれて来たって、その数を満たすことのために働いているのである。


  かくいたしているうちに、黙示録十九章にある花嫁の婚姻の時が来るのである。「われら喜び楽しみて神をあがめん。そは小羊の婚姻の時すでに至り、その嫁すでに自ら備えをなし終わりたればなり。嫁はきよくして光ある細き布を着ることを許さる。この細き布は聖徒の義なり」（同一九・七、八）。われらがホーリネスを宣伝するのはこれがためである。


  この光をもって諸教会を見る時には、この花嫁に属している者がだれだれであるかを知ることができる。これは組織ではない。名まえでない。主の御血によって贖われた個人より組織された群れである。この群れに属する者は幾人あるか。主のみ知りたもう。（九月一八日）


  



  聖霊の言えるごとくせよ


  



  へブル三・七


  このみことばはこのたび開かれたリバイバル大会の標語であった。


  われら純福音を信ずる者は、聖霊派と言われるほど聖霊をあがめる群れである。しかしこのたびのリバイバルが起こってから、聖霊に対する新たな信仰が与えられたのである。常に聖霊を口にしていた者が、いままた聖霊を信じ直すようになったことは事実である。これは本文の執筆者なる予にとって、実に新たなる御示しである。予は聖霊を信頼することにおいては人後に落ちないと思っていた。しかし聖霊の鋭き御光に探られた時に、聖霊の信じかたが実に足りなかったことを悟らせられて、主の御前に全く悔い改めたものである。


  いまは聖霊時代である。聖潔派の人はだれひとりとしてこれを疑う者はあるまい。しからば聖霊は使徒時代におけるがごとく、聖徒の間に王座を占めて、ことごとにあがめられているかというにそうではない。むしろ時代の経過するにしたがい人間があがめられるようになった。そして聖霊は明治維新前のわが皇室のごとく、あれどもなきがごとく武家に扱われたと同じような状態になっておった観がある。されば昔のごとく聖霊の御働きが著しくなくなった。もちろん救わるる者きよめらるる者も起こった。しかし全部の栄光が聖霊に帰せられなかったことは残念である。


  主はこのたびこのことをわれらに示したもうた。されば聖霊を新たにあがむるようにせざるをえなくなったのである。聖霊はいままでわれらの不忠実をば寛容をもって御忍びくださったおかげで、いまやっと目ざめたのであった。もし聖霊がわれらに対してあいそを尽かしなさったならば、われらはとても助かることができなかったに相違ない。


  いまは聖霊に対して新たに服従をすることを申しいずべき時である。しからずして相変わらず古き皮袋を固執して、聖霊の新型に入るのを拒み、人為的のやりくちにのみ拘泥しているならば依然として不振の状態におり、しまいに取り返しのつかぬ悲運に陥るに相違ない。さればこの際初めの愛に返り、いっさいの人間のささやきに耳を閉じ、ただ聖霊の語りたまえることにのみ耳を傾けるという、初代の単純信仰に帰るべきである。


  いまはあまりに人間が出しゃばりすぎる。されば聖霊が手を引いていらせられる。これ実に申しわけなき次第である。されば王政復古のごとく、霊的復古をなし、いっさいを聖霊に奉還し、もともとのとおり聖霊にのみ働いていただくようにすべきである。


  この意味において教会の集会のしぐあいも教職であるなどとすましこむことも、人間細工の儀式も制度もいっさい聖霊におまかせ申して、新たに聖霊の御指導を仰いで万事を解決すべきである。これについては何もめんどうがない。現に生きて最も近くいたもうて、働いていてくださる聖霊の仰せたもうごとくしさえすればよいのである。祈り祈って聖霊のみをあがめるならば、もののみごとに万事万端きまることは疑いない。（一〇月三〇日）


  



  一九三一年（昭和六年）


  



  マルクス主義かキリストの再臨か


  



  日本のホーリネス人はいま、右傾思想と左傾思想の間にはさまって大いに奮戦している。


  右傾の連中は、なんでもかんでも国家万能で押し通そうとしている。神社などをかつぎだす連中や、日蓮主義などを説き回るやからはその中にいる。左傾の連中は社会主義やマルクス主義を説くやからで破壊を目的としている。その中にはキリスト教社会主義などと唱え、左傾思想と妥協したるぬえのようなものもあるが、われらから見れば、これは赤色キリスト教でとるにたらぬ思想である。


  右傾の連中は時代の推移とともに漸次変化していき、都合上種々の名目を借りてその命脈をつないでいくことになるだろう。左傾の連中と似たところは多数の力を借りて、その主張を貫徹せんとするところである。せんじつめれば両極端は同一軌道を走ることになるかもしれない。「彼ら、激しく声を立てて、彼を十字架につけんと言いつのれり。ついに彼らと祭司のおさの声勝ちたり」（ルカ二三・二三）。群衆の声でことを決めんとするところには正義も人道もない。全くむちゃくちゃである。われらは現代をばこの光をもって見ているのである。さればいきおい神の声にのみ従うわれらは衝突せざるをえなくなるのである。


  われらは早晩、いまの社会は変化すると見ている。しかし、その変化ののち、永遠に続く建設があると大希望をもって進んでおる。その希望はキリストの再臨である。マルクス主義は絶対に善を認めていない。われらは善にして愛ある神の実在を信じている。その神は御旨に従いてキリストをふたたびこの世に遣わしたもうて、彼を平和の君として全世界を治めしめんとしていたもうのである。これを信ずるときに、われらのすべての社会問題、人生問題、また未来問題がみごとに解決さるるのである。われらはキリストの再臨を待っているから、現社会に対しては不満もなく、また慕わしく思うこともない。よし社会において権を乱用して、自己の利益をはかる者があっても、神は早晩、正しきさばきをなさると信じて、さばき主なるキリストの来たりたもうのを待っているのである。人が神に代わりて罰しようとするから、互いにうらむようなことが起こるのである。


  マルクス主義は、物質欲を満足せしめんとする主義である。されば神とか正義とか聖潔とかいうことは、彼らには大禁物である。されば神の国とその義とを求むるわれらにとりては、マルクス主義は大敵である。早晩これと正面衝突をするに相違ない。現に主の再臨を信ずるホーリネス人は、彼らとぶつかっているのである。諸種のストライキに加担せざるために受けている迫害は、その実例の一つである。


  ホーリネス人は神社などに参拝せざるために、ある者からは左傾の者と見られ、国民として皇室中心主義を主張し、またキリストの再臨を信じているから、左傾の連中からはキリスト教の右傾派と見られ、時代おくれのがんこ連と見られている。なんと思われてもかまわない。われらは一日も早く平和の君に来ていただいて、全世界が全く罪も汚れも戦争も病気もない世界にしていただきたく願うている。


  



  リバイバル運動


  



  主は昨年五月十九日、聖書学院にリバイバルを起こしたもうてよりのち、各所にその火が燃え移り、ことに昨年十月の大会後、リバイバル同盟の名のもとにあちこちに大会が開かれ、未信者が救われ、信者がきよめらるるということが起こって、実に主の御名があがめられている。ことしは実際リバイバルの年である。必ずや大収穫また大漁があるに相違ない。これがために霊的競争が起こるならば、これ実に愉快なる争いである。「神キリストによりて、上へ召して賜うところのほうびを得んと目当てに向かって進むなり」（ピリピ三・一四）。これ実に競争である。主の栄光のために一番くじを引こうとすることはけっこうなることである。


  これからは、なおいっそうひんぱんにこの種の集会が開かるることと信ずる。しかし、いつまでもいわゆる知名の士を招いて、大々的に広告してやらねばならぬと思うていることは時代遅れの考えである。だれでも聖霊の言えるごとくしさえすれば、いわゆる大立て者がそこへ顔を出さずとも主の御名があがめらるるという信仰を持たねばならぬ。すなわち、人を表看板にせず、よし少数であっても心を合わせて祈り求むるところに聖霊が降りたもうて、意外の人間を用いて意外のみわざをなしたもうのである。これが信ぜられず、相変わらず、肩書きだの、経歴だの、または知識のみがあがめらるるようでは、また、あがめんとするところには聖霊が働きたまわないのである。どちらかといえば、プロテスタントの教会では生ける人間を偶像にする傾向がある。されば神は御手を引きたもうのである。


  私はしばしば私の同労者に向かい、ものは試しである、自分たちばかりでひたすら聖霊のみをあがめて祈り抜き、信者のみを相手に戦うてみるがよいと申すことである。これは危なっかしいことでない。これは霊界における常道である。いまは実際人手が足りない。人物経済の点から申しても、かくすることはいかにとくであるかしれない。ウェールスのリバイバルの時でも主に用いられた者は、いわゆる専門の教役者でなく、石炭坑夫やいなかの小娘等であった。さればこのたびのリバイバルにおいてもかくなるのが当然である。さればこれについて目が開かれている人は、努めて後進者を先に立て信徒を用いるようにすべきである。いまは信徒も祭司であるという信仰を普及すべきである。これに反して伝道は教職の専有権であるかのごとくふるまうならば、純福音の教会も普通の教会と何の選ぶところがないようになってしまう。


  この際いっさいの謬見を取り去り、いっさいの依頼心を捨て、いっさいの人物崇拝をやめて、聖霊のみをあがむるようにすべきである。これについてはもらい火でなく、各自の所に燃やしていただくために各自が祈り求むべきである。この火は神よりくるもので祈る所にのみ燃える火である。その祈りが十分でなければ、よしフィニーを招いてきてもだめである。そはリバイバルは人でなく聖霊によりて起こるものであるからである。さればこの運動を、この光によりて進めていただきたく切願するものである


  



  教勢不振の原因


  



  これには種々ある。一口に言えば不信仰である。それに伴う異端と俗化は不振の原因であることは言うまでもないことである。それは不振のパン種で、それが除かれぬうちは、どんなに工夫をこらしても、主の御名があがめらるるという教勢にはならない。なお不振の原因として大いに注意せねばならぬものは、金銭と異性に関することである。この二つについて透明でなければ、主の祝福が伴わぬのである。


  金銭のことについてはアカンとアナニヤ、サッピラの実例があることはよく知られている。教会としても個人としても、この点について不取り締まりであると、論より証拠霊的に繁盛しない。借金のある教会がいつも不振であることはよく見受けるところのものである。ことに教会の金を何かに流用するなどのことはけっして許すべきものでない。これが教会ののろいとなって動きがとれないようになる。されば教会の金銭の出納は明確にしておくべきものである。


  次に異性の問題である。この問題についてあいまいにしておく教会には、けっしてリバイバルが起こらない。「神の旨はなんじらのきよきこと、すなわち姦淫をせず」（Ⅰテサロニケ四・三）とはすなわちこのことを言うのである。これを不問にふして、生身をもっている者はしかたがないなどと申しておるならば、教会はついに悪魔の蹂躙（じゅうりん）するところとなってしまう。


  されば教会は男女間の交際などについては、世間から極端だと思わるるほど厳重なる制限をつけておくべきである。なお「淫辞と浮きたることとたわむれごと」（エペソ五・四）のようなものは厳禁すべきである。したがって下等な小説を読むことや芝居や活動写真などを見ることは、すべからく禁止すべきである。


  いちがいに言えぬけれども、燃えていない教会の中には、この二つの隠れたる罪がひそんでいることがある。これは霊界のまむしであるから、聖霊の火によりてあばき出されて焼き殺さるべきものである。


  真に聖霊をあがめて祈っているところにリバイバルが起こらぬはずがないのである。それが起こらず、起こりかけてもその火が燃え続かないのは、必ずしもこの二つの罪とは言わぬが、何かほかに罪があって聖霊を憂いしめているからである。これはさばく心でなく、真に主の御名があがめらるるために重荷をもってかかる人に示さるるところのものである。


  私は近来かかることを示されて恐れおののいている。神は誠実なる御方である。事業や団体を偶像にせず、いっさいを犠牲にして、主の御名のみをあがめんとする主のしもべらに、神はその御旨を示さずにはおきたまわない。示されたる以上は情実も人情をもふり捨て、ただ神のおさしずに従うべきである。


  われらはいかなる代価を払うても、多くのたましいが救わるることを専一に努むべきである。ゆがみなりにても教会の面目を保てばよいと思うべきでない。それは俗化せる教会のすることである。われらはどこまでも聖潔は神の家にふさわしきなりと主張してやまぬものである。


  



  天上の聖徒


  



  神の恵みによりホーリネス教会の進歩は数字の上にも現われ、世間からも注目せらるるようになり、ことに外国宣教に関係している人々は、東洋における東宣の活動について驚きの目をはって見ているような次第である。


  これがためには内外の聖徒らの多くの祈りがささげられたる結果である。その聖徒らのうちには、すでに戦いを終わってこの世を去られ、静かに主の再臨をばパラダイスにおいて待っておる人々もある。われわれ地上にある聖徒は、よろしくかの人々が残したるみわざの完成を期してなおいっそう努力すべきである。


  いまより三十一年前に、私はカウマン兄姉とともに神田表神保町において、福音伝道館の名をもって純福音を宣伝し始めた。来月で満三十年になる。感慨無量である。そのカウマン兄はすでにこの世を去られた。残っておる者は私とカウマン姉のみである。その時の修養生でいまなおわれらとともに奮闘しておらるる人々は米田、菅野、伊藤馨三兄等と竹内姉等である。のちに加わりし笹尾鉄三郎兄とキルボルン兄も同じく戦いを終わって、天上の聖徒の群れに加わられた。そのほか多くの聖徒らは年若くしてこの世を去られ、後事をわれらにゆだねて逝かれた。


  去る八日は私の先妻かつ子の入瞑したる日である。彼女は東宣の当初より隠れたるところにて非常に奮闘したる私の片腕であった。主のもとに行きてからことしで満二十年になる。彼女の十年間の人知れぬ苦闘は、その土台の一部となって今日の栄光を見ることができたのである。


  カウマン兄とキルボルン兄は、表に立つことをせず、おもに会計上の始末をせられ、欧米の聖徒らに東宣の働きを紹介するために非常の努力をせられた。笹尾兄のごときは、修養生を訓育するために、その時間の全部をささげられたのである。かかる人々があったればこそ、今日五大教会の一つに数えらるるようになったのである。これはけっして偶然の出来事でなく、多くの血と涙の祈りの結晶である。ことに笹尾兄のごときはリバイバルを祈り続けて入瞑せられたのである。いまのリバイバルを見てことさらこの感を深うするものである。ぼんくらの私はあとを引き受けて精一杯奮闘しておるが、いつも力なきことを感じ、ひたすら主に祈り求めている。数や量が多くなるにしたがい、とかく質が悪くなる傾向があるものであるから、私はいっさいのものに目を閉じて、先人が残したる志に基づき、勇往邁進するよう主に求めている。


  私は私を離れて主のもとに行かれし聖徒らがいま何をしておらるるか知らない。しかし私の想像にして誤りなくば、われらのためにとりなしの役を務めておるように思う。聖書にある（へブル一二・一）多くのものみびと（証人）とは、天上の聖徒をも含んでおるように思わるる。これをもって見るときには、何はともあれ、みっともないことをするわけにはいかない。いわんや「われをとらえたまえる」（ピリピ三・一二）キリストの御前にあるわれらは、どうして遊び半分のことをしておられようか。なんとしてもその御再臨までに思うぞんぶんご用を努めねばならぬ。


  



  反宗教運動の真相


  



  左傾派の連中がかかる運動を起こしたと耳にしている。これは何も怪しむべきものでなく、不法の霊の働くところには当然起こるべきものである。しかし、はたしてロシアにおいて勝利を占めたごとく、わが国においてもやることができるかは疑問である。しかし、わが国には無神無霊魂の連中がいくらもおるからいくぶんか共鳴者をえることであろう。


  かかる運動が起こる原因はまず彼らのがわにあるのである。彼らが好き勝手な行動をするためには、道徳を説く宗教がじゃまになってしかたがない。彼らの中の極左党は道徳も宗教も法律も主権者をも認めないのである。彼らは概して無宗教、無道徳のやからである。反対の根本がここにあるのである。されば彼らは徹底的破壊を試みる前によく団結している宗教団体を撹乱せんとしている。ことに来世に重きをおき、キリストの再臨を待ち望む者などは第一の仇敵と目されている。キリスト教社会主義などを唱えている擬キリスト教などをば、彼らはいつでもけちらすことができると信じている。いちばん手ごわく思われている者は、何宗教にかかわらず凝り固まっている熱心家である。


  かかる運動を起こさるるのも無理からぬ原因が宗教のがわにもある。それは宗教家が権門富豪にこびて下層民をばかにしたたたりである。これがために左傾派から非常にうらまれているのである。また宗教の名をもって搾取をやったものであるから、貧者の友であるという美名のもとに彼らは仇討ちをする気になっている。されば蒔いた種が刈られるようなものとも言える。もし反宗教運動のために害を受ける宗教があるとすれば、だれをうらむこともない、「その子のパンを求むるに石を与え、魚を求むるにそれに代えて蛇を与え」た罰であると思うがよい。実際、その宗教を信じて罪から救われ、きよい世渡りをすることができる力を与えられておるなれば、いかに無宗教者が悪口を言うてもビクともせずにおるはずだ。


  さればかかる運動によりて有害無救の既成宗教は大打撃をこうむるに相違ない。しかし、よし既成宗教であっても、力ある宗教であるならばいよいよその真価を発揮し、「かの悪しき者これにふるることをせざるなり」（Ⅰヨハネ五・一八）とあるごとく、少しの害をも受けぬことと信ずる。


  かかることで諸宗教が、ことにキリスト教各派が救済力の有無を試験さるることならば、われらはむしろ他山の石として、そのなりゆきを傍観するものである。この石はダニエルの夢にあった力とは違い、根本的破壊はなしえまい。信仰はよし習慣的または形式的であっても根強いものである。いわんや真信仰においてをや。彼らが夢想しておるような宗教打倒はできるものでない。それは露国の実例を見てもわかる。


  われらはかかることには頓着せず、どしどし人々を罪より救うて神のいのちをもたしめ、抜くことができない信仰を心の真底に植え付くることに努力すべきである。迎うる力を有したもう聖霊は、われらを助けて悪魔来の運動に一歩もゆずらぬようになしたもうことと信ずる。


  



  リバイバルの起こる時


  



  祈りのないところにリバイバルが起こったためしがない。またその火を継続するにはいよいよ祈らねばならぬ。主は聖書学院に新たにその御霊を注ぎたもうた。しかもそれがいわゆる底燃えがするとでも言うべきか、聖霊の深く確実なるみわざがなされている。


  これは去年の五月十九日、俄然聖霊が注がれてから、祈りが連続してささげられてきたためである。実際リバイバルは祈りの空気が濃厚になった時に起こるところのものである。これは少しく霊界の機微を知っている者みな認めておるところの事柄である。さればこれは実にデリケートのもので、祈りの手がさがると見るがうちに聖霊の御働きが薄くなる。これは争われぬ事実である。


  聖徒が重荷を感じて祈る時は、聖霊も言いがたき嘆きをもって祈りいたもう時である。かかる時は世は混沌として不法の霊がばっこしておる時である。


  今日までのリバイバルの歴史を見ると、世のあらゆる方面において行き詰まっておる時である。いまはちょうどその時である。この状態を霊眼を開いて見るところの聖徒はたまらなくなって祈り出すのである。


  いまや日本の各所において悶え苦しんで祈っている聖徒がたくさんある。どうしてリバイバルが起こらずにおるはずがない。かの反宗教運動のごときは、日本の宗教界を刺激すること最も大いなるものである。彼らに対抗するには弁論ではだめである。彼らには理屈は通らない。しかし天的のリバイバルが起こって、事実たましいが救われ、またきよめらるるならば、彼らとても宗教の偉大なることを認めずにはおられまい。この意味において、いまほどリバイバルを要する時代はない。さればわれらは悪魔の赤化運動が激しくなればなるほど、神のみわざも著しく現わるることと信ずる。


  キリストが再臨したもう時は「夜半ば」（マタイ二五・六）であるとすれば、それは最暗黒の時である。いまその時に相当しておる。この時は目ざめて主を迎うる時である。その目ざむることがすなわちリバイバルである。いまはこの警鐘が乱打されておるのである。また「万物の改まらん時」（使徒三・二一）すなわち主の再臨の時の前に、「主の前より安き日のきたり」（同三・一九）とあるのはリバイバルである。どうしても主の御再臨の直前にリバイバルが起こらねばならなくなっている。


  われらはこのことを示されておるから、力を尽くしてリバイバルを祈り、またその継続を願うておるのである。「主の来たるは遅からんと思い」（マタイ二四・四八）おる人々には真剣にリバイバルを祈りえない。もしあるとしても自分の教会の繁盛のために祈るぐらいのもので、真の再臨の主にまみゆるためのものとして求むることをしないのである。


  ウェスレーによりて英国に起こったリバイバルの時は、日本の今日と彷彿たるものである。かの時には英国は宗教界も政治界も経済界も行き詰まり、仏国の革命思想で大混乱をきたした時であった。ウェスレーのリバイバルは確かに英国を救うたと歴史家は申しておる。いまわが国に起こっておるリバイバルも、かくなることとわれらは信じている


  



  聖霊か聖書か


  



  プレマス派の世界大会において、神と聖書とどちらがたいせつであるかと大議論をなし、神がたいせつであると申した者を異端者として退けたとのことを耳にしたのは数年前であった。


  日本の聖潔派のうちに同じような事を口にする者が起こりかけている。これは昨年のリバイバル後、ことに語り合うようになった。これは聖徒の信仰上実にうれしきことであるが、またいっぽうにおいて注意を要することである。これはいっぽうにのみ偏するととんでもない誤りに陥るからである。


  われらは聖霊あっての聖書であり、極論すれば聖書がなくとも聖霊さえあればよいと信じておるものであるけれども、すでにそのみことばをしるしたるところの聖書が与えられあるから、聖霊によりて聖書を悟り、聖書によりて聖霊の御思いを知るようにしておるのである。もし聖書の文句にばかりとらわれて、聖霊をあがむることをせなければ、儒教のいわゆる腐儒（ふじゅ）となるように、聖書が一種の儀文となるような恐れがある。「儀文は殺し、御霊は生かせばなり」（Ⅱコリント三・六）とあるのはこのことである。同じく聖句を引照するにしても、聖霊をあがめなければ、その聖句は人を生かすいのちのことばとならないのである。さればどこまでも聖霊をあがむることを第一にせねばならぬ。


  どちらかといえば、聖潔派の人々はみことばを重んずるあまり、それを味わい、それを研究することに没頭していた傾向がある。それは実に喜ばしきことである。しかし、そのみことばの深い意味を悟らしてくださる聖霊のあがめかたが足りないような気がする。われらは世間から聖霊派と言われている。どうかその名のごとくもっともっと聖霊をあがむるようになりたいものである。説教する時にちょっとお祈りして聖霊の御助けを乞うようなたよりかたではいけない。お祈りばかりしていてはだめだからとて、いろいろな人間細工の広告などに力こぶを入るるようでは聖霊は御手をお引きなさる。これはどうしても極端といわるるほど聖霊のみをあがむるようにせねばならぬ。


  聖書を学ぶことも幸いなことであり、また必要なことであるが、それ以上に聖霊をあがむるようにせねばならぬ。なぜならば、聖霊は聖霊であって、聖書の知識は聖霊の代わりになるものでないからである。あたかも熱心に伝道することが聖霊のバプテスマの代わりにならぬと同じである。いわんや壮厳なる儀式または社会奉仕においてをや。かかるものはけっして聖霊の代理をなしうるものでない。


  例を過去に求むるならば、われらはなんとかして初代のクエーカーのごとく、またメソジストのごとく、単純に聖霊のみをあがめ、心中にささやきたもうその御声に従うようになりたい。誤解したもうな。われらは聖書を軽く見るのでない。もっと聖霊をあがむるようにしたいからである。かくするならば日本のホーリネス人はもっと祈り深くなり、もっと敬虔になり、もっと熱烈に、また活動するようになるに相違ない。いまはあまりに世間が複雑でうるさいから、いっそう聖霊をあがむる必要を感ぜしめられている。


  



  真の祈祷の家


  



  ホ教会では数年前より「祈りの家」という看板をあぐることになった。これはホ教会の使命と特色をよく表わしたることばである。もしこれをあげていないところがあるならば、至急実行してもらいたい。


  看板を出すことはあえてむずかしきことでない。それを実行するところに価値があるのである。人数の多少でない。その家において力を尽くして祈る人があるならば、祈りの家としての実質を備えたものである。教会堂のうちに賛美歌の声がひびき渡っていることは実に楽しきものである。それに劣らず祈りの声が聞こゆるならばさらにうれしきことである。


  「いかなれば教徒がこの救いを生活に表わさざるかと言うに……この世のことを語ることと、説教しまた説教を聞くことのあまり多くして自らかえりみ、祈りすることのあまりに少なきためである」とブラムエルは申したが、教会堂は演説場と変わり、あまりありがた味がなくなったことは事実である。いったい説教でリバイバルが起こると思うておるのが大まちがいである。ある人は薬をばみな海に投げ込むなれば、魚には気の毒であるが、人間はもっと健康になるだろうと申したのは、真理をうがったことばであるように、説教会だなんだかんだと種々のもよおしをする時間をさいて、教会はその真面目を発揮し、祈ることに多くの時間を費やすようになれば、信者の信仰状態がもっとよくなるに相違ない。ことに教会をあげてとりなしにはいるならば、実に最高の奉仕にはいったものである。救いを求むる人、またはいやしを求むる人は祈りの家に来たりて祈ってもらうようになれば、教会は人々の実生活にはいったものであるが、主の花嫁の完成のために、聖霊の言いがたき嘆きを分担するという最高のとりなしの秘密を知るならば、地上の教会としてこれ以上の務めがないというところにはいったものである。


  されば祈りの家は単に世間にある御祈祷所として終わるべきものでない。これは、地上にある至聖所として、祭司の務めを行なわねばならぬところである。ゆえにそこには主の御血があがめられ、聖霊があがめられねばならぬ。しからずば、神と顔と顔とを合わせて語るというわけにはゆかない。


  リバイバルなるものはかかるところで積まれた祈りの結果である。足をすりこ木にしてかけずり回ってもだめである。よろしく祈りの家に閉じこもり、ひたすら祈るほうがはるかに多くのたましいが救わるるようになる。これがためには祈りの家は場所の不便な所にあってもかまわない。天の火が燃え上がるならば、どんな細小路のような所へも人々ははせ集まる。また堂々たる人物がりっぱな説教をしなくても、力ある祈りをする人があるならばたましいがどしどしとその座で救わるようになる。これは聖霊の御取り扱いによるのである。


  願わくば各ホ教会は真の祈りの家としての実績をあげてほしい。各福音使は祈り手となりて、神と人との間にとりなすという聖職の深味にはいってほしい。しゃべる人よりも祈る人となってほしい。集まりの大部分は祈りに費やさるるようにしてほしい。しからばてきめんたましいが救われて主の御名があがめらるる。


  



  右傾と左傾の迫害


  



  私は去る年会において、日本のホーリネス人はこんど右傾思想の者と左傾思想の者から迫害せらるることを申し述べた。本紙の消息欄、または夏期伝道隊短報にもあるごとく、はたしてそれが起こってきている。


  右傾思想家はいうまでもなく、神社思想から起こってきたるもので、皇道と神社、神道との区別を知らずに、やたらむしょうに神社を参拝せざるキリスト者をば非国民呼ばわりをして、皇室に不敬をするかのごとく吹聴して人々を煽動するのである。彼らは袞竜（こんりょう）の御衣より民を狙撃せんとする悪政治家のごとく、皇室を笠に着て憲法二十八条の侵害をあえてしているやからである。人民の大多数は国体に関する迷信あることに気づかずに、理非をわきまえずに神社参拝を拒否するキリスト者を迫害する。それをもって彼らは真に神に仕うる道と心得ている者もある。あたかもいにしえの天主教徒が新教徒を殺すことをもって神を喜ばす道と心得ていたと同じことである。かかることは今後ひんぱんに起こることと覚悟しておらねばならぬ。また平素罪を責められて苦しんでいる者は祭礼などを機会として、うっぷん晴らしをすることなどもないでもない。


  われらはかかることについては、いかなる悪名をこうむらせられても、あくまで戦う精神でやっている。必要なればこのことのために文字どおりに殉教する決心でやっている。これがためにわれらはパウロの故知にならい、法廷にまで持ち出す準備をしている。その勝敗は念頭にない。信仰のためなら生命をも捨てる者であることを示して、最後の勝利を主によりて得んことを望んでいるのである。


  次は左傾の連中の攻撃である。私は不肖なれども、彼らの謬想を暴露して第一線に立っているから、彼らは私とホーリネス人をあだのごとく思い、反宗教の旗印のもとに無法の行動をしている。これは都よりも地方に多く行なわれていることを聞知している。彼らは右傾派のごとく野蛮なことはせないけれども、弁論をもって集会をじゃますることをなし、青年男女を脅迫して信仰を放棄せしめている。われらはどこまでもこの不法の霊と戦う覚悟である。彼らは暴露戦術を用いて、人々をして宗教に対していや気を起こさしめんと努めている。されば少しも彼らに非難されぬようにホーリネスを実生活に現わして進むべきである。


  いまやわれらはこの両敵を左右にひかえて戦いつつおる時となった。右傾敵は時の推移とともにその攻撃力が衰うるに相違ない。もしそれがわからずに修養団のいわゆる世界道場などの誇大妄想狂にかかるならば、世界的に淘汰さるるに相違ない。しかし、左傾敵は今後いよいよ盛んになり、日本のあらゆる社会が困らさるるに相違ない。さればいまから聖霊によりて勝ちうるようにしておらねばならぬ。


  両極端は同一であるように、いまのところ右傾と左傾は氷炭相入れざるように見ゆるが、元来悪魔来の思想であり、また迷信であるから、ついには相結合して神の教えの進捗をじゃまするようになるかもしない


  



  祷告者


  



  信者はたくさんになった。しかし祈る人は少ない。説教者は多くなった。しかし祷告者はまれである。無意味にことばを羅列して祈る人はある。しかし聖霊により、熱誠こめて悶えて祈る人は少ない。いまは主は聖霊の嘆きを分担して、花嫁の急速完成のために泣きくずれて祈る人を要していたもう。


  「われ見て助くる者なく、ささうる者なきを怪しめり」（イザヤ六三・五）、「われひとりの人の国のために石垣を築き、わが前にあたりてそのくずれ口に立ち、われをしてこれを滅ぼさしめざるべき者を彼らのうちに尋ぬれども得ざるなり」（エゼキエル一三・三〇）、「エホバは人なきを見、仲立ちなきを怪しみたまえり」（イザヤ五九・一六）。


  左の詩は作者不明のものであるが、ある英字新聞に見いだしたるものである。


  
    われを祷告者となしたまえ

    真実に祈りうる者

    「終日終夜

    エホバに記念せらるる者」と

    　（イザヤ六二・六、七）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    暗きと欠乏の中にあるこの世の

    罪と悲しみに満つる人々のため

    聖霊によりて嘆願する者と

    　（ロマ八・二六、二七）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    なんじの御霊にとらえられ

    天のビジョンを見せられ

    勝ちをえるまで祈りぬかしめよ

    　（エゼキエル一・一）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    勝つべき道をわれに教えたまえ

    われ立ち場に堅く立ちて祈り続けつ

    よし地獄の勢い攻めくるも

    　（エペソ六・一三～一八）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    世の人の罪と悲しみをば

    われ自らのものとなして

    なんじのみもとに嘆願するまで

    　（エゼキエル四・五、六）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    なんじが死といのちを分け与えられ

    人のために祈る者となり

    争いて勝ちをうるまで

    　（出エジプト七・一一、一二）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    なんが御旨のあるところを

    知りて、そこに飛び入る

    なんじが求むるその者となしたまえ

    　（詩篇二五・一四）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    われはなお深く死に

    むなしくなり砕けて新しくなり

    いのちの息に満たしめたまえ

    　（エゼキエル一・二一）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    われ君を祈りて帰らしむるという

    この驚くべき出来事

    この大いになることを示したまえ

    　（Ⅱサムエル一九・一〇）

  


  
    われを祷告者となしたまえ

    よし人々に知られず

    隠され除外せられても

    なんじがみこころのみを休めしめよ

    　（箴言二七・一一）

  


  私はわが同労者および同信者が、最後の奉仕ともいうべきこの祷告の奥義を知りて、主とともに苦しむ人となられんことを切願するものである。


  すでに前号に述べたるごとく、主は来月の大会において、この大秘密をひらきたもうて、リバイバルの薀奥に達せしめたもうことと信ずるが、いまよりこれがために祈り祈って、その時になりてまごつかぬように、十分霊的準備をしていただきたい。ああ主は日いずる国の聖徒たちを顧みたもう時がきたことは感謝である


  



  らち外のリバイバル


  



  昔のユダヤ人が主を拒んだために、福音が異邦人に伝えられて今日におよんだように、いまや恵みがいわゆる教会内よりも教会外におよんではおりはせぬかと思わるるようなことが、われらの目に映ずるところのことである。


  いわゆるキリスト教国におけるキリスト教会なるものは、一種の行き詰まりを感じておることは事実である。過日リース監督よりの書面を見ると、キリスト教国の民はホーリネス人でさえも単調になってしまって、いつも同じことをくり返しておるような状態であるから、主は生っ粋の野蛮人の中から救われ、きよめられたる聖徒を起こして、世界の教民を目ざますというようなすばらしいことが起こるようにしてほしいと申してきた。主は必要とおぼしめさば、かかることをなして自負心の強いキリスト教国の民らを警戒なしたもうことと信ずる。


  日本のホーリネス人も自分らはいちばん恵まれておると自慢して、神がいま示していたもう新しきビジョンに直ちに従うことをせなければ、契約の箱が他に移されてしまうかもしれない。これ実に恐るべきことである。


  私は多くの教役者たちに面会して、彼らが切実に恵みを慕わぬ状態を見聞して驚いている。これではこの民は救えないから、神は他よりしかも意外なところにリバイバルを起こして、多くの人々を救いたもうように感ずることはしばしばである。これは当然リバイバルの器となるべきところの者らが怠けてひたすら主を求めないからである。神が近くいたもう間に御霊の大傾注を願わなければ、ついには聖霊に見放される恐れがある。


  いまや未信者が真剣に求め出しておる時に、教会と教役者等が相変わらず古き皮袋を墨守して、少しの新鮮味もなく、聖霊による躍動がないならば、いまに見よ、彼らは泣いてもほえても追いつけぬようなうき目に陥るに相違ない。そうならないうちに相戒めて、恵みの大潮流に投ずるようにすべきである。


  私は最近、あることに遭遇して痛切にそのことを感じた。他教会のある人々は真剣にリバイバルを祈り求むるようになった。しかも、その動機は純真である。また、ある数十万の会員を有する一団体の団長自ら、真の聖潔を求め出して断食して祈っている。これは何を語っているか。主は眠りこけておる純福音の者をばさまさんとて教会外より叫ばしめいたもうのである。試みに路傍に立って純福音を叫んでごらん。いかにせば救わるるかと、その座でたずぬるような熱心なる求道者を見受けることは珍しい現象でない。外からの叫びが教会人の眠りをさまさんとしておるとは不思議なる現象であるが、これは聖霊が急いでいらせらるるために、かく導きたもうことと信ずるほかはない。


  もし教会がこの外からの叫びに対して満足を与うることができず、品切れの店のようなことがあるならば、栄光は永遠に教会を離れて、ふたたび取り返すことができぬようになるかもしれない。


  聖潔派の人々よ、いま目ざめて立つべき時でないか。主はこの時のためにわれらを招きたもうたのでないか。


  



  不法の霊の鼠入


  



  いまはすなわち末の世（Ⅰヨハネ二・一八）である。不注の霊すなわち赤化運動、または類似の者がどしどし入り込んで秩序を乱すことをしている。彼らはなんでも結束を固くしておる群れを散らすことに力を尽くしている。反宗教運動などもこれにほかならない。近ごろ「希望社」なるものはこれがために大打撃をこうむり、後藤静香氏は社長を辞せざるをえなくなった。私は同社のやりくちについては共鳴しあたわざるものである。しかしあの団体は一種の倫理運動であり、忠君愛国を標傍して悪思想と戦いつつ今日に至ったものである。修養団なども同じ流れのものである。しかるに同社のうちに六年前より入り込んで、もっとも信用をえておった赤党のひとりが巧みに同志をつのり、内がわから暴露するように仕組んで、ついに過日の騒ぎを起こしたものであるとのことである。もちろん後藤氏に失体があったろう。そこが赤党のつけ目である。かかる戦術をもって赤党は多くの団体に入り込み、内から崩壊せしめんとしている。その方法たるや実に巧妙をきわめ、悪らつなものである。


  神を中心としているキリスト教界も、彼らに対してゆだんしてはならぬ。彼らは羊皮をかぶった狼のごとく、さも信仰ある者らしく見せて教会に入り込み、教会を撹乱せんと企ておる。反宗教の群れのうちには仏僧が数百人もあるとのことを聞いて諸君はなんと思われたか。あれは仏教徒だからとよそごとのように思うておられるだろうか。詳細に調ぶるならば、キリスト教会内にもおるかもしれない。すでにマルクス主義などに共鳴しておる者が堂々たる教役者の中にもあるではないか。実に思うて見れば危険至極のことである。


  私は一般キリスト教会は多少桃色をおびておるから警告してもだめであると思うから、彼らに対しては言わない。しかし同信の聖潔派に対して警告せねばならぬことがある。すなわちなんらの名儀にせよ、ストライキのようなものに加担するような会員をば十分注意し、またこれを教会より除名するくらいの強硬の態度を取るようにせねばならぬ。これを大目に見るようなことをするならば、教会は彼らによりて根底よりくつがえさるるかもしれない。唯一の防御法、また駆除法は聖霊をあがめて、祈りの祭壇に常に火が燃えているようにすることである。さすれば「パウロ多くの柴を集めて火にくべしに、暖かさによりまむしいできたりて、その手につけり」（使徒二八・三）とあるごとく、ばけの皮をかぶっておる赤党はいたたまらなくなるのである。伝道説教ぐらいならまねてばつを合わしておるけれども、聖霊の御臨在の顕著なるところにはとてもおることができぬのである。これについても知ることは、教会の神聖を保つには聖霊による祈りよりほかに道がないということである。


  兄弟姉妹よ、ただ教会に集まっておればよいと思いなさるな。その人々がはたして新生しているか、あるいはなお進んできよめられておるかいなやを吟味し、ただ主のみをあがむる者のみの群れとするよう、聖霊の鋭き光のもとにその真相を暴露していただくよう、大いに祈り求むべきである


  



  祷告と警告


  



  「なんじらは選ばれたるやから、王なる祭司、きよき民、神につける者なり」（Ⅰペテロ二・九）


  昔のイスラエル人は選ばれたる民であった。その民の初子は聖別せられたる者として、神に仕うる祭司であるべきはずであったが、神はその代わりにレビの族を選びて祭司職に当たらせたもうた。これは現代における「天にしるされたる長子どもの教会」（へブル一二・二三）に当たるのである。これは「聖霊の初めて結べる実をもてるわれら」（ロマ八・二三）とある地上の聖徒である。すなわち主の再臨を信じ、キリストの御血によりて聖別せられたる者から成り立っているキリストの花嫁である。


  この意味において聖徒は教職といなとを問わず新約時代の祭司である。されば祭司の第一の務めは民のための祷告である。主の名によりて至聖所にまでも行きて神にまみえ、人々の救いのために熱誠祈らねばならぬ。使徒らは「われらは常に祈ることと道を伝うることを務むべし」（使徒六・四）と祈りを第一においたのはこれがためである。祈ることを第一にしない伝道者はいかほど活動しても祭司とは言えない。ここに注意すべきことは、伝道のための祈りでないということである。祭司は神よりみことばを受けたから、それを民に告ぐる職務をおびておるものである。「それ祭司のくちびるに知識を持つべく、また人彼の口より法をたずぬべし。それは祭司は万軍のエホバの使いなればなり」（マラキ二・七）。されば祭司は祷告とともに民に警告することを忘れてはならぬ。


  いま要するものはいわゆる説教や聖書の講義でなく、この末の世において神に代わりて人々に警告することである。いにしえからの預言者はみなこの寸法でやったのである。祷告と警告は祭司職におる者につきものであって二つにして一つである。されば現代の聖徒はどちらにも偏してはならぬ。ことに左のことは教役者および信者も忘れてはならぬことである。「すべてのもの神より出（い）づ。彼キリストによりわれらをしておのれと和がしめ、かつその和がしむる務めをわれらに授く。すなわち神キリストにありて世をおのれと和がしめ、その罪をこれ負わせず、また和がしむることばをわれらにゆだねたまえり。このゆえにわれら召されてキリストの使いとなれり。……われらキリストに代わりて、なんじらが神に和がんことをなんじらに願う」（Ⅱコリント五・一八～二〇）。旧約の祭司は神の律法を説いたが、新約の祭司は民を警告して悔い改めに導くとともに、信仰によりて神と和ぐ（ロマ五・一）ことと恵みのことばを伝うるものであることを忘れてはならぬ。この和ぎということばとその務めの中には祷告と警告が一致している。神はいまかかる人を要していたもうのである。


  主の再臨は近い。されば私は何はさておき、携挙せらるる準備をせよと警告するのである。これがためにいっさいを捨てて祈祷会を開けと勧めておるのである。その準備ができておるか。しからば準備ができていない信者や未信者に対して警告せよと叫ぶのである。これは聖霊の重荷である。その嘆きもそこにあるのである。御霊によりて神にとりなし、御霊によりて人に警告するのである。この二つの務めは祭司の特権である


  



  反省の時


  



  ことしもあますところわずかである。だれしも過去を反省させられる。多くの人々は自分はいままで何をなしたかという仕事のほうばかりを調べて、神の目にいかに見えたかについて考うることが少ない。されば来年こそはと決心する人の多くは、ことしは十分働けなかったけれども来年は何かをやろうとするのである。


  仕事というものは十分神に恵まれたる自然の結果にほかならない。恵まるることが第一で、仕事はそれに伴うものである。サタンはこの末の世において、種々の仕事を持ち込んで奔命に疲らそうとするから、よほど注意して彼の手に陥らぬようにせねばならぬ。


  私は近ごろしきりに考えさせらるることは、信仰界における自然淘汰である。かつてわれらとともに純福音宣伝の第一戦に立った人でありながら、いまは見る影もなき者となっておる人は少なくない。これがかつて聖潔を説いたことのある人かとわが目を疑わざるをえないような人もある。また、よし同じ戦線に立っておる人でも、昔のおもかげが失せてしもうて、いわゆる気息えんえんとして、かろうじて信仰の命脈をつないでおるようなのもある。信者にして当然恵みに成長して純福音のために力ある証しを立てねばならぬはずの人が、理屈はよく知っておるけれども、「初めの愛を離れ」（黙示録二・四）てしもうて、少しもたのもしいところがなくなっておるのもある。


  しからば、その原因は年のせいであるかというに、肉体のほうから言えばまだ働きうる人であるのに、霊的にボケておるからである。要するに聖霊との接触がなくなってしまい、焼きの戻った匁物のようになったからである。信仰界のことは正直なもので、実際聖霊に満たされていなければ、よし年功があっても、経験を積んでいても何の役にも立たぬものである。


  これは人ごとでない、うっかりしておると、やがてわが身にも降りきたることを感じておる。「おのれのからだを打ちてこれを服せしむ。そはほかの人を教えて、自ら捨てられんことを恐るればなり」（Ⅰコリント九・二九）と、パウロが聖霊に感じて申されたのはこのことであると示されておる。されば主の御前にへりくだりて自己を反省し、聖霊によりて新たにしていただかねばならぬと痛切に感ぜしめられておる。


  信仰界は情実を許さない。進む者はどしどし進んで行く。先輩後輩の区別を立ててもの言うのは肉の世界のことである。パウロやバルナバのごとぎ新参者でも、嶄然（ざんぜん）頭角を現わすのは霊界にありがちのことである。まだ恵まれてさえおればヨシュアやカレブのごとく、老人になってもなお出入りして戦うにさしつかえない人もある。この点については肉の力で格闘する世界の人々と違い、いつまでも戦いうるのである。されば信仰界には隠居を許さない。いわんや主の御再臨の間近い時にどうして隠退的態度を取っておられようか。その来たりたもうまぎわまで奮闘しつつ主の喜びに入るよう心がくべきである。


  調ぶべきはいまのわれである。過去に何をしたかでなく、いまのわれは主になんと見られておるかを知りて目ざむべき時である


  



  聖書の境界線


  



  聖書によれば、この世はやがて滅ぼさるべきものとしてある。そはこの世の主はサタンであるからである。それを人間の手によりて美化しようとすることはサタンを悔い改めさして、きよき天使のごとくしようとすることと同じである。されば聖徒はこの世に対してはっきりした態度をとっておらねばならぬ。しからざれば聖徒は世の中に切り込んで行く代わりに、どしどし世に侵入されてしまう。されば聖書により、聖霊の示しにより、神の教会と世との間に明らかに線を引いておくようにせねばならぬ。しかしこれは双方の関係があまりに複雑になっておるために、なかなか困難である。どれだけまで世と接触を保つべきか、これは規則で定むべきものでない。その都度聖霊のおさしずを受けねばならぬ。


  卑近な例であるが、活動写真のごときものである。これをよし、あれを悪しと決めることはなかなかめんどうである。さればホ教会としてはいっさい見ないことにしておる。こうしておけば害を受けることが少ない。またクリスマスを全廃したこともその主意に基づいたのである。何もそんなに極端にせないでもよいと思うておる人もあろうが、これくらいの態度でやらなければ教会がいつのまにか俗化してしまうのである。俗化してしもうてからなんのかんのと騒いでもあとの祭りである。とても矯正しうるものでない。「またこの世にならうなかれ」（ロマ一二・二）とはこの時代と妥協するなとの命令である。社会相手に追従的行動をとっている諸教会の現状は、それをよく映しているではないか。あれではこの世を教化するどころか、かえって世に教化されてしまうのみである。現に世に引きずられておるではないか。われらはそれを恐るるのである。されば世間からなんと思われてもよい、神の前に全き歩みをせよと勧むるのである。


  いわゆる思想問題に関しては、われらは明白に現代の社会運動家の見るところとは、キリストの再臨を信じ、またこれを待っておる者として、全然異なっていることは同信の人々の熟知していることと思う。されば人間の手では社会はけっして根本的に改善できぬものといかなる場合にも言明すべきである。どこまでも主のみことばのごとく「いまの世は悪し」ときたんなく言うべきである。


  われらはいま悪化して行く世におりつつ、世人のひとりとして生活するにはいかにすべきか、こまかいところまで研究しつつおるものである。教会は富に対していかなる態度をとるべきか、自分らの子弟を教化するにどの程度においてすべきか、各個人の生活の様式をいかにすべきか、その他百般のことにつき、聖書の光によりて適当なる処置をなすべきことである。もしこれらのことにつき、罪の世人とも違い、いわゆるクリスチャンとも異なったことをするならば、世間からは気違い扱いにせらるることだろう。いまでも極端者にせられている。どうせわれらは極端なところに行くのであるから、かかる批評は覚悟の上である。主の再臨まで時はあまり残っていない。よろしく聖徒としての歩みを全うすべきだ。


  



  一九三三年（昭和八年）


  



  ことしのラッパ祭


  



  「見よ、われ奥義をなんじらに言わん。われらすべて眠りにつくにはあらざれど、終わりのラッパにて、われらはたちまちまたたく間に化せん」（Ⅰコリント一五・五一、五二）


  この終わりのラッパなるものがユダヤのラッパ祭の時に鳴るものとすれば、別項記載のごとく、ことしは九月二十一日に当たるのである。キリストの再臨の日については「父がおのれ自らの力のうちにおきたまえる時、また期を知ることはなんじらのものにあらず」（使徒一・七）とあるからわれらには不可解のことである。しかし他方には「かくのごとくなんじらもこれらのすべての事を見るときは、その近づきて門口にあることを知れ」（マタイ二四・三三）とあるから、種々のしるしによって主の再臨の近きを知ることができるのである。


  われらはことしのラッパ祭の当日に主が来たりたもうとは断言しない。あるいはそうかもしれない。そうでないかもしれない。どっちみち主の再臨が近いと知っておくことは遅いと思っているよりも幸いなことである。さればきたる九月二十一日を区切りとして前進することは、われらの霊性にとっても奉仕にとっても大いなる刺激となることと信ずる。主を愛慕しているわれらとしては、きたるラッパ祭の前でもよいから来ていただきたいと切願している。妃エステルは三十日経たねば王に至ることができなかったのを信仰により三日に縮めて王の玉座に近づいたごとく、われらは信仰の祈りによりて御再臨の日を短縮していただくようにすべきである。


  さればわれらにとってはことしのラッパ祭はどうでもよい。ただ今年中に栄化のためのラッパが鳴るように祈るものである。すなわちこの時代の末を示すところの神のラッパが鳴ることを願う。それは集めるためのラッパであるから聖徒が神のもとに集められる時のラッパである。それはすなわち携挙である。「また彼は大いなるラッパのひびきのうちに、その使いたちを遣わさん。彼らは天のはてより、そのはてに至る四つの風にて、その選ばれたる者を集むべし」（マタイ二四・三一）。この四つの風は御霊であって、この霊は肉離れして身軽くなった者のみを携え上げる風である。われらはこの風の一日も早く吹ききたることを願ってやまないものである。聖書に「人の子よ、息に預言せよ。人の子よ預言して息に言え。主エホバ言いたもう、息よ、なんじ四方の風よりきたれよ」（エゼキエル三七・九）とあるが、われらは携挙のその時まで、この霊のみわざを祈らねばならぬ。この御霊の風が神のラッパの声を全地にひびかせて、聖徒をば墓の中より呼び起こし、生き残れる聖徒を栄化せしむるところのものである。心なき軍馬でさえも進軍ラッパが鳴るならば、われらは実に喜び躍るに相違ない。しかしこのラッパは戦いのためのものでなく凱旋のラッパである。陰府に勝ち、死に勝ってこその勝利のラッパである。


  われらは地上で新年を迎えるのは、これが最後であってほしい。除夜の鐘でなく、天界の元日も神のラッパをもって迎えたいものである。それが今年中であってほしい。


  



  伝道と主の再臨


  



  主の再臨に関する思想に二つの流れがある。一つは千年期前再臨説で、他は千年後再臨説である。前者はキリストが再臨したもうてのちに千年王国がきたると信じ、後者は世は改善せられてその結果千年王国となり、それからキリストは大審判の時に再臨するというのである。後者のうちにはいまは千年王国時代であると説くのもある。どっちみちキリストはいますぐにくるのでなく、千年王国後に来たりたもうと信じている。前者はキリストの再臨をば一日でも早かれかしと求め、かつ祈るのである。後者は概してそれに対する憧憬がないようである。


  われらはむろん前者を信ずる。しかし同じく信じていても、十分伝道してからでなければ、主は再臨したまわぬかのごときことを言い、一種変態後の千年後再臨説に類したことを言っている者もなきにしもあらずである。これは大いに注意すべきことである。聖書には「また天国のこの福音を万民に証しせんために、あまねく天下に宣べ伝えられん。しかるのち終わりに至るべし」（マタイ二四・一四）とある。この宣伝は全世界を教化してからというのではない。これは証しである。この意味がわからないと、まだ救われていない者はたくさんあるから、主の再臨がそう早くては困ると口に言わなくとも腹の中でそう思うようになる。されば主よ来たりたまえと心底から祈らないようになる。かかる人は、主よ来たりたまえと祈らんでも、コツコツ伝道して人を救うてさえおれば、主のほうで都合よろしき時においでくださる、とすましているような風がある。これははたして主を愛する者の態度であろうか。ご自分の王国を早く建てたく思っていられる主の御旨をわきまえておるなれば、冷淡にしておられぬはずである。われ必ずすみやかに至らん（黙示録一三・二〇）とあるから、なんとかお答えせねばなるまい。しかるにこちらの都合のために、すなわちまだ救われずにいる親族縁者があるために、しばらくお待ちを願いますと言わんばかりの態度であっては、神の聖霊を憂えしめること最も大いなるものである。


  われらは主の再臨が近いからいよいよ伝道する。しかし伝道するなれば悪魔の領分が狭くなって、ついにキリストの御支配のみになると思うならば、それはいわゆるキリストの千年期後再臨説によって起こるところのもので、純なものでない。そんなことを説く人は未信者が新生して教会に加わる数よりも、不信の世と生まれ出る未信者の数のほうが数倍していることに心づかぬ人である。われらは世はますます悪化していると信じている。されば一日も早くキリストに来ていただくことも、教会にとっても全世界にとっても何より幸いなことであると信じている。


  伝道は神の国に達する方法であり、早める道であって目的でない。神の国とその国の主なるキリストの再臨が目的である。どうして方法を目的と誤認するような愚かに陥っておられようか。思想上てん末を取り違えると、とかくかかることがわからなくなる。


  されば何がなんでもよい。主よ来たりたまえと熱心に祈るべきである。そして御再臨の当日まで、教会の使命、すなわち証しの務めを忘れてはならぬ。これをごっちゃにしてはいけない。


  



  聖霊の言えるごとくせよ


  



  このみことばはいまより四年前、リバイバルが起こった直後に与えられたもので、いかに多くの聖徒を感動せしめたみことばであろうか。以後今日に至るまで幾たびかこのみことばで励まされていることである。しかり、聖霊の御命令にさえ従っておるなればけっしてまちがいは起こらない。


  日本は外交はもちろん、すべての点において独自の立場において行動するようになったことは、実に喜ばしいことである。しかしキリスト教は依然として諸外国に追従している傾向があると見るのは、予のひが目とは思わない。堂々たる団体でありながら、諸外国のポケットをあてにしていることはありがちなことで、まだ目がさめずにいる。したがって聖書の解釈なども、西洋のだれそれがかく申しているというので容易に受け入れる風がある。予は最近「聖書より見たる日本」という本を出したが、著者自身も西洋の大家の中には、かかることを申した人がなかろうかと思って、二十数年間探していたことをここに告白する。西洋の大家の裏書きのないものは価値がないと思う心が、日本人のキリスト信者のうちにある間は、とても日本独特の神学も生まれ出てこないし、宗教運動も起こりはしない。そしていつまでも西洋の糟粕をなめていることとなる。これ実になさけないことである。永井氏の新契約聖書は世界無比の訳であると申しても、西洋かぶれの教師どもは、まさか日本人の手でそんなことはできるものかと、調べもしないで、先輩の三十年間の苦心の結晶を尊重しない。万事がこの調子でいくから遅れに遅れて年々教会が凋落していくではないか。


  西洋人も西洋の著書も過去においてはたしかに、世界教化のために用いられたことは事実である。しかしこれはこの時代的眼光をもって見ねばならぬものである。いつまでも同じことをくり返しておるべきものではない。いまは終わりに向かって急ぎいる時であるから、聖霊はその秘密を白紙になって信じ従う者におしげなく示したもう時である。聖書の注釈にしても、伝道の方法にしても、説教の仕方にしても、祈祷のしぶりにしても、聖霊の導かるるままなすべき時であって、何も欧米各国のまねをせずともよいのである。


  かく申すのは西洋各国に反抗して言うのではない。神は日本の聖徒に大使命を与え、小にしては全世界の教勢の行き詰まりを打開し、大にしては主の再臨を早めるために、祈りにおいて思想において、活動において大活躍をなさしめんとしていたもうことを知るからである。現今のままでは、ただ引きずられて行くのみならず、ついには世界のキリスト教界より抹消されてしまうのみである。


  この際にたよりまつるは聖霊のみである。ひたすら聖霊のおささやきにのみ従うべきである。「なんじらもしきょうその声を聞かば……なんじら心をかたくなにするなかれ」（へブル三・七、八）。よしその御声が、アブラハムよ、イサクをささげよと人情に反したようなことでも、無条件に従うようにするならば、神は驚くべく日本の教会を用いたもうに相違ない。いまはわれらいっさいをかなぐり捨てて、聖霊の言えるごとくする時である


  



  朝日ににおう山桜


  



  「もろもろの花は地に現われ、鳥のさえずる時すでに至れり」（雅歌二・一二）


  どうして聖徒は歌わずにおられようか。「そのほおはかぐわしき花の香のごとく、かおり草の壇のごとし。そのくちびるはゆりのごとくにして、没薬の汁をしたたらす」（雅歌五・一三）。イエス君のみそばにはべりおる者は「わが愛する者は万人の上に越ゆ」とほめたたえずにはおられない。


  
    ×
  


  わが主はまた「義の日」（マラキ四・二）である。しかも「夜すでにふけて日近づけり」（ロマ一三・一二）。六千年間の暗黒の夜は破れて、再臨の輝ける主はまさに現われんとしていたもう。その状態は「日の出の朝の光のごとく、雲なき朝のごとく」（Ⅱサムエル二三・四）であろ う。ああ、その黎明は待ちどおしい。その日の一日もすみやかならんことを願う。


  
    ×
  


  やがて「彼は縫いものせる衣を着て主のもとにいざなわる」（詩篇四五・一四）とあるごとく、主の花嫁なる教会は花婿なる主イエスのみもとに、聖霊に伴われて行くその時は、いかに麗しき光景ぞや。その時は実に朝日ににおう桜花で、麗しのきわみである。ああ山桜。これ実に聖徒の形である。


  
    ×
  


  夜桜をもし罪の夜にある聖徒とすれば、朝日に輝く山桜は再臨の主の光輝に包まれた聖徒である。復活の恵みに輝ける教会である。


  
    ×
  


  予は八重桜よりも山桜を愛する。八重桜は人間ざいくが加わっているような気がする。山桜の単純にして、その散りぐあいのよいのを見ると、そぞろ携挙が慕われる。山桜の特徴は何か。その色はあえて婉麗ではない。かおりもない。きわめて平凡である。あえて実の賞すべきものもない。しかるに人々はこれを愛する。予は信仰眼をもって見るときに、それは実に地上の聖徒の集団であると見た。個々の花としては、それよりも美しきものがあろう。その麗しさは一致結合して、満山の美を一身に集めているところにある。いっしょに咲いていっしょに散る。そこには少しも個性のわがままがない。朝日ににおうその美は集団的であるところに現われる。「諸国、諸族、諸民、諸音の中より、だれも数え尽くすことあたわざるほどの多くの人」（黙示録七・九）が、宝座をさしてつどう光景を、予は山桜によって想像する。これを思うときには一本の山桜にも見とれる。いわんや岡といわず谷といわず、一面に山桜をもって包まれているところを見るにおいてをや。


  
    ×
  


  新エルサレムにいのちの木があって十二種の実をば月ごとに結ぶとある。実がある以上は花があるに相違ない。もし花があるとすれば、いのちの水の川のほとりにある木であるから、山桜のような花でないかと思われる。それが光なる主の光輝に映ずるときには、とてもこの世において見ることができぬほどのものであろう。


  
    ×
  


  「人の栄えは野の花のごとし、風すぐればうせてあとなく、そのおいいでしところに問えど、なお知らざるなり」（諸篇一〇三・一六）。われらの望む栄えはかかるものでなく、永遠の栄えであって天来のものである。携挙後にわれらの在所を探す心があっても、見いだすことはできない。われらは一種の彼岸桜である


  



  預言者の確言


  



  「ことに預言者の確きことばわれらにあり。このことばは暗きところに照れるともしびのごときものなり」（Ⅱペテロ一・一九）


  聖書の高等批評家は、聖書の神のことばなることを信じない。さればむろん預言を信じない。彼らには時の徴しも見えないから、それを解釈する聖書を見てもわかるはずがない。されば預言中の預言たるキリストの再臨の話をしても、彼らの耳にはいっこうひびかないのである。また聖潔派といわれる純福音を信ずる人々でも、長い間聖書を心霊的にのみ解釈してきているから、預言を預言として受け入れるのにちゅうちょするような風がある。ことにユダヤ人に関する約束を、現代の教会にのみあてはめて解釈してきたくせがついているので、預言については盲目の人が多い。これ実に大いなる誤謬である。


  いまは預言について学ばねばならぬたいせつな時である。そは刻々万事が預言どうり成就しつつある時であるからである。ユダヤ人の動きを見よ。これは実にただごとではない。キリストの再臨と関係して等閑に付しておくべきではない。新聞に報道せられるところを見るたびごとに息づまるほどに感ぜられる。この次はいかなることが起こるかと目を見張っておらねばならぬ。世人はただ驚くだろう。しかしわれらには今後の出来事について預言の光があるから何もろうばいせずともよい。これは暗夜の光明である。ああ神はこの預言したまえるごとくなしいたもう、と神を賛美しておればよい。これについてキリスト信者は無知であってはならぬ。いよいよ聖霊をあがめてこの真理を教えていただくようにせねばならぬ。ペンテコステのバプテスマの特徴は預言することである（使徒二・一七、一八）。聖霊に満たされるならば民に警告し、きたらんとすることについて預言するのは当然である。いまはことに末の日である。ヨハネの預言が実現しつつある時である。近来聖潔派の人々のうちに、預言研究の精神が勃興してこれを知らんことを熱望するようになっていることは注目すべき現象で、聖徒が目ざめかけた証拠である。それに伴ってこの大和民族が何をなすべきであるか、聖書の預言の光から知らんことを求めるようになってきた。いまはばくとした意味で聖書を説いても間尺に合わない時となった。はっきりと預言の光をもって説明せねばならなくなった。また人々が聞かんと欲するところのものはこれである。「彼すなわち真理の御霊の来たらん時……来たらんとすることをなんじらに示すべければなり」（ヨハネ一六・一三）。過去のことでなく、いまはまさに来たらんとするところのことを語る時である。


  愛兄姉よ、諸兄姉の心中にこの預言者のかたきことばはすえおかれてあるか。もしあるならば再臨せんとしていたもう明星なるキリストはあざやかに内住していたもうはずである。かく内住したもうキリストの御声に従っておるならば、どうして預言せずにおられようか。われらの預言に人々が耳を傾けようが傾けまいが人々の自由である。しかしわれらとしてはこれをもって警告するのがわれらの義務である。


  



  諸教会の憂慮


  



  「ここに言わざるほかのことありて、日々われに迫る。すなわちすべての教会のおもんばかりなり。たれか弱りてわれ弱らざらんや。たれかつまずきてわが心熱せざらんや」（Ⅱコリント一一・二八、二九）


  感じの鈍い予も聖霊の御訓導のもとに、諸教会のおもんばかりなるものが何であるかを、いくぶん悟りえるようになったことは感謝である。


  諸教会とは他の教派のことではない。さしあたり予の関係している数百の教会である。予は幾度か申したように、いまのままにて進み行くなればけっして他教会におくれをとることはないと信じている。これは従来の進歩率から割り出してのことである。これを予のじまんという人があるなら、しばらく傍観してことのなりゆきを見ていただきたい。


  予の気にかかっていることはそんなことではない。わが教会員が再臨の主の前に幾パーセント立ちうるかということである。これを思う時には夜中にも目ざめて祈るように導かれる。どうしたなら世間なみの聖徒を造り出せるかでなく、どうしたら主の花嫁の群れに加わる者が起こるかということである。その指導の任にあたっている教役者のことを思う時にはなんとも言えぬ痛苦を感ずる。問題はその人々の生活に関することではない。心霊上の問題である。


  わが教会の教役者は概して年若で、無経験で聖書につける知識も乏しい。「なんじ年若きをもて人に軽んぜらるるなかれ」（Ⅰテモテ四・一二）と奨励はしておるけれども、何か誘惑に陥りはせぬかと心もとなく思う。その下におる青年男女の信者間にまちがいがないように日夜祈らせられる。牧会上についてもとっぴょうしもないことをして世間に笑わせられぬかと上よりの知恵を与えたまえと祈らざるをえない。老練の教役者のためには、なんとかして聖霊の新しき御導きのもとに、陣容を新たにしてもらいたいと願うことが切実である。わが教会も古色蒼然たる状態になって少しの新鮮味もなくなりはせぬかと、自分が古株でありながらそれを心配する。経験なるものは偶像になりやすいものである。知識なるものは人を誇らしめる。少し成功するととかくおさまりたがる。これは進歩が止まった証拠である。かかる人の下に牧せられる教会はどこも進歩が鈍い。


  主はいま諸教会をあげて祷告に熱中せしめいたもう。この流れを知らずに相変わらず旧式を墨守しているならば、主がこの末の世においてホ教会を選びたまえる御主意を没却してしまう恐れがある。それでは主に対してはまことに相すまない。彼を待つ人のごとくしていない教会は、い きいきしていないのみではなく、へたをすると携挙の恵みにあずかりえないようになるかもしれない。それでは多年の尽力と祈祷が水泡に帰することになる。これを思って寝ても起きてもいられない。祷告また祷告、警告また警告と、聖霊をあがめて最善を尽くさねばならない。


  予はこの苦痛をいくぶんにても分担する身とせられたことを感謝する。予はわが同労者にこれをいくぶんにても分担して軽くしてくれとは言わない。ただお互いにそれを自覚して自ら進んで積極的に教会のために苦しむ者となってほしいものである。


  



  キリストを言い表わす霊


  



  ヨハネ一書四・一～三を見ると、真理と迷いの霊の区別を示している。ここにはイエス・キリストを言い表わさざる霊は、キリストに敵する者（すなわちにせキリスト）の霊であるとしてある。


  キリスト教会であるならば、みなキリストをあがめているかと言えば、実際はそうではなく、人間と人間のわざがあがめられていてキリストが隠されている。これでは看板に偽りがあると見ねばならない。いかに盛んな教会であっても、キリストがあがめられなければ、サタンの会と同じである。このキリストを偶像として拝んでいる天主教のごとき、また一個の人間として見ている近世主義者のごときは、みなにせキリストの亜流である。


  キリストのお弟子たちは、ペンテコステの時に聖霊に満たされた。これは「地の果てまでわが証人となるべし」（使徒一・八）との御命令を実行するためには、ぜひとも起こらねばならぬことであった。キリストの証人でほかの証人ではない。学者や金持ちや英雄豪傑の証しをするのではない。万人の救い主なるキリストのために証人となるのである。キリスト信者は個人としても教会としても、この証しをしておらねば全くゼロである。これがためには過去のキリストのみならず、現在生きていたもうキリストの証しをたてねばならぬ。聖霊がこれがためにいまも働きいたもうのである。


  「その来たる時にわがために証しをなすべし」（ヨハネ一五・二六）とあるごとく、ペンテコステの時に弟子たちはみな上よりの火を受けて、かかる者にせられた。しかり、火によらねば真の証しができるものではない。キリスト論を神学的にうまく論証しても、火がなければその論には生命がない。弟子たちはキリストの話を聞いた。そのよみがえりをも昇天をも実見した。しかし、それだけでは不十分であった。どうしても火を受けねばならなくなった。今日死せる正統派といわゆる神学者がいくらあっても、リバイバルが起こらないのは火がないからである。すなわちキリストを言い表わす霊がうちに燃えていないからである。


  なお進んで証しをせねばならないことは来たらんとするキリストに関することである。「イエス・キリストの肉体となりて来たりたもうことを言い表わさず、このまどいに誘う者はすなわちキリストの敵なればなり」（Ⅱヨハネ七）。真にキリストを証しする者は再臨のキリストをも証しせねばならない。聖霊をあがめてその言いたもうごとく従う者は、早晩ここに達せねばならぬ。これに反対する者はにせキリストの霊にとりつかわれている者と言わざるをえない。また「御霊と花嫁と言う、来たれ」（黙示録二二・一七）とある真の意味を悟るなれば、聖霊の内住と花嫁なる真の教会についている者は「主イエスよ、来たりたまえ」（同二二・二〇）と祈るようになるのは当然のことである。


  きたる四日はペンテコステの日に相当する。こいねがわくばこの日において、キリストを言い表わす霊に十分満たされていただきたい。同時に、キリストの前の煙幕のごときものはことごとく捨ててしまう覚悟で、個人にも教会にも大掃除を行なうべきである。「人聖霊に感ぜざればイエスを主と言うあたわず」（Ⅰコリント一二・三）とあるから、いよいよ聖霊に満たされるようにすべきである。


  入梅訓


  いまは入梅の最中である。どこを見ても湿気が多く、じめじめしてうっとうしい。霖雨とはこの時の雨である。梅はかびに通じ、物にかびが生えるのはこの時節である。これは生命のない器物に生ずるばい菌作用で、生きておりさえすれば梅の実も熟するというけっこうな時節である。信仰にもかびが生えることがありとすれば、これは上よりの生命に満たされていないためである。


  
    ×
  


  梅雨はどうして起こるか。北氷洋の氷がとけてベーリング海峡を通ってくる寒流のために、日本の東海岸に高気圧が起こり、それに南方大陸よりくる低気圧がぶつかるために生ずるものであると科学者は言う。霊界において悪魔来の寒流があるためにどれだけ撹乱せらるるかしれない。この時にたいがいの病人が弱るように、信仰界においても霊病にかかっている人は、大いに悩まされる。思想界の悪気流も北方来のものである。佐野、鍋山などは転向しているとはいうものの、まだ油断ならぬ天候である。


  
    ×
  


  予は日本のある一部で用いる太陰暦に感心している者である。あれは実に日本の気候に適してできている。入梅または土用入りなど、実に符節を合わせるごとくである。「聖書にエホバは月を造りて時をつかさどらせたまえり」（詩篇一〇四・一九）とあるから、できるならば旧暦を用いたいと思うほどである。ここにも西洋かぶれが現われて、不便を忍びつつ、万国なみに太陽暦を用いねばならぬようにせられている。ユダヤ暦はどちらかといえば、太陰暦に類した特殊のものである。もし千年王国時代に暦が用いられるとすれば、太陰暦が用いられることと信ずる。


  
    ×
  


  わが国でも樺太、北海道、概して日本海に面している所、または台湾には入梅がない。神はわが全国を陰鬱な空気をもっておおいたまわない。「ただイスラエルの子孫のおるゴセンの地には雹あらざりき」（出エジプト九・二六）とあるごとく、主に贖われしわれらはかかる期にあっても、主によりて「わが民は平和の家におり、思い煩いなぎ住み家におり、安らかなる休み所におらん」（イザヤ三二・一八）とあるごとく、悪魔来の魔気にかからずにおることができる。


  
    ×
  


  俗に雷が鳴れば梅雨明けだという。信仰界も天来の御声が一度かかる時には、いっさいの雲霧が排除せられて、神の笑顔を見たてまつることができる。かかる時に「その目をあげしにただイエスのほかひとりをも見ざりき」（マタイ一七・八）とあるごとくなる。「人のいまは空に輝く光を見ることあたわず。されど風きたりてこれを吹ききよむ」（ヨブ三七・二一）。この時まで忍びて待つべきである。


  
    ×
  


  梅雨は約三十日もたてば晴れる。しかし主イエスに来ていただくには、漫然と時の経過を待つべきでない。信仰の祈りをして、これを短縮していただくべきである。入梅もからつゆと称して雨の少ない年もある。自然のなりゆきにまかしていても、かかる幸福にあうことがある。いわんや全能の神に祈りて、主に早く来ていただくことができないことがあろうか。されば大いに祈るべきだ。


  



  教会式をきらう


  



  予は三十三年前カウマン兄とともにこの運動を開始したその時から、従来の型を破り聖霊の示すままにやることを知らしめられて、鈍いけれども、その方式で進みつつ、ついに今日に至った。これまでになるには種々の経路をたどってきた。しかしいつもいわゆる教会式という、ありふれたことをうち捨てるにいささかもためらわなかった。それがためにはキリスト教界の横紙破りと思われてきた。いまもそう思われているに相違ない。


  しからば教会式とはなんであるかというに、型にはまって少しも自由のない、火の気もなく、いのちもない形式いっぺんのやりくちをいうのである。説教にも、祈祷にも、儀式にもそれがある。「主の霊のあるところには自由あり」（Ⅱコリント三・一七）とあるけれども、第一聖霊に働いていただく余地を与えず、人間細工でばかりやろうとするから、聖霊は働きたまわない。されば諸教会は千遍一律同じことをくり返しているにすぎない。


  聖潔派は概して聖霊をあがめる団体といわれている。しかしこれもいつとはなしに、欧米を模倣しているので、あまり斬新なところがない。そしていつのまにかいわゆる教会式に捕われて動きがとれぬようになっているのもある。


  予はホ教会の創立者であるが、正直のところ、神が何がためにホ教会を起こしたまいしか、長らくの間諒解しなかった。ただ諸教会のやってきたことを踏襲し、その働きぶりにおいて熱心であればよいくらいに思っていた。もちろん四重の福音という特殊の標題があるけれども、これとてもわが教会独占のものでない。他教会でもやっている。しからば何のためにこの群れが起こされたのか。四年前に起こったリバイバル以来、正直に聖霊の言うところに従ってきたところが、いまになってようやくわからせていただくことになった。実にハレルヤである。


  これは神はこの群れを選んで祭司となし、最後の祷告をなさしめんとしていたもうことである。諸教会は欧米を通じて神学の発達に努力し、あるいは世界教化に熱中するようになった。もちろんこれらは神の摂理のうちに起こったことである。日本のホ教会もそのあとについて、コツコツやっておればよいのであるか。いないな。一つあいている大使命がある。これは、神の祈りを祈るということである。神はかかる祈り手を起こしたもう。いまその時になった。日本のホーリネス人はこぞってこれにあたるべきである。


  この大使命は教会式の目つぶしをやられている人にはわからない。彼らは諸教会なみにやっていればそれで事が足りると思っている。彼らにはビジョンがない。主の再臨が間近いのに気づかない。されば祈祷にも熱がない。主イエスよ来たりたまえとおくびにも出さない。そのくせ賛美歌ではそう歌っている。


  ああ教会式にはあいそが尽きる。彼らのまねをしていては信仰がゼロになる。さればなんと批評されようが、迫害されようが、われらに与えられし使命を自覚して、勇往邁進すべきである。諸兄姉よ、これに対してアーメンと言いうるや。


  



  聖潔派の特徴


  



  日本の聖潔派はたしかに欧米のそれとは種々の点において違っているところがある。だれもかくせねばならぬと初めより仕組んだ結果ではなく、聖霊の御指導のもとに白紙で進んできたためであって、実に主の御名を賛美する次第である。これが今後いかように変化して行くかわれらにはわからない。とにかく主の再臨が間近いことであるから、現状が変化するというよりも、いよいよ熱烈になり濃厚になるという意味において、変化することと思われる。すなわちその特色がいよいよ発揮せられるようになることと信ずる。


  もとは新生、聖化、神癒、再臨という教理が特色と思われていた。もちろんいまでもこれを力説する。聖書をばそのまま神のことばとして信じていない他教会の人々にとっては、この四重の福音が特色であるように見えるだろう。しかしわれら自ら特色であると見るところは少しく違っている。その特色の一つは、熱心に祈ることである。祈りならば他教会でもやるではないかと言う人があるだろう。われらのは祈りぶりにおいて他とは違っている。いわゆるご上品な祈りではない。声を限りに叫び祈る。人はこれを気違いじみているという。しかり。甘き葡萄酒に酔わされていると見るもむりからぬことである。われらの祈りはルカ伝十八章にあるやもめの祈りのようなもので、神に対して、直接行動的の祈りである。確かにぶっそうな祈りかたであるに相違ない。ただ口さきでばかりでなく、手や足を用い、からだ全体を用いて祈るのである。「求むる、尋ぬる……たたく」（マタイ七・八）とあるのはこのことである。われらのある者はいつでも祈り死ぬ覚悟をもって祈っている。


  次に祈りの内容が違っていることである。だんだん祈りが引き上げられて主の再臨を切願するようになった。しかもいま来たりたまえと、じかづけに祈るようになった。欧米各国どこを探してもかかる祈りをする者があるまい。これは神が日本の聖徒に命じたもうた特種のものである。それに伴ってユダヤ人の国家回復のために祈るように導かれた。これ実に驚くべきことである。


  かかる次第であるから、近ごろの聖会は、集会のぐあいも賛美歌の歌いぶりまでも変わってきている。昔のように回りくどいことをながながとしゃべるような講演では間尺に合わなくなった。賛美歌も主の再臨に関する歌でなくては、歌っても張り合いがないようになった。なんたる変わりかたであろうか。もし数十年前に聖潔派の会合に出席したことのある人が来て見るならば実に隔世の感があることと思う。常に折衝を保っているわれらさえも、進みかたの早いのには驚嘆しているのである。しかも一般の信者たちがこの火の流れに一致してひたすら祈っているのには敬服の至りである。かく特徴が発揮せられるようになったのは全く聖霊の御指導によることである。


  聖潔派とても人間の集合である。弱点を指摘しようとすればいくらもあろう。しかし積極的に祈りに集中するならば、主は必ず欠点を補ってくださることと信じている。


  



  再臨を祈らぬ教会


  



  聖書を信じまた使徒信経を信条として信じている教会であるならば、主の再臨を信ぜぬわけにはいくまい。しかしこれを信じているばかりで、それを祈り求めぬならば、黙示録二二章にある「主イエスよ、来たりたまえ」と祈りえぬ教会は教会という名があっても、花嫁たる教会ということはできない。世の教会の大多数はこの種の教会である。そのおもなるものは天主教会である。もちろん主の祈りを唱える教会がある。しかしはたして心の底から御国をきたらせたまえと祈っているかが疑問である。形式的に祈っているのでは、これを祈らぬ教会の部類に属していると申してもよい。


  聖潔派は概して主の再臨を祈る教会と申してもよい。しかし細別すると種々の信仰に区別されている。その一は、主はくるにはくるが、まず福音がすべての人に伝わり、教会すなわち花嫁のよそおいが十分できてからくるというような千年期後再臨説の焼き直しを説いているのもある。これではとても主の再臨を早めたまえと祈ることができない。その二は、主の再臨は主のご都合次第のものであるから、何ほど信者が祈ったとてだめである。むしろなりゆきにまかせておけばよい、という宿命説である。かかることを信ずる人には真剣に祈る迫力がない。されば父なる神はその権内におきたもう時と期をば、信仰よりいずる祈りに答えてどうでもなしうる御方であると信ずることが足りない。その三は、主の再臨を祈ることは祈っておるけれども、これを第一においていないで、ついでに祈るというのもあるが、これをつけたりの祈祷にしている教会がある。われらはかかる教会を目して再臨を祈る教会とは申さない。聖潔派の教会にかかる教会はなかろうか。反省すべきである。第四は、信仰をもって主の再臨を祈ったから、しかも願うところのものをえたりと信じて祈ったから、携挙せられた、主が再臨した、悪魔が底なき穴に投ぜられたと信じてよろしい。もう主よ、来たりたまえと祈らんでもよろしい。感謝し賛美しておればよろしいと、新しい異端を説く者が起こった。これもこの祈祷を否定し、少なくもこの祈りをわきへそらそうとする悪魔の詭計である。これにひっかかっている者が聖潔派の教会内に起こった。これは大いに警戒すべきことである。第五は、主の再臨の信仰はわれらといささかも違ってはいないが、これを祈り求めることをしない教会である。頭では合点している。しかし祈り求めない。われらとは大いに共鳴する。しかしいっしょに祈り求めない。むしろこれを避けている。かかる教会は主を愛し慕う教会ではない。われらはかかる教会と歩調をともにするわけにはいかない。悪魔のいちばんいやがることはこの祈りをすることである。さればなんのかんのと種々の口実を設けて、この祈りをさせぬように努めている。いかにりっぱな理由があるにしても、この祈りをする口を封ぜんとすることはことごとく悪魔来のものとして排除するがよい。この祈りをする数の中には、脱線屋も起こるだろう。口不調法の者も起こるだろう。しかしそのゆえをもってこの最高、最大、最終の祈りをすることを禁ずべきではない。むしろ指導者は適当に指導していくべきである。


  



  携挙と警告


  



  主イエスよ、来りたまえと祈る祈りは、いよいよ激しくなってきた。聖徒の携挙は実に間近い。かかる際に再臨の主を迎うるために、あれも必要だこれも必要だと種々のことを持ち込まれて、この祈りを弱められるようなことをされぬよう注意せねばならぬ。


  伝道も可、牧会もけっこう。しかし主イエスに来ていただくことにまされるものはないではないか。救霊のためにまた花嫁の準備のために、御再臨を延ばしてもらいたいと思う者は、聖潔派の人のうちにおそらくあるまい。もしあらばそれは主の千年期前再臨を信じない人である。


  しかしいまこられては滅びるたましいをどうするかと思うあまり、もうしばらくの時がほしいと思うところに認識不足がある。われらは携挙せられたのちに患難の時代がくると信じている。その時なおイスラエルを始めとして、全世界の民が悩むと聖書にしるされている。かくして残されている者は主を叫ぶようになり、またイスラエルがことごとく救われるとある。その時は千年王国少し前で大リバイバルが起こるのである。いまわれわれがやっているような救霊運動のごときものではなく、実に全世界にわたるところのものである。しかし記憶せよ、これは全世界の民が三分の一に減じてのちの出来事であって、第二機会説のような気楽なことではない。いまは恩恵の時または救いの日であるが、その時をあてこんでいるような人はずるい人間であるから残される部類に属する人ではないか。


  今夜にも携挙があるとすれば、これにまさる警告は他にあるまい。聖徒がかねがね警告しているとおり携挙されるならば、そのことが千百の説教、万の特別集会にまさるものであって、残されし人々の胸に異様の衝動を与えるに相違ない。それによっていかほどの人々が主を呼ぶようになるかわれらは明言することはできない。とにかくある一部には大恐慌をきたすに相違ない。運よくまた神の特別な御取り計らいにより、かろうじて患難の時代を通過して、イスラエル人とともに主を呼び求める仲間にはいることができるとすれば、彼らは栄化の恵みにあずかることができぬにしても、千年王国の住民となることができるだろうと思う。これを思う時には、よしいまのわれらの警告が携挙前に効果を現わせぬにしても、いつかまたはどこかで実を結ぶと信じて、いっさいを主の御手にまかせて最善を尽くすべきである。いわんやわれらのことばかりでなく、主はわれらの待ち望みの祈りに答えたもうて、われらを携挙なしたもうことが事実となって現われるにおいてをや。それゆえどんなにかれこれ言っている人でも事実の前に降参するに相違ない。われらはこれを信じているから、何はともあれ、主よ来たりたまえと祈るのである。これは自分さえ栄化すればよいという自己満足のためではない。実に全世界の民に対する最大の警告であるからである。もちろんこれはサタンに対する大鉄槌である。


  もしこの真理がわかるなれば、なんの思い煩いもなく、主よ来たりたまえと、心底より祈ることができる。なぜなれば、主は再臨したもうならば万物がみな復興するからである。


  



  主の再臨と救霊


  



  この二つは比べて論ずるほどのものではないが、近ごろどちらが肝要であるかと問うだけやぼである。言うまでもなく主の再臨は教会の目的で救霊は使命である。目的と使命とを取り違えるようでは困る。どちらがたいせつであるか問わずともわかることではないか。救霊もたいせつである。しかし主の再臨はこれよりもたいせつである。左に例にしたがい個条書きにするから、祈りつつ読んでもらいたい。


  一、神の国と教会がどちらがたいせつかと言えば、むろん神の国がたいせつである。これは主の御目的であり、また教会は何よりもまずこれを求むべきである。


  二、全世界の民が救われると神の国ができるのではない。人々がみな救われぬうちに主は再来したもうのである。されば人々の状態いかんにかかわらず、主の御再臨を祈るべきである。


  三、されば、主イエスよ来たりたまえと祈ることは、罪人を救いたまえと祈るよりもはるかに重大な祈りであるから、第一になすべきである。


  四、祈祷と伝道とどちらに重点をおくべきかというに、言わずともしれたことで、祈祷は第一でそれに重点をおくべきだ。


  五、祈りばかりをしておれば伝道せずともよいと言う者があるならば、それは祭司の一面のみを見ているので、神の御旨を確かめて人々に警告する人ではない。伝道することが罪であるように言う者があるとすれば、それはいわゆる脱線屋である。聖霊に全く信頼している者は、よく祈る者であるが、そのおさしずのもとに救霊にもあたるべきである。


  六、従来は救霊のための祈りであった。実は祈った結果、救霊となって現われるとなるのがほんとうである。われらは後者をば真の救霊事業と言う。前者は伝道事業を本位とする傾向があるから、主の再臨を待ち望まない。したがって祈りが下火になるのである。


  七、われら主の再臨を待ち望む者をば、主のためにあかしもせず、警告もせずにおる者と見るか。福音使はあちこちにつかわされて、祈りの祭壇を築き、また時々聖別会や聖会を開くのはなんのためであるかを知るならば、そう見る人がないはずである。


  八、祈りのみして伝道せずにおる人と、伝道ばかりしてろくろく祈りもしない人と、どちらに組みするかと予に問う人あらば、予は前者に加担すると答える。できるならば、聖霊に導かれて野に行きたまいし主と、十日間エルサレムの高殿において、祈りばかりしていた弟子たちのごとくなりたいとは予の念願である。


  九、主の再臨を祈る人は神の国を求める人であるから、その一部である天国、すなわち千年王国を待つ者である。されば千年王国の中心的国民であるユダヤ人の回復を祈るようになるのは当然である。伝道は主の花嫁なる教会の完成であると言う人があるが、その完成は主がなしたもうことで、教会がなすべきものではない。教会がおもに求むべきは神の国である。


  十、祷告と警告、祷告は第一のもので、警告は次のものである。近日のうちに主は来たりたもうとすれば、何よりもまず祈祷に身をわたすべきではないか。


  警戒せよ、悪魔のごまかしを。


  



  歩調を整えよ


  



  わがホ教会は四重の福音という大綱において信仰の統一がとれている。しかし主の再臨が切迫しているので、ばくとした足並みではなく、信仰の歩みがこまかくなってきた。これをホ教会の教役者も信者も知ってもらわねばならぬ。ことばをかえて言えば、力こぶの入れどころ一つにせねばならなくなったと申すのである。


  救われ、きよめられておればいつかは主は再臨したもうではいけない。何ともあれ、主イエスよ、来たりたまえと、主の花嫁なる教会は祈らねばならぬ。この祈りは祈っても祈らなくともという、よいかげんのものではない。あれやこれやとなさねばならぬことがたくさんあるだろうけれども、この祈りは何をさしおいても祈るべき祈りである。この点についてわが教会は、一糸乱れず歩調を整えねばならぬ。


  その祈りは別語で申せば、御国を来たらせたまえと祈ることである。かく祈る人は当然、イスラエルの回復のために祈るべきである。なぜならばきたるべき天国の中心国民はイスラエルであるからである。これを今日に至るまで多くの教会が祈らずにいた。最後のあかしの教会としてたてられたホ教会に、神はこのことを命じたもうた。ホ教会はよろしくこの点について歩調をそろえるべきである。この祈りについても、てんで勝手な態度をとってはならぬ。これはホ教会の使命である。それに伴って日本民族の使命という問題が起こってくるが、この民族中から選び出されたホーリネス人は、この末の世における最高最大の職分とも言うべき祭司職をおびて祷告に尽くすべきである。「エルサレムのために平安を祈れ」（詩篇一二二・六）と主は命じたもう。それを十分理解しておらぬ人もあるだろう。多くの人は、いわゆる主の祈りの内容がわからんでも祈っているのではないか。聖霊をあがめて祈っているうちに自然とわからせていただける。さればある人々は無理押しするように聞こえるだろうけれども、悪いことを勧めるのではないから、予の言うことを受け入れて、このことにおいても歩調を一つにしていただきたい。


  世間は予を目して、絶対権を行使していると評している。しかり予はホ教会の教役者と信者が予を監督に選挙して、予に支配権をゆだねられたのである。予はこの権を無視するならば、選挙した人々を侮辱する者と心得ているから、教会が統一した行動をとるために、慎重な態度をもってこの権を用いている。予は委員が協議してでっちあげた任命書を読みあげるような、でくの坊であるべきではない。予はどこまでも教会の政治または信仰において一致したる行動をとるよう、聖霊の御導きのもとに「そは彼らはことばをさしいだす者として、なんじらのたましいのために目をさましおればなり」（へブル一三・一七、新契約）とあるごとく努めている。これがためにはまれには強くきびしいことをも言う。これいかにしても歩調を整えて、最後のコースを完全に走って、ともに主の御喜びにあずかりたいからである。これをば軍隊式だ、法王流だと言うか。何とでも言うがよい。もうしばらくのところである。主の御名のためにしんぼうし、むしろ不完全な予のために祈っていただきたい。


  



  血と火と煙


  



  「われ上なる天にふしぎを現わし、大なる地にしるしを示さん。すなわち血あり、火あり、煙あるべし」（使徒二・一九）


  これはペンテコステの聖潔のバプテスマを受けて、預言することに続いての出来事である。この預言は言うまでもなく、預言中の預言であるキリストの再臨である。これが聖霊によって預言されるようになると、血と火と煙のふしぎとしるしが起こるのである。これを配時的に学んでみると、これはいまの時代に起こるもので、この次は二十節の患難時代の出来事となり、また二十一節の大リバイバルが起こって千年王国に入るという段取りである。


  血のしるしは何であるか。これは過越の時のごとく、未信者と信者とを明白に分かつところの血である。血は二つのものを一つにするが、また分かったものである。これによって未信者と信者の間に線が引かれるのである。


  火のしるしは何であるか。これは尋常一様のことではない。「われなにをか望む。すでにこの火の燃えたらんことなり。……しからず、かえって分かたしむ」（ルカ一二・四九、五一）。焼き尽くすところの神は、分ける神である。火をもって答うる神は、少しの汚れをも容赦したまわない。これはすなわちリバイバルの火である。この火は信者間に投ぜられる時には、五十二節と五十三節にあるごとく、親しい間柄でも分かたれる。これは実に恐ろしきことである。


  次は煙である。アラビアの野において、この煙がしばしばモーセを聖別して見えなくした。これは香の煙である。「香の煙聖徒の祈りにそいて、天の使いの手より神の前に昇れり」（黙示録八・四）。この煙はイザヤをして「災いなるかな、われ滅びん」（イザヤ六・四、五）と叫ばしめた一つのものである。われらはこの煙によっていっさいを離れ、祷告に入らねばならぬ。このきよき煙に隠されてしまって、だれにも見えないようにならねばならぬ。


  血の分かち、火の分かち、煙の分かち！本文をかく解釈すべきものであるかいなや、予はおおかたの教えを乞うものであるが、とにかく、血と火、煙の出来事をば、上のふしぎ下のしるしとしてあるから、われらが従来解釈しているようなものでないことがわかる。


  予はこれを平凡の出来事と見ていない。驚天動地の事件と見ている。聖霊のバプテスマはこのことがすでに驚くべき出来事であるが、それに伴ってきたる預言は、悪魔を怒らせることであり、その結果主の血があがめられ、火が高調せられるから騒ぎがいっそう大きくなり、ついに祈祷三昧にはいる聖徒が起こるようになるのである。これがすなわち一種の雲隠れとなるのである。かくなってくると「かく言える時輝ける雲彼らをおおう。声雲よりいでて言いけるは、こはわが心にかなうわが愛子なり。なんじらこれに聞くべし」（マタイ一七・五）。これに達するならば、主イエスはいっさいであると言うようになる。


  さればわれらを分かちたもう、主に従いつつ、そのなしたもうままにまかせまつるべきである。人間はへたに手を出してはいけない。
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